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第二日 平成二十三年十二月二十日 開 議 午前十時六分

【開会前に、事務局長より工藤勲農業委員会会長が所用で出席できないため、野呂廣志会長職務代理者が出席している旨報

告 さ れ る 。 続 い て 本定 例 会 初 日 に 藤 崎 町教 育 委 員 会 の 委 員 とし て 同 意 さ れ た 武 田登 教 育 長 、 田 澤 文 雄教 育 委 員 及 び 議 会

選出監査委員の横山哲英議員から、登壇の上就任のあいさつが述べられる。】

○議長（野呂日出男君）

ただいまの出席議員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。

日程第一、諸般の報告を行います。

今 定 例 会 議 会 提 出 議案 等 を 説 明 の た め 、お 手 元 に 配 付 の と おり 、 出 席 者 変 更 の 報告 が あ り ま し た の で、 報 告 い た し ま

す。

日程第二、一般質問を行います。

通告により、四番鶴賀谷 貴君に一般質問を許します。

四番鶴賀谷 貴君。

〔四番 鶴賀谷 貴君 登壇〕

○四番（鶴賀谷 貴君）

皆さん、おはようございます。

議長のお許しがありましたので、発言させていただきます。

質 問 に 入 る 前 に 、 武田 先 生 、 私 は 弘 前 実業 高 校 在 学 中 に で すね 、 武 田 先 生 に は 大変 お 世 話 に な り ま した 。 武 田 先 生 は

ご 存 じ な い か も し れま せ ん け れ ど も 、 私は 陸 上 部 で 、 青 森 県の 高 校 駅 伝 の 県 予 選の と き に で す ね 、 学校 か ら 出 発 す る と

き に 、 武 田 先 生 か ら声 を か け て い た だ いて 、 「 負 け れ ば 髪 坊主 に す る 」 と 、 「 勝っ て 来 い 」 と 言 わ れま し た 。 幸 い 、 私
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は ア ン カ ー で 、 ゴ ール 二 百 メ ー ト ル 手 前ぐ ら い で 逆 転 し て 全国 高 校 駅 伝 、 京 都 に行 か せ て い た だ き まし た 。 そ の 節 は 大

変お世話になりました。

そ し て ま た 、 こ れ まで 培 わ れ た お 力 を 我が 藤 崎 町 の 子 供 た ちの た め に ご 尽 力 い ただ け ま す こ と を ま ずお 願 い 申 し 上 げ

たいと思います。

そ れ で は 、 平 成 二 十三 年 第 四 回 定 例 会 に当 た り 、 さ き に 通 告い た し ま し た 項 目 につ き ま し て 質 問 を させ て い た だ き ま

す。平田町長初め、各担当者から明快なるご答弁をいただけますようにお願いを申し上げます。

まず初めに、町政運営について質問をいたします。

毎 年 十 二 月 に 入 り ます と 、 藤 崎 町 の 次 年度 の 予 算 作 成 作 業 を始 め ま す 。 今 年 は 十一 月 に 町 長 選 が 実 施さ れ た の で 、 作

業 が 遅 れ て い る か と思 い ま す が 、 平 田 新町 長 が 掲 げ て い る 町民 が 主 役 の 活 力 あ るま ち づ く り を 実 現 する た め の 平 成 二 十

四年度における重要政策はどのような政策かお尋ねいたします。

また、それらの政策を実現するための予算額についても項目ごとにお尋ねいたします。

次に、農業振興についてお尋ねいたします。

藤 崎 町 の 基 幹 産 業 は農 業 で あ り 、 農 家 の方 々 の 所 得 が 多 い か少 な い か に よ っ て 、地 域 経 済 に 与 え る 影響 が 大 き い と 思

い ま す 。 農 家 の 方 々が 効 率 よ く 、 ま た 、安 心 安 全 な 作 業 が でき る 環 境 づ く り を 支援 し て い く こ と は 、藤 崎 町 の 将 来 に 必

要なことであります。そこで、町民から農道整備についてどのような要望があるのか、お尋ねいたします。

また、平成二十四年度における農道整備の路線の見通しについてお尋ねいたします。

あわせて、平成二十四年度の農道整備に対しての予算額についてお尋ねいたします。

次に、プレミアム付商品券の助成についてお尋ねいたします。

プ レ ミ ア ム 付 商 品 券の 助 成 は 、 平 成 二 十一 年 度 に 、 町 か ら 二百 九 十 九 万 五 千 円 の助 成 を 受 け 、 藤 崎 町商 工 会 で 商 品 券

を 発 売 し て 実 施 い たし ま し た 。 こ の 時 期は 多 く の 地 域 で も 実施 し て お り ま し た が、 藤 崎 町 に お け る プレ ミ ア ム 付 商 品 券
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での経済効果はどのぐらいになったものかお尋ねいたします。

また、プレミアム付商品券を実施してよかった点と悪かった点についてお尋ねいたします。

次 に 、 円 高 や 震 災 の影 響 な ど で 、 景 気 低迷 が 続 い て お り 、 藤崎 町 の 商 工 業 者 は 非常 に 厳 し い 経 営 状 況に あ り ま す 。 し

か し 、 地 域 の 雇 用 を守 る た め に 、 必 死 にな っ て 経 営 し て い るの が 現 実 で す 。 地 域経 済 に 与 え る 影 響 が大 き い プ レ ミ ア ム

付商品券への助成を平成二十四年度に実施するのかお尋ねいたします。

また、実施する場合の助成額は幾らになるのかお尋ねいたします。

次に、社会教育についてお尋ねいたします。

平 成 十 九 年 か ら 、 平成 二 十 三 年 ま で 、 藤崎 町 は チ ャ レ ン ジ デー を 実 施 し て ま い りま し た 。 全 町 民 と 仕事 な ど で 藤 崎 町

に 通 っ て い る 人 々 を対 象 に 、 相 手 自 治 体と ス ポ ー ツ に 参 加 した 割 合 を 競 う も の です 。 そ こ で 、 こ れ まで 実 施 し て き た チ

ャレンジデーの成果についてお尋ねいたします。

また、平成二十四年度にチャレンジデーを実施するのかお尋ねして、壇上からの質問を終わります。

○議長（野呂日出男君）

四番鶴賀谷 貴君の一般質問に対する答弁を求めます。

平田博幸町長。

〔町長 平田博幸君 登壇〕

○町長（平田博幸君）

改めまして、皆さん、おはようございます。

年 の 瀬 も あ と 数 日 とな り ま し た け れ ど も、 雪 の 降 る 中 、 こ の傍 聴 席 に ま ず も っ て足 を 運 ん で い た だ いた 皆 さ ん に 、 心

か ら 感 謝 申 し 上 げ ます 。 来 る 年 が 我 が 町に と っ て も 、 そ し て一 万 六 千 人 の 町 民 にと っ て も で す ね 、 よい 年 で あ る こ と を

ご祈念するものであります。
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それでは、鶴賀谷議員の一般質問にお答え申し上げます。

初 め に 、 町 政 運 営 につ い て 、 平 成 二 十 四年 度 の 重 要 政 策 に つい て 、 平 成 二 十 四 年度 の 重 要 政 策 は 何 かと 、 平 成 二 十 四

年度の重要政策を実施する予算案についてでありますが、関連がありますので、一体的にお答えいたします。

た だ 、 今 査 定 中 で ござ い ま す の で 、 細 かい と こ ろ ま で は 具 体的 に は 数 字 を 差 し 控え た い と 、 そ の よ うに 思 っ て お り ま

すので、ご理解を賜りたいと思います。

私 は 、 子 供 や 若 者 たち に 、 夢 と 希 望 を 与え る 町 、 高 齢 者 や 障害 者 に 思 い や り の ある 町 、 そ し て 、 町 民み ん な が 郷 土 を

愛 し な が ら 、 生 き がい を 持 て る 町 を つ くる こ と を 信 条 と し てお り 、 そ の た め 、 町民 が 主 役 の 活 力 あ るま ち づ く り を 目 指

し、融和、産業、教育、福祉、入札、効率の六つをキーワードに据え、町政を運営していきたいと考えております。

平 成 二 十 四 年 度 の 重要 政 策 と し て は 、 （仮 称 ） 藤 崎 町 い き いき ま ち づ く り 協 議 会の 設 置 の た め の 諸 経費 、 藤 崎 小 学 校

グ ラ ウ ン ド プ ー ル の工 事 費 、 常 盤 小 学 校の 実 施 設 計 業 務 委 託料 及 び 小 学 生 ま で の医 療 費 無 料 化 を 実 施す る た め の 諸 経 費

を新年度の当初予算に盛り込みたいと考えております。

予 算 額 に つ き ま し ては 、 現 在 、 新 年 度 予算 編 成 の 作 業 中 で あり 、 全 体 の 予 算 の 枠組 み の 中 で 検 討 し てま い り た い と 考

え て お り ま す 。 特 に、 （ 仮 称 ） 藤 崎 町 いき い き ま ち づ く り 協議 会 に お い て は 、 先ほ ど も 申 し ま し た 子供 や 若 者 に 夢 と 希

望 を 与 え 、 高 齢 者 や障 害 者 に 思 い や り のあ る 町 、 町 民 み ん なが 郷 土 を 愛 し 、 生 きが い の 持 て る 町 を 実現 す る た め 、 町 民

の 皆 様 方 か ら 広 く まち づ く り に つ い て のご 意 見 、 ご 要 望 を お聞 き す る た め の 組 織で あ り 、 実 現 可 能 な事 案 に つ い て は 、

順次予算化し、実現してまいりたいと考えております。

次 に 、 農 業 振 興 に つい て 、 農 道 整 備 に つい て 、 町 民 か ら の 農道 整 備 の 要 望 に つ いて と 平 成 二 十 四 年 度の 農 道 整 備 の 見

通 し に つ い て 、 そ して 平 成 二 十 四 年 度 の農 道 整 備 に 対 し て の予 算 額 に つ い て で あり ま す が 、 関 連 が あり ま す の で 、 一 体

的にお答えいたします。

農 道 整 備 に つ き ま して は 、 農 業 を 支 え る生 産 基 盤 と し て 、 農地 へ の 通 作 条 件 の 改善 や 農 産 物 の 合 理 的な 輸 送 体 系 を 確
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立 す る こ と を 目 的 に、 実 施 さ れ る も の であ り ま す 。 現 在 、 町に 対 し て 、 特 に 樹 園地 の 生 産 者 か ら 、 農道 舗 装 整 備 に つ い

て の 要 望 が 数 多 く 上げ ら れ て お り ま す 。こ れ ら の 要 望 等 を 踏ま え 、 計 画 的 、 効 率的 、 か つ 効 果 的 な 農道 整 備 の 推 進 に 向

け て 、 農 業 、 農 村 整備 事 業 管 理 計 画 書 を見 直 し し 、 国 の 補 助事 業 費 等 を 活 用 し て、 で き る だ け 町 財 政に 負 担 を か け な い

よう進めてまいりたいと考えております。

ま た 、 平 成 二 十 四 年度 の 農 道 舗 装 の 実 施路 線 と し て は 、 三 路線 を 計 画 し て お り 、概 算 額 で 工 事 設 計 合わ せ て 二 千 万 円

程度を予定しております。

次 に 、 商 工 振 興 に つい て 、 プ レ ミ ア ム 付商 品 券 の 助 成 に つ いて 、 前 回 実 施 し た プレ ミ ア ム 付 商 品 券 の経 済 効 果 に つ い

て と 、 平 成 二 十 四 年度 の プ レ ミ ア ム 付 商品 券 の 助 成 の 実 施 に対 し て の 予 算 額 に つい て で あ り ま す が 、関 連 が あ り ま す の

で、一体的にお答えいたします。

平 成 二 十 一 年 度 に 実施 し た 事 業 実 績 と して 、 商 品 券 の 発 行 総額 三 千 三 百 万 円 に 対し 、 回 収 金 額 が 三 千二 百 九 十 四 万 九

千 円 、 回 収 率 は 九 九・ 八 ％ で し た 。 そ のう ち 、 一 般 事 業 所 での 使 用 は 四 八 ・ 八 八％ 、 金 額 に し て 一 千六 百 十 万 五 千 円 と

な っ て お り 、 地 域 経済 と 地 元 商 業 の 活 性化 と し て 一 定 の 効 果が あ っ た も の と 考 えて お り ま す 。 平 成 二十 四 年 度 の プ レ ミ

ア ム 付 商 品 券 の 助 成の 実 施 に つ い て は 、十 二 月 六 日 に 、 町 商工 会 よ り 要 望 書 の 提出 を 受 け 、 現 在 、 その 内 容 等 に つ い て

精査しているところであります。

ま た 、 プ レ ミ ア ム 付商 品 券 の 助 成 に 対 して の 予 算 額 は 、 新 年度 予 算 編 成 作 業 中 の中 で 、 助 成 の 有 無 を含 め 、 全 体 の 予

算の枠組みの中で検討をしてまいりたいと考えております。

次 に 、 社 会 教 育 に つい て 、 チ ャ レ ン ジ デー に つ い て 、 こ れ まで 実 施 し た チ ャ レ ンジ デ ー の 成 果 に つ いて で あ り ま す が 、

町 内 会 や 企 業 な ど 、諸 団 体 並 び に 多 く の町 民 の 協 力 、 連 携 のも と 、 チ ャ レ ン ジ デー を 始 め て か ら 今 年で 四 年 が 経 過 い た

し ま し た 。 こ の 間 、チ ャ レ ン ジ デ ー は 、町 民 の 健 康 、 ス ポ ーツ に 対 す る 意 識 の 高揚 や 、 実 践 活 動 の 活発 化 、 地 域 の つ な

がりや、町民の一体感の深まりなど、町村合併後の新しいまちづくりに多少なりとも寄与してきたと考えております。



- 6 -

次 に 、 平 成 二 十 四 年度 の チ ャ レ ン ジ デ ーの 開 催 に つ き ま し てで あ り ま す が 、 町 とい た し ま し て は 、 来年 度 も チ ャ レ ン

ジ デ ー を 実 施 し た いと 考 え て お り ま す 。私 と い た し ま し て は、 こ の 取 り 組 み が 、地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ力 の 強 化 や 町 民 の

健 康 を 増 進 さ せ 、 活力 あ る 地 域 づ く り につ な が る よ う 、 事 業の 創 意 工 夫 が 必 要 と考 え て い る こ と か ら、 役 場 庁 内 に お い

て は 、 各 課 へ ア イ デア の 検 討 提 案 を 指 示し た と こ ろ で あ り ます 。 今 後 の 事 業 実 施に 当 た り ま し て は 、そ の こ と も 含 め 、

関係者の皆様と随時協議しながら進めてまいりたいと考えております。

以上、鶴賀谷議員の一般質問に対する登壇での答弁といたします。

○議長（野呂日出男君）

四番鶴賀谷 貴君の一般質問に対する答弁が終わりました。

これより四番鶴賀谷 貴君に再質問を許します。

四番鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

まず、ご回答をいただきましてありがとうございます。

少し中身について再質問させていただきますので、よろしくお願い申し上げます。

ま ず 、 平 田 町 長 の メー ン で あ り ま す （ 仮称 ） 藤 崎 町 い き い き祭 り に つ い て で ご ざい ま す 。 前 回 も 私 一般 質 問 さ せ て い

た だ き ま し て 、 ご めん な さ い 。 い き い きま ち づ く り 協 議 会 です 。 済 み ま せ ん 。 訂正 い た し ま す 。 前 回も 一 般 質 問 の 中で、

ち ょ っ と 触 れ さ せ てい た だ き ま し た 。 規模 が 五 十 人 程 度 と いう 形 の 中 で の 規 模 だと い う こ と で 、 こ れは 実 際 募 集 は 、 予

算 通 っ て か ら の 話 なん で す け れ ど も 、 スケ ジ ュ ー ル 的 に は いつ ご ろ か ら 町 民 に 周知 し て 、 協 議 会 の 委員 に な る 方 の 募 集

は い つ ご ろ か ら ま ずや る の か と 。 そ の 後、 ど の よ う な ス ケ ジュ ー ル で 会 議 を 開 催し て い く の か 。 そ して ま た 、 そ こ で 出

さ れ た 意 見 を ど う やっ て 吸 い 上 げ て い くの か 、 そ の や り 方 です ね 。 こ の 三 つ に つい て ま ず お 尋 ね し たい と 思 っ て ま した。

○議長（野呂日出男君）
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平田博幸町長。

○町長（平田博幸君）

今 、 担 当 の 企 画 課 の方 に も 検 討 さ せ て おり ま す 。 そ れ で 、 もう 数 日 前 、 二 日 ぐ らい 前 で す か 、 二 、 三日 前 に 企 画 課 の

担 当 の 方 と 、 こ の こと に つ い て は 協 議 させ て い た だ き ま し た。 私 と し て は 、 来 年度 の ３ 月 の 定 例 会 に付 さ れ る 来 年 度 の

予 算 の 方 に で す ね 、予 算 計 上 し て 、 一 般公 募 を ま ず 優 先 的 にす る と 。 五 十 人 規 模の 委 員 で 協 議 す る と。 そ の 中 で は 、 部

会 を 設 置 し た い と 。五 つ ぐ ら い の 部 会 を設 置 し た い と 。 例 えば 教 育 、 福 祉 、 あ るい は ま ち づ く り 、 行革 も 含 め ま す け れ

ど も 、 そ の こ と を まず や り た い と 。 新 年度 早 々 、 ま ず は 予 算案 が 通 っ て か ら 、 新年 度 早 々 募 集 を か ける と 。 年 五 、 六 回

の 協 議 を し て 、 い ろい ろ 提 言 を い た だ いて 、 次 年 度 の 予 算 査定 に 入 る 前 に は 具 体的 な 提 言 を い た だ くと い う よ う な 段 取

り を し て お り ま す 。と に か く 多 く の 町 民に こ の 委 員 会 に ま ずは 参 画 し て い た だ いて 、 一 般 町 民 が で すね 、 平 素 ど う い う

こ と を 考 え て い る か、 意 見 を 吸 い 上 げ たい と 。 詳 細 に つ い ては で す ね 、 も っ と タイ ム ス ケ ジ ュ ー ル を細 か く 企 画 課 長 か

ら答弁させますので、ご理解いただきたいと、そう思っております。

○議長（野呂日出男君）

企画課長。

○企画課長（能登谷英彦君）

実 は 、 金 曜 日 の 日 に、 町 長 と そ の 内 容 につ い て 協 議 し ま し た。 ま だ 非 公 開 と い う段 階 で し た け れ ど も、 ま ず も っ て 一

番 先 に 必 要 な の が 要綱 で あ り ま す 。 要 綱を 策 定 し 、 そ の 予 算規 模 と い い ま す か 、報 酬 と い い ま す か 、報 償 と い い ま す か

… … 。 今 傾 向 と し ては 報 酬 で は な く て 、い わ ゆ る 報 償 費 と いう よ う な 謝 金 と い うよ う な 形 で 、 一 般 的な 意 見 を 集 め て い

る の が 今 の 流 れ だ とい う こ と で す の で 、そ う い う 形 で 予 算 を三 月 の 当 初 予 算 に 盛り た い と 。 そ れ が 終わ り ま す と 、 速 や

か に 、 四 月 号 の 広 報に は 一 般 公 募 を し たい と 。 町 長 が 申 し まし た と お り 、 公 募 優先 と 。 当 然 専 門 的 な分 野 が 入 っ て き ま

す の で 、 そ の オ ブ ザー バ ー と い い ま す か、 精 通 者 も 何 人 か 入れ な い と 、 や っ ぱ り的 を 射 た 提 言 が で きな い だ ろ う と い う
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ようなことで、そういうことも想定してございます。

そ れ で 、 町 長 が ほ とん ど 申 し 上 げ て し まっ た の で 、 私 の 方 から は 補 足 す る こ と はな い ん で す け れ ど も、 や っ ぱ り 九 月 、

十 月 ま で に は で す ね、 意 見 を ま と め 上 げて 、 そ れ を 予 算 に 反映 し て い く と い う こと が 一 番 の 重 要 な こと だ と 思 っ て い ま

すので、そのスケジュールで進めていきたいというふうに考えています。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

部 会 も 各 テ ー マ ご とに 部 会 が あ る と い うお 話 も 聞 き ま し た 。そ れ で 、 専 門 的 な お話 も す る ん で し ょ うけ れ ど も 、 一 つ

だ け 構 成 員 の 話 に なる ん で す け れ ど も 、例 え ば 農 業 な ら 農 業の 部 会 で 、 農 業 関 係者 だ け 全 部 入 る と いう の で は な く て で

す ね 、 多 分 違 う 分 野の 方 も ち ょ っ と 入 れて み た ら で す ね 、 また 違 う 角 度 で 農 家 の人 た ち を 見 て い る 、農 業 を 見 て い る と

い う 、 そ う し た ん たこ う 専 門 的 な ゆ え に、 そ れ が 当 た り 前 の知 識 で と い う の で 、い ろ い ろ な 何 て い うん で す か 、 議 論 が

で す ね 、 何 て い う んで す か 余 り に も 専 門的 に な る よ う な 感 じが 私 は す る と 思 う ので 、 そ の 構 成 員 に 関し て は 、 福 祉 だ ら

福 祉 だ ん で し ょ う けれ ど も 、 福 祉 関 係 者だ け で な く て で す ね、 違 う 分 野 の 人 た ちも 入 れ て い た だ け れば い い の か な と 、

このように思っております。

続 き ま し て で す ね 、常 盤 小 学 校 の 改 築 工事 も 重 要 政 策 と い うお 話 が あ り ま し た 。前 も こ れ 一 回 聞 い たん で す け れ ど も 、

常 盤 小 学 校 の 校 舎 とい う ん で す か 、 そ の常 盤 小 学 校 の 施 設 をど の よ う に し た ら いい ん で な い か と い う、 こ う 町 民 の 意 見

を 聞 く 、 町 民 の 意 見を 反 映 さ せ て い く 組織 と い う の が こ れ から つ く ら れ て い く のか 、 も し く は つ く られ た と す れ ば 、 そ

の中でいつごろまでにその回答を、要望をまとめ上げていくのか、このことについてお聞きします。

○議長（野呂日出男君）
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町長平田博幸君。

○町長（平田博幸君）

基 本 設 計 に 入 る 前 にで す ね 、 地 域 の 皆 さん は 一 度 話 を 聞 い てい ま す 。 そ の 後 に 基本 設 計 に 入 っ て い ます 。 時 期 的 に は

十 月 十 一 日 で し た か、 学 務 課 長 。 逆 で した 。 十 一 月 十 日 に その タ イ ミ ン グ で す ね、 ま ず お 話 を 聞 い てい ま す 。 た だ 、 基

本 設 計 が で き 上 が るの が 、 鶴 賀 谷 議 員 もわ か る と お り で す ね、 一 月 、 二 月 、 来 年の 二 月 ご ろ ま で に 完成 す る 見 込 み に な

っ て お り ま す 。 で すか ら 、 年 明 け て 、 一月 か ら 二 月 に か け るあ た り に で す ね 、 これ か ら 学 務 課 、 あ るい は 教 育 委 員 会 と

協 議 さ せ て も ら い ます け れ ど も 、 ま ず はで き 上 が る 前 に 、 もう 一 回 地 域 の 人 と か、 あ る い は Ｐ Ｔ Ａ の皆 さ ん 、 あ る い は

議 会 の 皆 さ ん の 意 見を 吸 い 上 げ て 、 ま ずは 基 本 設 計 に 皆 さ んの 意 見 を 組 み 入 れ たい と い う 段 取 り で これ か ら 進 め た いと、

そう思っております。

聞 か な い 話 を 答 え るの も あ れ で す け れ ども 、 次 年 度 の 予 算 、三 月 に は 実 施 設 計 のま ず 予 算 も 計 上 さ せて 、 議 会 の 皆 さ

ん の ご 理 解 を 得 な がら で す ね 、 実 施 設 計は 来 年 の 八 月 ま で 完成 さ せ る 見 込 み で ござ い ま す 。 そ の 実 施設 計 の で き る 前 に

も で す ね 、 や っ ぱ りそ の よ う な 形 で 地 域の 皆 さ ん 、 あ る い はＰ Ｔ Ａ の 皆 さ ん 、 そし て ま た 教 育 委 員 はも ち ろ ん で ご ざ い

ますが、議会の皆さんの声もまた聞き入れて、その作業に当たりたいという考え方でございます。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

特 に 常 盤 地 区 に お かれ ま し て は 、 小 学 校の 改 築 と い う の は もう 何 十 年 ぶ り と い う形 に な る の で 、 や っぱ り こ れ か ら 子

供 た ち の こ と を 考 え て で す ね 、 よ り よ い 施 設 を つ く っ て い た だ き た い な と 、 こ の よ う に 思 っ て お り ま す の で 、 多 く の

方々のですね、ご意見を聞くというのは非常に大切なことだと思っております。
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そ こ で 、 三 つ 目 の 小学 校 ま で の 医 療 費 の無 料 化 に つ い て な んで す が 、 こ れ は 今 の一 般 質 問 に も 奈 良 岡議 員 も 取 り 上 げ

ていますので、私は二つだけ、要は実施時期はいつごろの予定なのか。

そ れ と 、 私 は 、 こ れは で す ね 、 小 学 校 まで 無 料 化 と い う の は、 前 の 議 会 で も お 話し し ま し た け れ ど も、 前 の 町 長 に も

強 く 要 望 し て い る 私自 身 の 政 策 で も あ るん で す よ 。 で す の で、 そ の と き も 私 、 聞き ま し た け れ ど も 、大 体 子 供 た ち の 人

数 と か と い う の が わか れ ば 、 大 体 予 算 額と い う の は 大 体 査 定さ れ て い る と 思 い ます 。 そ の と き 、 一 般質 問 で 聞 い た と き

も で す ね 、 仮 に 実 施す れ ば 幾 ら だ か と いう の は 、 私 も 質 問 した 経 験 が あ り ま す ので 、 そ の 二 点 に つ いて お 尋 ね い た し ま

す。

○議長（野呂日出男君）

平田博幸町長。

○町長（平田博幸君）

こ れ は 私 の 選 挙 公 約の 一 つ で ご ざ い ま すの で 、 ま ず は 三 月 定例 会 、 次 年 度 の 一 般会 計 の 予 算 に で す ね、 こ の 予 算 を ま

ず 組 み 入 れ る た め に、 今 担 当 課 と 調 整 して い る と こ ろ で ご ざい ま す 。 で き ま し たら 、 議 会 の 皆 さ ん のご 理 解 の も と 、 新

年 度 の 予 算 に 計 上 しま す の で 、 そ れ を 議会 で ま ず は 協 議 し て、 い ろ い ろ 議 論 を した 上 で 、 理 解 の も とで す ね 、 四 月 か ら

は も う そ の 案 内 を 出し た い と 。 た だ 、 いろ い ろ な 交 付 と か 、や り 取 り で す ね 、 二カ 月 だ ば か か る だ ろう と い う こ と で ご

ざ い ま す 。 で す か ら、 実 質 無 料 化 に な るの は 新 年 度 の 六 月 ごろ か ら で な い と 事 務的 な 作 業 が 間 に 合 わな い と い う こ と で

ご ざ い ま す の で 、 その 辺 は ま ず ご 理 解 して い た だ き た い と 思い ま す 。 た だ 、 対 象者 の 人 数 に つ い て は、 私 か ら 答 え る ま

でもなく、担当課長の住民課長が今詳細にわたって説明すると思いますので、よろしくお願いします。

○議長（野呂日出男君）

住民課長。

○住民課長（浅利勇蔵君）
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お答えいたします。

対 象 者 で ご ざ い ま すけ れ ど も 、 乳 幼 児 につ き ま し て は 七 百 三十 二 名 、 小 学 生 に つい て は 九 百 三 名 、 合わ せ ま し て 一 千

六 百 三 十 五 名 で ご ざい ま す け れ ど も 、 ただ 、 受 給 者 数 に つ いて は 若 干 所 得 制 限 やら 、 申 請 し な い 方 がご ざ い ま す の で 、

若干減りますけれども、乳幼児で五百六十五名、小学生で六百九十一名、計で一千二百五十六名となってございます。

以上でございます。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

それでは、続きましてですね、農道整備についての質問に入りたいと思います。

現 実 問 題 と し て 、 農道 舗 装 の 整 備 な ん です が 、 こ れ に 対 し て具 体 的 な 路 線 で 要 望が 上 が っ て い る 箇 所と い う の は 、 今

現在あるのでしょうか。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

お答えいたします。

現 在 、 町 の 管 理 計 画、 比 較 的 大 き な 事 業、 一 千 万 円 単 位 以 上と い う こ と で 、 町 単独 で は ち ょ っ と 無 理だ と い う 事 業 を

こ れ に の せ る わ け でご ざ い ま す が 、 そ れに つ き ま し て は 、 現在 、 三 線 、 要 望 が 上が っ て ご ざ い ま す 。総 延 長 で 三 千 メ ー

タ ー 。 そ れ か ら あ とは 制 度 に の ら な い よう な 小 規 模 な も の 、と い う こ と で あ る 場合 に 、 単 独 で や る しか な い も の で す け

れども、それがですね、四線上がってございます。一つ三百メーターという感じの小規模なものでございます。

以上でございます。
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○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

今 、 お 答 え が あ り まし た け れ ど も 、 補 助事 業 、 こ れ は 国 と か、 県 か ら の 助 成 を 受け て 農 道 を 整 備 す る補 助 事 業 の 部 分

と、それから町単独、要は町が一〇〇％支出して行う農道整備と、例えば二種類、こう現実問題あると思うんです。

そこで、先ほど町長からの答弁もありました平成二十四年度は三路線、約二千万円ほどという回答がありましたけれど

も、現実問題としての整備する路線というのは決まっているものですか。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

お答えいたします。

現 在 、 二 千 万 円 と いう 予 算 の 大 体 の 概 算を 出 し て ご ざ い ま すの で 、 一 つ は 、 水 沼か ら 林 崎 に 前 、 何 年前 で し た っ け 、

ふ る さ と 農 道 で で すね 、 整 備 さ せ て い ただ い た ん で す が 、 林崎 ま で 行 く 道 路 。 その あ と 残 り 部 分 と いう こ と で 、 そ こ が

一 カ 所 、 三 百 七 十 メー タ ー 、 そ れ か ら もう 一 カ 所 が 次 が で すね 、 昔 の ク ミ ア イ 化学 の 裏 に 奥 の 園 地 に入 っ て い く 農 道 が

あ る ん で す が 、 そ こが 三 百 二 十 五 メ ー ター ほ ど と 。 そ れ か ら中 野 目 の で す ね 、 裏、 住 宅 の 裏 側 に な るん で す け れ ど も 、

そ こ に あ る 直 線 の 農道 、 そ れ が 三 百 六 十メ ー タ ー 、 合 わ せ て約 一 キ ロ 程 度 の で すね 、 農 道 の 舗 装 と いう こ と で 今 考 え て

ございます。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）
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現 在 、 来 年 度 整 備 する 予 定 も あ り ま す し、 冒 頭 お 聞 き し ま した 多 く の 町 民 か ら 、農 道 整 備 に 対 し て の要 望 が 上 が っ て

いるということで、今度は平田町長にお尋ねします。

平 成 二 十 四 年 度 は 三路 線 、 二 千 万 円 と いう 形 で 予 算 計 上 し てお り ま す け れ ど も 、こ れ を で す ね 、 平 成二 十 四 年 度 だ け

で そ の ぐ ら い の 規 模に 終 え る の か 、 そ れと も 、 我 が 藤 崎 町 は、 平 田 町 長 も 議 員 時代 か ら そ う で し ょ うけ れ ど も 、 農 道 整

備 と い う の は 、 非 常に ち ょ っ と こ う 他 町村 か ら 見 れ ば で す ね、 遅 れ て い る 、 私 は感 じ し て い る ん で す。 で す か ら 、 こ れ

を も っ と 重 点 的 に 、計 画 的 に 、 平 成 二 十四 年 度 は 二 千 万 円 と、 二 十 五 年 度 も そ のぐ ら い の 規 模 で 計 画的 に 整 備 し て い く

んだという、こういうお考えがあるのかないのか、お尋ねいたします。

○議長（野呂日出男君）

町長平田博幸君。

○町長（平田博幸君）

今 、 担 当 課 長 か ら 次年 度 の 平 成 二 十 四 年度 分 の 整 備 計 画 に つい て は 、 今 お 話 し した と お り で ご ざ い ます 。 就 任 し て 間

も な い 私 で ご ざ い ます け れ ど も 、 各 課 との ヒ ア リ ン グ の 際 にで す ね 、 私 は も う 平成 二 十 四 年 度 中 に 、も う 十 年 計 画 の 農

道 整 備 の ス パ ン で 計画 を 立 て ろ と 。 で すか ら 、 そ の 計 画 を 立て る の が 平 成 二 十 四年 度 中 に 大 体 構 想 がま と ま り ま す 。 平

成 二 十 五 年 度 か ら 整備 す る 、 財 政 の 裏 づけ も 必 要 で ご ざ い ます の で 、 毎 年 二 本 ない し 三 本 は で す ね 、こ れ は 樹 園 地 だ け

で あ り ま せ ん 。 水 田地 帯 の 農 道 整 備 も です ね 、 平 成 二 十 五 年度 中 か ら 二 本 な い し三 本 ぐ ら い は か か わる よ う な 形 で も う

指 示 を 出 し て お り ます 。 国 の 事 業 と か 、若 干 ご ざ い ま す の で、 そ れ を 有 効 に 使 うよ う な 形 で 、 計 画 路線 を 年 次 計 画 を 立

てて進めなさいという指示を出していますので、今後も継続的にやっていくということでございます。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）
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ま さ し く 今 、 農 業 を取 り 巻 く 環 境 が 厳 しく な っ て き ま す 。 ご存 じ の と お り Ｔ Ｐ Ｐの 問 題 も 含 め な が らで す ね 、 今 後 の

後 継 者 育 成 、 そ れ から 農 業 従 事 者 の 高 齢化 と い う 意 味 で は です ね 、 や っ ぱ り 安 全な 環 境 づ く り と い うの が 必 要 だ と 思 っ

て お り ま す 。 基 本 はや っ ぱ り 藤 崎 町 は 農業 で す か ら 、 農 業 の衰 退 が あ れ ば 、 我 が藤 崎 町 に 与 え る 経 済的 な 効 果 も 非 常 に

厳 し い も の が 出 て きま す の で 、 何 と ぞ その 厳 し い 財 政 で は あり ま す け れ ど も 、 計画 的 に で す ね 、 そ して ま た 、 国 や 県 の

補助金を使いながらですね、農道整備の方をですね、実施していただきたいなと、このようにお願い申し上げます。

続きまして、プレミアム付商品券の助成についてお尋ねいたします。

先 ほ ど 町 長 か ら 答 弁が あ り ま し た け れ ども 、 回 収 率 が 九 九 ・八 ％ 、 約 一 〇 〇 ％ とい う 話 が あ り ま し た。 一 般 の 藤 崎 町

の 商 店 街 に お い て は、 四 八 ・ 八 ％ 、 大 体半 分 ぐ ら い 、 大 手 企業 等 を 含 め て も 半 分ぐ ら い だ と 。 と い う非 常 に 効 果 的 に あ

っ た と い う ご 答 弁 をい た だ き ま し た け れど も 、 実 施 し て み て悪 か っ た 点 て す の も当 然 あ る と 思 う ん です 。 こ の こ う す れ

ば よ か っ た な と 。 もっ と こ う す れ ば よ かっ た な と い う 、 こ うい う 考 え 方 の と こ ろと い う の は あ っ た んで し ょ う か 、 そ れ

をお尋ねいたします。

○議長（野呂日出男君）

企画課長。

○企画課長（能登谷英彦君）

商 工 会 の 要 望 書 の 中に 、 商 品 券 の 発 行 と連 動 し た 商 店 街 の 販売 促 進 を す る べ き だと 。 ソ フ ト 事 業 を やり た い ん だ と い

う よ う な 項 目 が ご ざい ま す 。 ま さ に こ うい う こ と が で す ね 、前 回 な か っ た と い うこ と 、 前 回 は 至 る 商工 会 で 、 そ う い う

ふ う な こ と が あ っ たの で 、 そ の 流 れ の 中で や っ た と い う こ とで し た け れ ど も 、 やっ ぱ り 商 店 街 が 販 売促 進 の た め に 、 み

ず か ら 何 か ソ フ ト 事業 を 行 う と い う よ うな こ と を で す ね 、 今回 は 商 工 会 さ ん の 方で 計 画 し て い ま す ので 、 そ う い う 点 で

はその部分が欠落しているのかなというふうに考えております。

以上です。
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○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

先 ほ ど の あ の 町 長 の答 弁 に あ り ま し た けれ ど も 、 一 つ 私 、 気に な っ た の が 、 十 二月 の 六 日 に 、 商 工 会か ら 要 望 が あ り

ま し た と い う と こ ろは い い で す け れ ど も、 最 後 の 方 だ ん で すけ れ ど も 、 や る か やら な い か も 含 め て 検討 し て い る と い う

ご答弁をいただきましたけれども、これはやるんですよね。お尋ねいたします。

○議長（野呂日出男君）

町長平田博幸君。

○町長（平田博幸君）

十 二 月 の 八 日 の 日 に要 望 書 が あ り ま し た。 実 際 の と こ ろ 、 私、 就 任 し て か ら 、 商工 会 に ご あ い さ つ 回り し た と き に 、

プ レ ミ ア ム 商 品 券 は単 年 度 で 終 わ る べ きじ ゃ な い と 。 継 続 して 商 工 会 も う ん で すし 、 商 売 の 皆 さ ん もな か な か 経 済 低 迷

し て い る か ら 、 多 少経 済 の 活 性 化 に な れば 、 毎 年 継 続 し て 要望 出 し な さ い と い うこ と で 、 私 の 方 か ら商 工 会 会 長 に 申 し

上 げ た 経 緯 も ご ざ いま す 。 で す か ら 、 新年 度 の 予 算 に は 計 上す る こ と に は 間 違 いあ り ま せ ん け れ ど も、 た だ 、 そ れ を 実

施するには議会の皆さんのご理解が必要ということでございます。

以上でございます。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

安 心 い た し ま し た 。私 、 ま た 平 成 二 十 四年 度 の 当 初 予 算 が ら出 て こ な い の か な と思 っ た も の で す か ら、 非 常 に 心 配 し

ま し た け れ ど も 、 今の 町 長 の 答 弁 を 聞 いて で す ね 、 平 成 二 十四 年 度 の 額 は お 話 しし て お り ま し た け れど も 、 全 体 的 な 予
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算の中で考えるということでしょうから、それはまた次のときにですね、質問したいと思います。

今 、 町 長 か ら お 話 があ り ま し た 。 私 も これ 単 年 度 だ け だ ば さ、 失 礼 で す け れ ど も、 や ら な い よ り も やっ た 方 が い い と

い う 効 果 も あ り ま すけ れ ど も 、 一 年 で 終わ っ た 方 が い い の か、 例 え ば 二 、 三 年 続け て や っ た 方 が よ り一 層 効 果 が 上 が る

ん で は な い か と い う物 事 は 多 分 そ う い う論 点 も あ る と 思 い ます 。 私 は こ の プ レ ミア ム 付 商 品 券 は で すね 、 一 年 や っ て 、

ま た 一 年 休 ん で や る、 一 年 や っ て ま た 一年 と い う よ り も 、 ある 程 度 予 算 額 が 、 助成 額 は 低 く 抑 え ら れて も 、 私 は 二 、 三

年続けていった方がより経済効果が上がると思っている政策だと思います。その点について町長にお尋ねいたします。

○議長（野呂日出男君）

町長。

○町長（平田博幸君）

先 ほ ど も 述 べ ま し たけ れ ど も 、 「 継 続 は力 な り 」 と い う こ とわ ざ も あ り ま す け れど も 、 基 幹 産 業 が 農業 で あ る 我 が 町

で ご ざ い ま し て 、 商店 街 の 方 々 も 営 み が大 変 で あ ろ う と 。 です か ら 、 そ の 実 施 に関 し て は で す ね 、 商工 会 の 皆 さ ん 、 商

店 街 の 皆 さ ん も で すね 、 い ろ い ろ 創 意 工夫 を し な が ら 、 や っぱ り 町 外 か ら も 藤 崎に こ う い う イ ベ ン トが あ る よ と 。 そ う

い う よ う な イ ベ ン トも 計 画 し な が ら で すね 、 商 店 街 の 活 性 化に つ な げ て い た だ きた い と い う 思 い も ござ い ま す の で 、 今

日は局長もおみえでございますけれども、これは継続していく所存でございます。

ま た 、 そ う い う 創 意工 夫 は 、 商 工 会 の 皆さ ん で ま た い ろ い ろな 形 で 協 議 し て い ただ け れ ば な と 、 そ う思 っ て お り ま す 。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

私 、 壇 上 で も お 話 しし ま し た け れ ど も 、非 常 に 雇 用 と い う 面で は 、 確 か に 農 業 も雇 用 の 面 で は 影 響 して い ま す け れ ど

も 、 や は り 商 工 業 者の 方 々 が で す ね 、 この 厳 し い 経 済 状 況 の中 に も 雇 用 を 守 る 意味 で 、 一 生 懸 命 頑 張っ て お り ま す ので、
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何とぞその点はですね、継続的にこの事業をですね、実施していただくことを強くお願い申し上げます。

続きまして、チャレンジデーについてお尋ねいたします。

ま さ し く チ ャ レ ン ジデ ー は 、 平 田 新 町 長が 実 施 し て き た こ の事 業 だ と 思 い ま す 。平 田 新 町 長 が 実 施 して き た 事 業 だ と

思 っ て ま す 。 今 ま での 成 果 を お 聞 き し まし て 、 確 か に こ れ は一 体 感 あ る 事 業 に なっ て き た と 思 い ま す。 そ し て こ れ も で

す ね 、 先 ほ ど か ら 私が お 願 い し て い る 一年 や っ て 終 わ る の では な く て 、 今 ま で 四年 間 こ う 続 け て き た、 だ か ら こ そ こ う

い う 成 果 が あ ら わ れて き た ん だ と 、 私 は思 う ん で す よ 。 も う一 つ 、 こ れ 私 、 思 うの は 、 各 町 内 ご と に何 て い う 、 参 加 者

を 計 算 し て 、 そ の 中で 参 加 す る 率 が 多 い人 に は 、 表 彰 と か して 、 お 互 い に 競 わ せて い る と い う 、 こ こも 非 常 に 大 事 な 政

策 だ ん で す け れ ど も、 こ れ は 平 成 二 十 四年 度 、 仮 に 実 施 し た場 合 、 こ う い う 政 策は 続 け て い く の か 、お 尋 ね い た し ます。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

私 が や っ た 事 業 で はご ざ い ま せ ん 。 勘 違い し な い で く だ さ い。 言 い 出 し っ ぺ は その 当 時 の 体 協 の 会 長が 私 で ご ざ い ま

す の で 、 財 団 の 方 の補 助 事 業 も 聞 き ま して で す ね 、 確 か に 言い 出 し っ ぺ は 私 で ござ い ま す け れ ど も 、そ の 当 時 の 町 長 さ

ん が 実 行 委 員 長 に なっ て で す ね 、 町 内 会、 そ し て 多 く の 関 係団 体 の 参 加 の も と 、や っ た 事 業 で ご ざ いま す 。 「 来 年 の お

話 を す れ ば 鬼 笑 う 」と い い ま す け れ ど も、 来 年 度 は で す ね 、五 月 三 十 日 、 こ れ は五 月 の 第 四 水 曜 日 が実 施 と い う こ とで、

カ ナ ダ が 発 祥 の ス ポー ツ イ ベ ン ト で ご ざい ま す 。 今 は 、 世 界各 国 で や っ て お り ます け れ ど も 、 来 年 は五 月 三 十 日 実 施 す

る予定で今実行委員会の皆さんとまた、年を明ければ協議していくと。

た だ 、 就 任 早 々 、 私は 課 長 会 議 で で す ね、 事 業 実 施 す る た めの で す ね 、 ア イ デ アを 一 月 の 末 ま で 、 各課 で ま と め な さ

い と 。 例 え ば 、 税 務課 と か 、 会 計 課 は 、何 と い う か 、 人 を 集め た り す る 、 そ う いう 課 で は な い の で 、そ う い う と こ ろ は

こ う い う 事 業 を や れば い い ん じ ゃ な い かと 、 ア イ デ ア を 出 しな さ い と 。 あ る い はま た 、 生 涯 学 習 課 とか 、 福 祉 課 は で す
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ね 、 町 民 を 巻 き 込 んだ 形 で 、 い ろ い ろ なア イ デ ア を 、 我 が 課は こ う い う 形 で そ の取 り 組 み を し た い とい う こ と で 、 一 月

末 ま で ア イ デ ア を 出さ せ る と い う こ と でご ざ い ま す 。 そ れ を二 月 に 入 っ た ら 、 関係 各 位 の 実 行 委 員 会の 皆 さ ん に 、 一 堂

に 来 て い た だ い て 、そ の ま ず 庁 内 で ま とめ た こ と を で す ね 、皆 さ ん で ま た お 諮 りし な が ら 、 皆 さ ん から ま た 実 施 す る た

め の 意 見 を 出 し て いた だ く と い う こ と で、 こ れ か ら 進 め よ うと 思 っ て お り ま す 。今 年 の 一 月 に で す ね、 相 馬 副 議 長 さ ん

が 常 任 委 員 長 の と きに 、 今 年 、 去 年 対 戦し た 埼 玉 県 の 小 鹿 野町 で は も う 数 年 継 続し て 、 そ の 名 簿 集 めに は 四 苦 八 苦 は し

な い と 。 労 力 を 使 わな い と 。 た だ 、 平 素か ら 町 民 が 、 そ の イベ ン ト を 通 し て 、 ある い は イ ベ ン ト が ない 日 で も 、 町 民 が

お の ず か ら 体 を 動 かし て 、 ウ ォ ー キ ン グす る な り 、 ジ ョ ギ ング す る な り し て 、 今埼 玉 県 で は 医 療 費 が最 下 位 だ と い う よ

う な 、 ま た イ ベ ン トを し な が ら 、 そ う いう 福 祉 活 動 も し て 、健 康 づ く り を 意 識 させ て 、 町 民 全 員 が です ね 、 健 康 な ま ち

を つ く っ て い き た いと 。 そ う い う 思 い でこ れ か ら も 励 ん で いき た い と い う こ と でご ざ い ま す の で 、 議員 各 位 の ご 協 力 も

お願いしたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

鶴賀谷 貴君。

○四番（鶴賀谷 貴君）

ま さ し く チ ャ レ ン ジデ ー と い う の は そ の日 の 一 日 だ け の 行 事と い う 形 に 終 わ ら せて お く に は 、 非 常 にも っ た い な い 事

業 だ と 思 い ま す 。 全町 民 を 集 っ て す る 一大 事 業 だ わ け で す から 、 そ れ を 今 平 田 町長 が お 話 し に な っ たそ こ か ら 何 に つ な

げ て い く か と い う のが 非 常 に 大 事 で 、 チャ レ ン ジ デ ー で 勝 つこ と が 目 的 で は な くて 、 そ れ を ど う や って 町 民 の 方 に ご 理

解 し て い た だ い て 、そ の 町 に ど れ だ け 貢献 す る か と い う の が目 的 だ と 思 い ま す ので 、 ぜ ひ と も で す ね、 そ う い っ た 点 に

お い て 、 チ ャ レ ン ジデ ー を で す ね 、 盛 大に 、 ま ず や っ て 、 一人 一 人 の 町 民 の 方 々に で す ね 、 強 く そ この と こ ろ を 意 識 し

ていただいてですね、今後の町政のですね、繁栄につなげていかなければならないと、私も思っております。

以上をもちまして、私の一般質問を終わります。



- 19 -

○議長（野呂日出男君）

これで四番鶴賀谷 貴君の一般質問は終了いたしました。

次に、十番工藤健一君に一般質問を許します。

十番工藤健一君。

〔十番 工藤健一君 登壇〕

○十番（工藤健一君）

皆さん、おはようございます。町民の方々には、連日の雪片づけでお疲れのところ、多数の方が傍聴においでください

まして、ありがとうございます。

さて、さきの十一月十五日告示、十一月二十日の投票の町長選で当選されました平田町長におかれましては、今後町政

運 営 に 対 し て 、 町 民の 声 に 耳 を 傾 け 、 議員 と も 話 し 合 い を 持ち な が ら 、 町 政 運 営を ま い 進 す る こ と をお 願 い し て 、 議 長

の お 許 し を 得 ま し たの で 、 平 成 二 十 三 年第 四 回 定 例 会 に 当 たり 、 既 に 通 告 し て あり ま す 行 政 問 題 に つい て と 、 農 道 整 備

についてを質問いたしますので、町長の所信を求めるものであります。

まず、一点目として、行政問題についてのイの矢沢、中島、小畑地区の三地区の融雪溝の今後の計画について質問いた

します。

三地区の町道は冬場になると除雪の雪が両側に積まれ、道幅が狭くなり、救急車両などの出入が容易でない場合が生じ

る と 、 町 民 の 声 か ら多 く 聞 こ え て き ま すの で 、 今 後 、 三 地 区の 融 雪 溝 設 置 計 画 をど の よ う に 進 め て いく の か お 尋 ね い た

します。

次に、ロの中島地区から矢沢までの県道の歩道は、中央小学校の通学路となっており、歩道の除雪はどのような体制で

行われているかお尋ねいたします。

次のハの町道杉山豊成五番囲線の防犯灯設置計画についてですが、その前の埼玉県三郷市と千葉県の松戸市で、中学校
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三 年 の 女 子 生 徒 と 小二 の 女 子 生 徒 が 相 次い で 連 続 通 り 魔 事 件が あ り ま し た こ と は残 念 で あ り ま す 。 さて 、 こ の 町 の 町 道

を 通 学 で 利 用 す る 生徒 が 多 い と 聞 い て おり ま す 。 こ の よ う な事 件 は 当 町 で も 起 きて も だ め で あ り 、 起き て は な ら な い 問

題であり、安全安心の藤崎町のために、防犯灯設置の計画をどのように考えているかお尋ねいたします。

次に、農道整備についての矢沢種増地区の農道拡幅工事についてお尋ねいたします。

この地区は、昭和三十二年に、十アール区画で百ヘクタール、昭和四十二年に三十ヘクタールの区画で九十七ヘクター

ル の 区 画 整 理 事 業 が行 わ れ 、 そ の 当 時 の農 道 は 、 道 幅 が 二 メー ト ル と い う と こ ろが 多 く あ り 、 今 現 在の 農 業 は 大 型 機 械

が 主 流 で あ り ま す ので 、 今 現 在 の 道 幅 では 大 型 機 械 で の 自 分の 耕 作 地 を 耕 作 す ると こ ろ ま で 行 け な い状 況 が 出 て い る と

こ ろ も あ る と 言 わ れて お り ま す 。 今 後 圃場 整 備 事 業 や 基 盤 整備 事 業 が ど の よ う に行 わ れ 、 こ れ か ら の事 業 を 考 え て い ま

すか、お尋ねして、私の一般質問を終わります。

○議長（野呂日出男君）

十番工藤健一君の一般質問に対する答弁を求めます。平田町長。

〔町長 平田博幸君 登壇〕

○町長（平田博幸君）

工藤議員の一般質問にお答えいたします。

初 め に 、 行 政 問 題 につ い て 、 矢 沢 、 中 島、 小 畑 三 地 区 の 融 雪溝 の 今 後 の 計 画 に つい て で あ り ま す が 、融 雪 溝 の 整 備 に

つ き ま し て は 、 多 くの 町 民 の 方 々 よ り 、設 置 の 要 望 が あ り 、町 と い た し ま し て も整 備 済 み 区 間 で は 、克 雪 対 策 と し て 大

き な 成 果 を 果 た し てお り 、 有 効 な 手 段 であ る と 認 識 し て お りま す 。 融 雪 溝 の 整 備方 針 と し て は 、 通 学路 、 あ る い は 除 雪

さ れ た 雪 の 処 理 が 難し く 、 歩 行 者 や 車 の交 通 に 、 支 障 を 来 たし て い る 地 区 で 、 なお か つ 整 備 後 の 住 民の 方 々 の 雪 処 理 や

管理に協力が得られる地区を優先し、整備を進めております。

ご 質 問 の 矢 沢 、 中 島、 小 畑 地 区 の 住 宅 が密 集 し 、 県 道 浪 岡 藤崎 線 は 、 歩 道 が 狭 く、 町 道 も 幅 員 が 狭 い箇 所 が 多 数 あ り 、
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整 備 の 必 要 性 を 感 じて お り ま す 。 県 道 浪岡 藤 崎 線 は 、 冬 期 間、 除 雪 さ れ た 雪 が 歩道 に 積 み 上 げ ら れ 、車 道 も 極 端 に 狭 く

なる場合も見受けられ、県では、排雪に苦慮していると聞いております。

そ こ で は 、 町 で は 、県 に 対 し 、 県 道 へ 融雪 溝 の 整 備 を 要 望 して き た と こ ろ 、 近 年、 県 か ら 整 備 に 向 けて の 前 向 き な 回

答 を 得 て お り ま す 。そ の 整 備 手 段 と し ては 、 町 が こ の 三 地 区の 全 体 計 画 を 作 成 し、 そ れ を 基 に 、 県 と協 議 し 、 県 道 部 分

の 整 備 を 先 行 し て 進め て い く こ と が 重 要で あ る と 認 識 し て おり ま す 。 現 在 、 継 続中 の 他 事 業 の 進 捗 事業 を 勘 案 し な がら、

早い時期に全体計画の作成に着手をできるよう整備してまいりたいと考えております。

次 に 、 中 島 か ら 矢 沢ま で の 歩 道 の 除 雪 につ い て で あ り ま す が、 こ の 路 線 は 、 県 道浪 岡 藤 崎 線 で あ り 、県 と 町 と 地 元 住

民 が 一 体 と な っ て 除雪 作 業 に 当 た る ス クラ ム 除 雪 事 業 の 一 環と し て 、 地 元 町 内 会及 び Ｐ Ｔ Ａ 等 の 協 力に よ り 、 約 一 ・ 五

キ ロ メ ー ト ル の 歩 道除 雪 を 地 域 住 民 の 日常 生 活 及 び 児 童 生 徒の 通 学 路 の 確 保 を 目的 と し て 行 っ て い ると こ ろ で あ り ます。

児 童 の 学 校 へ の 登 校時 間 に 間 に 合 わ せ るた め 、 雪 の 降 る 中 、早 朝 か ら の 除 雪 作 業に ご 協 力 さ れ て い るこ と に 対 し 、 心 か

ら 感 謝 を 申 し 上 げ るも の で あ り ま す 。 県道 浪 岡 藤 崎 線 に つ きま し て は 、 特 に 中 島地 区 の 歩 道 が 狭 く 、乗 用 式 の 歩 道 除 雪

機 が 入 れ な い た め 、ハ ン ド ガ イ ド 式 の 小型 除 雪 機 を 貸 し 出 して 行 っ て い る と こ ろで ご ざ い ま す が 、 さき に 述 べ た 融 雪 溝

が 整 備 さ れ る ま で は、 ぜ ひ と も こ の 事 業を 継 続 し て ま い り たい と 考 え て お り ま すの で 、 今 後 と も 沿 線住 民 の 方 々 に 対 し

ましてご協力をお願いするものであります。

次 に 、 町 道 杉 山 豊 成五 番 囲 線 の 防 犯 灯 設置 計 画 に つ い て で あり ま す が 、 防 犯 灯 につ い て は 、 生 活 道 路等 に お け る 夜 間

の 防 犯 対 策 及 び 通 行の 安 全 確 保 の た め 、設 置 の 必 要 性 、 緊 急性 に 応 じ て 整 備 し てい る も の で あ り 、 その 設 置 に つ き ま し

て は 、 町 内 会 や 町 民か ら の 要 望 を 受 け 、現 地 調 査 の 上 、 地 域の 状 況 を 確 認 し な がら 、 順 次 設 置 し て おり 、 今 年 度 に つ い

て は 、 各 地 区 か ら の要 望 に よ り 、 六 カ 所に 新 設 し て ま い り まし た 。 町 道 杉 山 豊 成五 番 囲 線 で あ り ま すが 、 こ こ 数 年 、 通

勤 等 に よ り 交 通 量 が年 々 ふ え て い る 状 況と 見 受 け ら れ ま す が、 沿 線 の 児 童 生 徒 の通 学 路 に は な っ て おら ず 、 冬 期 間 に は

地 吹 雪 等 に よ る 事 故防 止 の た め 、 封 鎖 して お り 、 生 活 道 路 とし て は ま だ 安 全 性 が確 保 さ れ て い な い 状況 で あ り ま す 。 町
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と い た し ま し て は 、従 来 の 小 畑 矢 沢 地 区か ら の 藤 越 、 川 部 方面 へ の 通 勤 、 通 学 の生 活 用 道 路 と し て 、町 道 小 畑 藤 越 線 に

防 犯 灯 を 設 置 し て 、整 備 し て お り 、 平 成二 十 一 年 度 に は 防 犯灯 の 再 整 備 も 完 了 して 、 安 全 面 で の 整 備が な さ れ て お り ま

す の で 、 場 所 的 に も近 く 、 道 路 も つ な がっ て い る た め 、 当 面は そ の 町 道 を 利 用 し、 対 応 し て い た だ きた い と 考 え て お り

ま す 。 防 犯 灯 に つ きま し て は 、 今 後 も 綿密 に 、 必 要 箇 所 の 把握 に 努 め 、 よ り 安 全で 、 安 心 し て 暮 せ るま ち づ く り を 積 極

的に推進してまいりたいと考えております。

次 に 、 農 道 整 備 に つい て 、 矢 沢 種 増 地 区の 農 道 拡 幅 に つ い てで あ り ま す が 、 本 地区 は 、 昭 和 三 十 年 代か ら 、 四 十 年 代

に か け て 、 区 画 整 理事 業 等 に よ り 、 十 アー ル 区 画 ま た は 三 十ア ー ル 区 画 で 区 画 整理 さ れ た 地 区 で あ り、 農 道 の 幅 員 が 二

メ ー ト ル 程 度 と 狭 く、 農 業 用 機 械 の 移 動等 に 支 障 を 来 た し てい る と 報 告 を 受 け てお り ま す 。 当 町 に はこ の よ う な 条 件 の

よ く な い 地 区 が ほ かに も あ り 、 ど の よ うに 整 備 を 進 め て よ いの か 、 関 係 機 関 と 十分 協 議 の 上 、 検 討 して ま い り た い と 考

えております。

以上、工藤議員の一般質問に対する登壇での答弁といたします。

○議長（野呂日出男君）

十番工藤健一君の一般質問に対する答弁が終わりました。

これより十番工藤健一君に再質問を許します。

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

一点目のイとロとハと全部関連しますので、再質問いたします。

こ れ は 今 の 町 長 の お答 え に も あ り ま し たけ れ ど も 、 小 畑 小 学校 と 西 中 野 目 小 学 校の 合 併 と 平 成 六 年 三月 に 中 央 小 学 校

に 統 合 し た ん で す けれ ど も 、 そ の 当 時 の父 兄 の 話 し 合 い 、 合併 の 統 合 の 話 し 合 いの 中 で 、 小 学 校 の 統合 の 話 し 合 い の 中

で 、 そ の 当 時 は 、 通学 路 を 確 保 し て く ださ い と 。 冬 場 の 通 学路 を 確 保 し て く だ さい と 。 そ の た め に は、 歩 道 の 除 雪 が 肝
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心 で 、 お 願 い し ま すよ と 。 そ う い う 話 で、 私 も そ の 当 時 関 係者 で あ り ま し た の で、 そ の 当 時 は 、 理 事者 側 の 方 で は 、 そ

の 当 時 は 国 道 七 号 線で あ り ま し た の で 、早 い 機 会 に 国 道 の 、建 設 省 の 方 に お 願 いし て 、 融 雪 溝 を お 願い し て き ま す と 。

そ の た め に は 、 町 長も さ き た 答 弁 、 お 答え し ま し た け れ ど も、 地 域 の 方 々 に 除 雪の お 願 い を し ま す と、 そ う い う こ と で

皆 さ ん 協 力 し て き たん で す け れ ど も 、 なか な か 今 か ら 十 三 年に も な り ま す け れ ども 、 な か な か 進 ま ない 状 況 で あ り ま し

た 。 地 域 の 中 か ら 、い つ 融 雪 溝 が 来 る んで す か と い う こ と なん で す け れ ど も 、 県で は 、 前 向 き に 進 めて い る と あ り ま す

け れ ど も 、 私 ど も は何 年 も 前 か ら 建 設 課の 方 に は い つ 来 る んで す か と い う 問 い 合わ せ を し た ん で す けれ ど も 、 県 の 方 に

書類を上げていますと。ありましたけれども、どうしてこう遅れたのか、建設課の方にお願いします。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

町 長 の 答 弁 に も あ りま し た よ う に 、 消 融雪 溝 に 関 し て は 、 多く の 町 民 の 方 か ら 要望 が ご ざ い ま す 。 それ で 、 順 次 整 備

は し て き て お る ん です が 、 何 分 消 融 雪 溝の 整 備 に は 工 事 費 が相 当 か か り ま す の で、 一 度 に 何 地 区 も でき る と い う よ う な

現在状況ではございませんので、順次進めてきた結果、そういうような事情になったということでございます。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

前 の 建 設 課 長 に は 、再 三 問 い 合 わ せ し たん で す け れ ど も 、 ただ 、 県 に お 願 い し てい る と 。 た だ 、 書 類を 上 げ て い る と 。

そ う い う 答 弁 で あ りま し た け れ ど も 、 町民 の 方 は 学 校 で き てか ら も う 統 合 し て から 十 三 年 に も な っ たん で す け れ ど も 、

な か な か 進 ま な い とこ ろ で 、 し び れ を 切ら し て い ま す 。 早 い機 会 に こ れ を 実 現 して い た だ き た い と 、町 長 の 、 藤 崎 町 に

は 県 会 議 員 も お り ます の で 、 県 会 議 員 に聞 い て み ま す と 「 私に は 全 然 話 が 来 て おら な い 」 と 、 そ う いう 答 弁 で あ り ま し
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た 。 だ か ら 、 た だ 、書 類 を 上 げ た だ け では だ め だ と 思 い ま す。 た だ 手 あ ぐ ら か いて は だ め だ と 思 い ます の で 、 町 長 の 考

え方をお願いします。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

今 建 設 課 長 も お 答 えし ま し た け れ ど も 、ち ょ っ と 老 眼 が 入 って き た と こ ろ で 、 眼鏡 を か け た り 外 し たり し て 大 変 恐 縮

です。

中 島 、 矢 沢 地 区 で は、 今 担 当 課 の ほ ぼ 計画 し た 場 合 は こ の ぐら い か か る と い う のが 、 約 県 道 も 含 め てで す ね 、 五 億 五

千 万 円 ほ ど の 整 備 費が か か る よ う な 私 に資 料 提 供 が あ り ま した 。 よ っ て 、 平 成 二十 四 年 度 中 に そ の 予算 の 組 み 込 み を し

て 、 平 成 二 十 五 年 度中 に で す ね 、 ま ず はそ の 計 画 を 整 備 す ると 。 並 行 し て 、 県 との 折 衝 も 進 め て い くと い う こ と で 、 早

け れ ば 平 成 二 十 六 年度 中 か ら 、 こ れ は 県道 を 優 先 し た 形 で 、ま ず は 通 学 路 を 優 先し て 整 備 を 進 め る とい う よ う な 内 々 で

担 当 課 と は 詰 め て おり ま す 。 で す か ら 、今 お 話 し あ っ た よ うに 、 地 元 の 阿 部 県 会議 員 と も 十 分 協 議 して で す ね 、 住 民 の

期待にこたえるべく鋭意努力してまいりたいと、そういう思いでございます。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

十番工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

こ の 県 道 の 歩 道 の 除雪 で す け れ ど も 、 地域 の 方 々 か ら 協 力 して も ら っ て 除 雪 し ても ら っ て 、 町 か ら 機械 を 借 り て 、 借

り 上 げ て や っ て い るん で す け れ ど も 、 その 機 械 も ま だ 配 備 され て い な い っ て 、 何だ か 二 十 五 日 に 機 械が 配 備 さ れ る と 、

そういう話であったんですが、それはどうですか。
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○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

歩道除雪の貸し出しの機械につきましては、昨日うちの方に持っていって、お願いしてきたということでございます。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

そ の 機 械 は さ 、 去 年の 機 械 と 同 じ 機 械 です か 。 そ れ と 、 そ の機 械 は さ 、 何 だ か 古い 機 械 だ か ら 、 な かな か ロ ー タ リ ー

が減って、下から削っていけないって、そういう苦情があるんですけれども、その点はどうですか。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

現 在 、 三 地 区 に 貸 し出 し し て お り ま す が、 確 か に ご 指 摘 の とお り 、 非 常 に 古 く なっ て き て お り ま す 。そ こ で 、 今 年 、

そ の 中 の 一 台 に つ いて は 新 し い も の に 更新 し て お り ま す 。 また 、 来 年 度 以 降 も 、順 次 更 新 し て い き たい と 思 っ て お り ま

すので、よろしくお願いします。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

新しい機械一台と言いましたけれども、それはどこに配備されたんですか。

○議長（野呂日出男君）
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建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

今年度に関しては、矢沢の方に配備しております。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

そ れ で は 、 昨 日 ま でま だ 、 昨 日 配 備 さ れた と い う こ と な ん です け れ ど も 、 今 ま で急 に 雪 降 っ て き た とこ ろ で 、 中 央 小

学 校 の 生 徒 た ち が 、歩 道 を 歩 く 、 ヤ ブ をこ い で 歩 い て い る 状況 な ん で す ね 。 何 で、 そ う 二 十 五 日 ま で、 昨 日 ま で に 遅 れ

たんですか、もっと早く配置すればよかったんじゃないですか。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

確 か に 今 年 度 に 関 して は 若 干 遅 れ た と 思い ま す 。 雪 が こ ん なに 早 い 時 期 に 降 る とい う こ と が ち ょ っ と今 ま で で す と な

かったということもございますが、来年度以降はもっと早く配備するようにしますので、よろしくお願いします。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

次 に 、 そ う す れ ば 、豊 成 地 区 の 防 犯 灯 の件 で す け れ ど も 、 町長 の 答 弁 で は 、 そ この ま だ 計 画 が な い と。 生 徒 の 通 学 路

に は な っ て い な い と、 言 っ て い ま す け れど も 、 小 中 学 校 の 通学 路 に は な っ て い ない で す よ 。 だ け ど もね 、 高 校 生 な どは、

夏 場 は 随 分 使 っ て いま す よ 。 冬 場 は 通 行ど め に な っ て い ま すけ れ ど も 、 夏 場 は 川部 の 駅 に 通 う た め には 結 構 使 っ て い ま
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す 。 今 ま で の 道 路 は矢 沢 の 方 か ら 藤 越 に行 く 街 灯 が つ い て いる 方 は 、 道 路 が 曲 がっ て 、 真 っ す ぐ で はあ り ま せ ん 。 だ か

ら 、 私 ど も の 方 は 、前 か ら 要 望 が あ る んで す け れ ど も 、 冬 場の 除 雪 を お 願 い し たい と 、 再 三 要 望 し てき た ん で す け れ ど

も 、 そ の 除 雪 の 方 の結 果 は ど う で す か 。前 の 道 路 の 方 は 曲 がっ て 冬 場 に な る と 、吹 雪 で 、 吹 き だ ま りが で き て 、 随 分 車

が 突 っ 込 ん で い る そう で す 。 そ れ で 、 突っ 込 ん で い る た め に、 あ る 町 民 が 、 一 年に 五 、 六 回 ほ ど か な、 タ イ ヤ シ ョ ベ ル

で 引 っ 張 り に 行 っ てい る そ う で す 、 頼 まれ て 。 そ の 状 況 な んで す 。 真 っ す ぐ の 新し い 道 路 の 豊 成 の 方の 道 路 は 真 っ す ぐ

の吹雪もあると思いますけれども、そっちの方の除雪のほじが、町民の要望が多いんですよ。その件はどうですか。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

地 域 の 要 望 も 、 工 藤議 員 の 要 望 も わ か らな い こ と は あ り ま せん 。 要 望 は 要 望 と して 、 今 後 い ろ い ろ な形 で 検 討 す る お

話 と 承 っ て お き ま すけ れ ど も 、 今 の 現 状で は 、 今 お 話 し あ った 五 番 囲 の 方 は で すね 、 恐 ら く 街 路 灯 つけ た と す る と 、 冬

期 間 も 除 雪 が 入 っ たと す る と 、 豪 雪 柵 から み ん な 整 備 し な けれ ば で す ね 、 冬 期 間は 使 え な い よ う な 私は 道 路 と 認 識 し て

お り ま す 。 で す か ら、 若 干 の 住 民 の 理 解も 得 な が ら で す ね 、今 ま で の と お り 、 ちょ っ と カ ー ブ あ り ます け れ ど も 、 そ ち

ら の 方 を 現 状 と し てま ず 、 通 学 路 、 通 勤に お 使 い い た だ い て、 今 後 ま た 、 い ろ いろ な 形 で 、 通 行 量 とか 、 通 行 状 況 とか、

か ん が み で す ね 、 今の お 話 の 課 題 に は いろ い ろ 協 議 し て い きた い と い う こ と で ござ い ま す 。 ご 理 解 いた だ き た い と 思 い

ます。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

そ う い う 話 し で あ った ん で す け れ ど も 、昔 の 話 を 聞 け ば 、 吹雪 で 大 変 だ と い う 話に な れ ば あ れ で す けれ ど も 、 水 沼 か
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ら 柏 木 堰 に つ く る あの 農 道 で す ね 。 あ そこ に は 防 犯 灯 が つ いて い る 、 電 気 が つ いて い る ん で す よ ね 。あ れ は ど う や っ て

つけたあれなんですか、ちょっとそれを確認します。

○議長（野呂日出男君）

総務課長。

○総務課長（三上 治君）

町 道 の 路 線 に つ い ては 、 一 級 町 道 、 二 級町 道 、 そ の 他 の 町 道と あ り ま す 。 今 の 小畑 藤 越 線 に つ い て は、 こ れ は 議 会 の

議 決 を 経 て 、 二 級 の町 道 の 路 線 に 認 定 され て お り ま す 。 そ の柏 木 堰 の 点 に つ い ても 、 多 分 そ の 当 時 ちょ っ と わ か り ま せ

ん が 、 恐 ら く 二 級 の町 道 、 二 級 の 町 道 とい う の は 、 町 内 と 町内 を 結 ぶ 幹 線 道 路 とい う こ と で の 認 定 基準 が あ り ま す ので、

そういうふうにとらえています。その当時のいきさつはちょっとわかりません。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

今 、 当 時 の い き さ つは わ か ら な い と い うけ れ ど も 、 あ そ こ も道 路 真 っ す ぐ な ん です よ ね 。 本 当 の 田 んぼ の 真 ん 中 で す 。

こっちも田んぼの真ん中です。何でこっちへばできないんですか。

○議長（野呂日出男君）

総務課長。

○総務課長（三上 治君）

先 ほ ど 言 い ま し た よう に 、 小 畑 藤 越 線 、こ れ は 二 級 の 町 道 でご ざ い ま す の で 、 二級 の 町 道 と い う こ とは 、 そ れ な り に

防 犯 灯 の 整 備 と か 、そ う い う の を や っ てお り ま す の で 、 若 干曲 が っ て お り ま す が、 そ う い う 関 係 で 、今 五 十 四 基 つ い て

おります。それで、平成二十一年度に木柱の防犯灯を取りかえて、再整備しております。
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○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

二級二級って言いますけれども、今豊成のそこは二級になっていないんですか、もう一回聞きます。

○議長（野呂日出男君）

総務課長。

○総務課長（三上 治君）

五番、杉山豊成線はその他の町道路線ということで、議会の議決を得ております。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

い や い や 、 そ の 他 の町 道 っ て お か し い 話だ よ な 。 そ の 他 っ て、 わ も 勉 強 不 足 だ はん で そ う だ か も わ から な い け れ ど も

さ 、 安 全 安 心 な ま ちづ く り と し て 、 町 長も う た っ て い る と 思い ま す け れ ど も 、 その 点 、 も し も で す ね、 埼 玉 県 三 郷 市 の

よ う な 、 な い と 思 いま す け れ ど も 、 も しも あ っ て は な ら な いん で す よ 。 そ い う のが あ れ ば 困 り ま す けれ ど も 、 そ の た め

にも、防犯灯設置の国、県補助金などがないんですか。

○議長（野呂日出男君）

総務課長。

○総務課長（三上 治君）

町長が答弁したように、いろいろな情報等をとらえて、今後検討してまいりたいと思います。

○議長（野呂日出男君）



- 30 -

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

そ の よ う に し て 、 何回 も し ゃ べ っ て も あれ だ 、 平 行 線 だ と 思い ま す の で 、 何 と かそ の よ う に 、 早 い 機会 に 、 設 置 、 皆

さんの要望、除雪の方も早い機会によろしくお願いします。

そ れ で 、 次 に 、 農 道整 備 に つ い て で す けれ ど も 、 種 増 地 区 の農 道 で す け れ ど も ね、 毎 年 春 、 秋 、 そ うな る と 、 今 に な

る と 大 型 機 械 で す ので 、 ま ず ほ と ん ど 歩け ば 、 そ う い う 運 転の 技 術 も あ る と 思 いま す け れ ど も 、 道 路が 狭 い 、 町 長 の 答

弁 に も あ り ま し た けれ ど も 、 二 メ ー ト ルち ょ っ と の と こ ろ が結 構 あ る そ う で す 。そ れ で 脱 輪 し て い ます の で 、 私 、 地 域

の 方 々 も 言 っ て い るん で す け れ ど も 、 町、 県 で も な か な か 財政 が 大 変 だ と 、 そ うい う こ と で あ り ま すの で 、 買 収 は な か

なかできないかもわからないけれども、地権者が土地を提供すれば、工事してもらえるのかどうかお尋ねします。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

お答えいたします。

種 増 地 区 、 昭 和 三 十年 代 か ら 四 十 年 代 の区 画 整 理 と い う こ とで 、 十 ア ー ル 区 画 です か ね 、 あ の 当 時 は、 非 常 に 狭 い で

す 。 私 た ち も 転 作 の確 認 に 出 ま す と で すね 、 選 ん で 行 っ て いま す 。 と い う の は 、車 が 入 れ な い ど ご で、 歩 い て い く とか、

あ と は 過 去 に で す ね、 普 及 セ ン タ ー の 方で 手 伝 い に 来 て く れま し て で す ね 、 そ の方 が や っ ぱ り な れ ない と い う こ と で 、

車 を 落 と し た と い うこ と は 記 憶 に ご ざ いま す け れ ど も 、 現 在、 そ の 当 時 に し て みれ ば で す ね 、 三 十 年代 で す か ら 、 リ ヤ

カ ー と か で す ね 、 トレ ー ラ ー と か 、 ま さか こ う な る と は 予 想も し な か っ た と は 思う ん で す け れ ど も 、現 在 、 コ ン バ イ ン

と か 、 ト ラ ク タ ー も大 き く な っ て い ま して 、 大 型 コ ン バ イ ンで あ れ ば 、 多 分 通 行は で き な い の か な と、 そ う い う ふ う に

認識してございます。
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こ こ を も し で す ね 、整 備 す る と な れ ば 、受 益 者 の 皆 さ ん に もで す ね 、 提 供 し て いた だ く と い う こ と もそ う な ん で す が 、

あ の 辺 は 種 増 も そ うで 、 福 富 、 あ の 辺 一帯 、 全 部 そ う い う 状況 で ご ざ い ま し て です ね 、 現 在 も し も それ を や る と す れば、

国 の 補 助 事 業 、 農 地の 整 備 事 業 、 今 年 、福 島 、 徳 下 が 圃 場 整備 を や っ て い ま す ね。 そ れ か ら 福 舘 地 区も や っ て い ま す け

れ ど も 、 メ ニ ュ ー から 二 つ 以 上 選 ん で やる と い う 事 業 な ん です け れ ど も 、 福 舘 の方 は 用 排 水 路 と そ れか ら 暗 渠 排 水 、 例

え ば も し そ れ で や れる と す れ ば 、 種 増 、あ の 辺 に つ い て は 、農 道 と 例 え ば 用 排 水路 と か で す ね 、 そ うい う 組 み 合 わ せ で

で す ね 、 可 能 に な るわ け で ご ざ い ま す 。こ れ に つ い て も 、 先ほ ど 町 長 か ら も で すね 、 答 弁 あ り ま し たよ う に 、 来 年 度 は

そ う い う の を 計 画 しろ と い う 指 示 を 受 けて い ま し て で す ね 、こ れ も 含 め ま し て 、で き る だ け 町 の 財 政の 負 担 に な ら な い

よ う に 、 こ う い う 制度 を 使 っ て で す ね 、や れ る よ う な 方 向 でで す ね 、 ち ょ っ と 計画 を し て み た い な と思 っ て ご ざ い ます。

以上でございます。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

あ り が と う ご ざ い ます 。 そ の よ う に 計 画し て い る と い う こ とは あ り が た い こ と なん で す け れ ど も 、 地権 者 の 方 も 喜 ぶ

と 思 い ま す け れ ど も、 そ の 中 で で す ね 、そ の 地 区 の 中 で 、 大分 前 か ら 私 も 地 権 者か ら 聞 い た ん で す けれ ど も 、 大 分 何 年

も 前 か ら お 願 い し たこ と は あ る ら し い んで す け れ ど も 、 排 水路 の ダ イ ハ イ っ て ある ん で す け れ ど も 、そ こ の こ れ は な か

な か 町 単 独 で は で きな い 事 業 で あ る と 思い ま す 。 そ こ の ダ イハ イ も 崩 れ て き て 大変 だ と 、 こ れ も 要 望が 上 が っ て き た と

私は聞いて、前には聞いておるんですけれども、今はどうですか。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）
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あ れ 何 年 前 で す か ね、 佐 々 木 町 長 の 時 代か な 、 私 も ち ょ っ と記 憶 に ご ざ い ま せ んけ れ ど も 、 当 時 は まだ ず っ と 下 っ 端

の と き な ん で す け れど も 、 確 か に あ そ こに つ い て は で す ね 、何 だ か 削 れ や す い 、土 質 な の か ど う か わか ら な い で す け れ

ど も 、 削 れ て し ま うと い う こ と で 、 何 名か の 農 家 の 方 が 来 たと い う 記 憶 は ご ざ いま す 。 た だ 、 あ そ こは 用 排 水 路 と い う

こ と で で す ね 、 管 理に つ い て は 改 良 区 にな る と は 思 う ん で すが 、 も う 一 度 で す ね、 改 良 区 の 方 と も その 辺 を お 話 し し て

み た い と 思 い ま す 。あ れ を 全 部 町 で や れと 言 っ た っ て 大 変 なこ と で す の で 、 財 政的 に も 非 常 に 厳 し いと い う こ と で す の

で、ちょっとそこをですね、改良区とも協議をしてみたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

工藤健一君。

○十番（工藤健一君）

改 良 区 と 相 談 し て 、今 の 改 良 区 は 役 に 立た な い 改 良 区 だ と 、私 は 認 識 し て お り ます 。 そ れ で す の で 、町 で 単 独 で で き

る 事 業 で は あ り ま せん の で 、 地 権 者 と も今 後 相 談 し て 、 圃 場整 備 事 業 や ら 、 そ うい う の を 申 請 し て 、お 願 い 、 要 望 書 み

たいなのを出させますように、よろしくお願いします。これで終わります。どうも。

○議長（野呂日出男君）

これで十番工藤健一君の一般質問は終了いたしました。

十分ほど休憩いたします。

再開は四十分といたします。

休 憩 午前十一時二十七分

再 開 午前十一時三十七分

○議長（野呂日出男君）
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休憩を取り消し、会議を再開いたします。

次に、一番奈良完治君に一般質問を許します。

奈良完治君。

〔一番 奈良完治君 登壇〕

○一番（奈良完治君）

議長のお許しをいただきまして、質問をさせていただきます。

何分、議員に選ばれまして日が浅いものですから、的外れな質問、質疑、また、言葉遣いなどがありましたら、何とぞ

ご容赦のほどをよろしくお願い申し上げます。

さて、平田町長におかれましては、八月臨時会以来の町政混乱の中、十一月二十日、町民の期待を集め、当選されたわ

け で す が 、 選 挙 の 期間 中 、 町 長 が 訴 え た「 町 民 が 主 役 の 活 力あ る ま ち づ く り 」 の公 約 、 大 き く 六 つ あっ た よ う に 思 い ま

す 。 一 つ 目 は 融 和 、二 つ 目 は 教 育 、 三 つ目 は 福 祉 、 四 つ 目 は産 業 、 五 つ 目 は 入 札、 そ し て 六 つ 目 は 効率 で は な か っ た か

と 記 憶 し て い ま す 。今 日 そ の 中 で 、 私 自身 の 選 挙 の と き に 、街 頭 で 訴 え た 教 育 と産 業 に つ い て 質 問 させ て い た だ き ます。

町長は、公約の教育の中で、「人づくりこそまちづくりの原点と考え、藤崎小学校のグラウンド、プールの早期完成と、

常 盤 小 学 校 の 早 期 着工 を 図 り 、 ス ポ ー ツ、 文 化 活 動 を 通 し 、た く ま し く 、 優 し い心 を 育 て ま す 」 と 訴え て い ら っ し ゃ い

ま し た 。 そ こ で 、 小中 学 校 に あ る 程 度 限定 し て も よ ろ し い ので 、 町 長 ご 自 身 の 教育 観 、 理 念 な ど が あり ま し た ら 、 お 聞

かせください。

また、常盤小学校の早期着工とありますが、今どの程度まで進んでいるのか、また、進捗状況は計画よりも進んでいる

のか、遅れているのかをお尋ねいたします。

そして、二つ目の産業についてお尋ねいたします。

私は仕事柄、旧相馬村の樹園地農道の整備された姿を見てまいりました。山村振興の補助事業をうまく活用し、ほとん
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ど 狭 い 道 路 で も 一 〇〇 ％ 近 い 舗 装 が な され て い ま す 。 地 域 の方 々 の 声 を 聞 け ば 、移 動 が 楽 で 、 荷 崩 れも な く 、 時 間 短 縮

に つ な が り 、 非 常 に作 業 効 率 も よ い と のこ と で し た 。 近 年 、不 況 に よ る 雇 用 情 勢の 悪 化 に よ り 、 若 い人 た ち が 農 業 に 従

事 す る 機 会 が 増 加 して い る よ う に 思 い ます 。 ま た 、 そ れ だ けで は な く 、 職 業 の 多様 化 も 要 因 の 一 つ と思 い ま す 。 そ ん な

中 、 例 え ば 、 草 刈 り機 械 の 大 型 化 、 高 所作 業 車 の 導 入 、 ス ピー ド ス プ レ ー ヤ ー のキ ャ ビ ン 化 、 フ ォ ーク リ フ ト の 使 用 な

ど 、 安 全 に 作 業 効 率を 上 げ る 農 機 具 の 導入 が 進 ん で い ま す 。で は 、 樹 園 地 の 農 道は ど う か 。 メ ー ン 道路 は 確 か に 整 備 さ

れ て い ま す が 、 枝 線は 私 の 子 供 の こ ろ と余 り 変 わ っ て い な いよ う に 思 え る の が ほと ん ど で す 。 そ こ で、 お 尋 ね い た し ま

す。

ある程度大まかでよろしいので、町の樹園地農道の総延長と、今まで舗装整備されてきた延長、また、近年の整備状況、

例えば工事件数、延長距離などをお尋ねいたします。

○議長（野呂日出男君）

一番奈良完治君の一般質問に対する答弁を求めます。平田町長。

〔町長 平田博幸君 登壇〕

○町長（平田博幸君）

奈良議員の一般質問にお答えいたします。

初 め に 、 教 育 行 政 につ い て 、 町 長 の 教 育観 に つ い て で あ り ます が 、 教 育 は 、 学 校教 育 、 社 会 教 育 、 家庭 教 育 に 大 き く

分 け る こ と が で き ると 思 い ま す 。 教 育 は人 づ く り と い う 視 点に 立 ち 、 町 民 一 人 一人 が 人 間 尊 重 の 精 神を 基 調 と し て 、 心

身 と も に 健 康 で 創 造力 に 富 み 、 潤 い の ある 生 涯 学 習 社 会 の 形成 者 と し て 、 広 い 視野 を 持 ち 、 変 動 す る社 会 に 主 体 的 に 対

応 で き る 人 づ く り を考 え て お り ま す 。 この た め 、 自 然 を 愛 し、 文 化 や ス ポ ー ツ に親 し み 、 社 会 に お ける 連 帯 の 心 を 育 む

教育活動を重視し、学校、家庭、地域社会の緊密な連携に努めてまいりたいと考えております。

次 に 、 常 盤 小 学 校 改築 工 事 の 進 捗 状 況 につ い て で あ り ま す が、 現 在 、 基 本 設 計 を二 月 の 完 成 を 目 指 して 進 め て い る と
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こ ろ で ご ざ い ま す 。新 年 度 に 入 り 、 実 施設 計 は 八 月 ま で に 完成 さ せ 、 平 成 二 十 四年 秋 に は 一 部 校 舎 に着 手 す る 予 定 で ご

ざいます。

次 に 、 農 業 振 興 に つい て 、 リ ン ゴ 園 地 の農 道 整 備 に つ い て であ り ま す が 、 当 町 の樹 園 地 農 道 に つ き まし て は 、 こ れ ま

で 県 営 農 免 道 路 整 備事 業 等 に よ り 、 基 幹と な る 農 道 整 備 を 行っ て き た と こ ろ で あり ま す 。 し か し な がら 、 そ の 整 備 に つ

き ま し て は 、 ま だ まだ 不 十 分 で あ る こ とは 認 識 し て い る と ころ で ご ざ い ま す 。 今後 は 、 収 穫 し た 農 産物 を 安 全 に 運 搬し、

農 耕 車 両 が 円 滑 に 走行 で き る よ う 、 樹 園地 内 を 通 る 支 線 農 道を 道 路 網 と し て 一 体的 な 整 備 が 必 要 と 思わ れ る た め 、 ど の

ように整備を進めていくか、関係機関と十分協議の上、検討して、実施してまいりたいと考えております。

以上、奈良議員の一般質問に対する登壇での答弁といたします。

○議長（野呂日出男君）

一番奈良完治君の一般質問に対する答弁が終わりました。

これより一番奈良完治君に再質問を許します。

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

今 の 町 長 の 教 育 観 につ い て は 、 教 育 委 員会 の 中 立 的 立 場 、 また 独 立 的 見 地 の た め、 町 長 の お 考 え を お聞 き す る だ け に

しておきまして、再質問はございません。

それで、ロの方に対する質問をさせていただきます。

今 、 町 長 の 方 か ら 、基 本 設 計 だ け が 終 わっ て い る よ う な 状 況で 、 つ ま り 入 札 が 終わ っ て い る よ う な 状況 で 、 二 月 末 ご

ろ に は 多 分 そ れ が でき 上 が っ て く る と は思 う ん で す け れ ど も、 そ の 基 本 設 計 の 入札 の 際 の 主 要 条 件 、ど の よ う な も の で

し た か と 尋 ね た い んで す け れ ど も 、 例 えば 協 議 会 で 出 さ れ た特 色 な ど も 条 件 に 入れ た も の か ど う か 、そ の 辺 を 伺 い た い

と思います。
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○議長（野呂日出男君）

学務課長。

○学務課長（加福哲三君）

お答えいたします。

基 本 設 計 に は で す ね、 ま ず 、 校 舎 の 規 模、 学 級 数 、 生 徒 数 、そ う い う の を ま ず 基本 と し て 整 備 し て おり ま す 。 そ れ と

あ と 、 校 地 面 積 を まず 基 本 と し て お り ます 。 そ れ と あ と 、 基本 的 な 構 想 、 基 本 構想 が あ り ま す の で 、そ れ に 基 づ い た 形

での設計ということで発注の際にはしております。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

多 分 そ の 基 本 設 計 がで き て か ら 、 実 施 設計 の 入 札 と い う 、 当然 そ う い う 形 に な ると は 思 う ん で す け れど も 、 基 本 設 計 、

こ れ 完 成 し た 場 合 、業 者 さ ん か ら ど の よう な 資 料 、 例 え ば 内訳 、 設 計 書 、 設 計 図、 ど の 程 度 の も の が出 て く る の か な と

いうことをお聞きしたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

学務課長。

○学務課長（加福哲三君）

基 本 設 計 の 完 成 に 関し て は で す ね 、 ま ず、 配 置 計 画 図 、 あ と平 面 計 画 図 と 、 あ とは 鳥 瞰 図 で す の で 、と い う こ と で 、

そういうものを、それと概算の工事費等については出てくる予定でございます。

以上です。



- 37 -

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

そ の 資 料 に 基 づ い て、 実 施 設 計 の 入 札 と当 然 な る ん で し ょ うけ れ ど も 、 そ の と きに は ま た い ろ い ろ な設 計 屋 さ ん 、 ま

た改めて指名して入札するということでよろしいんでしょうか。

基 本 的 に 言 う と 、 基本 設 計 さ ん で 当 時 やっ た 業 者 さ ん で な く、 新 た に ま た そ の 実施 設 計 の 場 合 は 業 者さ ん を 変 え る と

いう形をとるのかどうかという、あれですけれども。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

議員各位は、八洲設計さんが基本設計したのはご存じだと思っております。八洲さんが入った上、プラス五ないし六つ

の設計会社を入れてですね、競争させたいと、そのような形にしたいと、そういうふうに思っております。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

そ の 際 、 前 は 例 え ば基 本 設 計 が 終 わ れ ば、 ほ と ん ど 基 本 的 には 基 本 設 計 を や っ たと こ ろ が 実 質 的 に 入っ て い く わ け で

す け れ ど も 、 今 回 その よ う で な い ん で 、例 え ば 先 ほ ど 言 っ たイ メ ー ジ と か 、 設 計、 そ れ か ら 描 い た プレ ゼ ン テ ー シ ョ ン

なんかはないものですか。

○議長（野呂日出男君）

学務課長。
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○学務課長（加福哲三君）

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ンと い う こ と は 、 ち ょっ と あ れ で す け れ ども 、 基 本 設 計 が 上 がっ て き ま す と 、 そ の前 に で す ね 、 一

度 議 員 の 皆 様 に も その 辺 に つ い て は ご 説明 を 申 し 上 げ て 、 その 最 後 の 完 成 と い うふ う な 段 取 り を 踏 みた い と 思 っ て お り

ます。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

済 み ま せ ん 、 何 回 も。 そ う す る と 、 基 本設 計 が あ る 程 度 で き上 が っ て き た 時 点 で、 プ レ ゼ ン の よ う なも の は あ る と 理

解してよろしいんでしょうか。

○議長（野呂日出男君）

学務課長。

○学務課長（加福哲三君）

基 本 設 計 が 上 が る 、完 成 す る 前 に で す ね、 議 員 の 皆 様 に は 、そ の 説 明 を し て 、 今お 話 し し た よ う に 、再 度 説 明 し て 、

完成をさせたいというふうに思っております。

○議長（野呂日出男君）

学務課長、質問にもうちょっと詳細にお願いします。

○学務課長（加福哲三君）

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ンと い い ま す か 、 基 本設 計 が 上 が っ て き ます と 、 先 ほ ど も 申 し上 げ た よ う に 、 配 置計 画 か ら 平 面 、

あと概算の額についてはご説明を申し上げて、ご理解をいただきたいというふうに思っております。
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以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

先 ほ ど 、 町 長 の 方 から 実 施 設 計 を や っ て、 私 、 ち ょ っ と 聞 き逃 し た ん で す け れ ども 、 校 舎 の 着 工 、 平成 二 十 四 年 の 何

月って言いましたっけ、済みませんけれども、もう一回お願いします。

○議長（野呂日出男君）

学務課長。

○学務課長（加福哲三君）

町長の答弁にもありましたけれども、平成二十四年の秋には一部校舎の方に着手したいという計画であります。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

非 常 に 厳 し い ス ケ ジュ ー ル の よ う に 思 うん で す け れ ど も 、 速や か に 実 施 設 計 の 方を 完 了 し 、 そ れ こ そ地 域 住 民 の ま た

子 供 た ち の 願 い で ある 早 期 着 工 に 向 け て、 教 育 委 員 会 、 学 務課 の 一 層 の 努 力 を お願 い い た し ま し て 、こ の 件 に つ い て は

終わらせていただきます。

それでは、質問事項の二に移らせていただきます。

園 地 の 農 道 整 備 な んで す け れ ど も 、 昨 年実 績 で よ ろ し い の で、 ど の よ う な 仕 様 、つ ま り 、 幅 員 、 そ れか ら 路 盤 構 成 、

舗装材の種類、例えば何層仕上げとか、その辺をお知らせいただければと思います。
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○議長（野呂日出男君）

暫時休憩します。

休 憩 午前十一時五十五分

再 開 午前十一時五十六分

○議長（野呂日出男君）

休憩を取り消し、会議を再開いたします。

昼食のために休憩いたします。再開は午後一時といたします。

休 憩 午前十一時五十六分

再 開 午後 一時

【 再 開 す る 前 に 事 務局 長 よ り 、 十 一 番 佐々 木 政 美 議 員 か ら 、午 後 所 用 の た め 欠 席す る 旨 の 届 け 出 が あっ た こ と が 報 告 され

る】

○議長（野呂日出男君）

休憩前に引き続き会議を再開いたします。

奈良完治君の再質問に対する答弁を求めます。

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

先ほどは大変申しわけございませんでした。専門的になるとちょっとですね、私も頭に入っていませんので……。

それではですね、先ほどの農道の規格についてですけれども、ご説明いたします。
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当 町 で 今 年 や っ た 二線 を で す ね 、 例 に ちょ っ と 述 べ さ せ て いた だ き ま す 。 幅 員 がで す ね 、 三 メ ー タ ー、 基 本 的 に は 除

雪 を し な い 場 合 は 路盤 が 二 十 セ ン チ と 、そ れ に 三 セ ン チ か ら四 セ ン チ の 舗 装 を かけ る と い う こ と で す。 も し 、 除 雪 を す

る 場 合 は 、 し み 上 がり 等 の こ と も あ り まし て で す ね 、 そ の 場合 四 十 セ ン チ の 路 盤が 必 要 と い う こ と にな っ て ご ざ い ます。

そ う い う 基 準 で で すね 、 当 町 の も の に つい て は 今 年 度 実 施 させ て い た だ い た い とい う こ と で ご ざ い ます 。 ち な み に 、 当

町 で も ふ る さ と 農 道等 を 平 成 二 年 か ら 五年 、 五 線 で す か 、 実施 し て き て い ま す けれ ど も 、 こ れ は 県 営と い う こ と で 、 幅

員 が 五 ・ 五 メ ー タ ーの 規 格 で つ く ら れ てご ざ い ま す 。 こ れ は二 車 線 と い う こ と で、 そ れ が 最 低 基 準 とい う こ と で ご ざ い

ま す 。 昔 は 補 助 事 業等 に つ い て は 、 幅 員の 基 準 と い う か 、 何メ ー タ ー 以 上 と か とい う の が あ っ た ん です が 、 現 在 は で す

ね、地元の受益者と相談をして、その幅員は決められるというふうになってございます。

以上でございます。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

と い う こ と は 、 何 種類 か の 整 備 の 仕 方 があ る と い う こ と で よろ し い で す ね 。 そ の中 で 今 ち ょ っ と 私 の聞 き 違 い で な い

と は 思 う ん で す け れど も 、 前 ま で は あ る程 度 規 格 が あ っ て 、補 助 事 業 を 使 え た けれ ど も 、 今 は あ る 程度 そ の 幅 員 と か の

規 格 の 方 は 、 そ ん なに こ ち ら の 方 に お 任せ す る と い う 、 答 弁の よ う に 聞 い た ん です け れ ど も 、 そ れ でよ ろ し か っ た で し

ょうか。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

先 ほ ど も 言 い ま し たよ う に 、 受 益 者 の 皆さ ん が で す ね 、 こ こは こ ん き あ れ ば い いよ と い う ん で あ れ ば、 そ れ に 従 っ て



- 42 -

事業ができるということでございます。かなり緩和されているということでございます。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

私 の 町 内 含 め 、 い ろい ろ な 人 の 話 っ こ こう 聞 く ん で す け れ ども 、 現 況 の 道 路 に 、二 ト ン 車 の 車 が 通 れる ん で あ れ ば 、

そ れ を 何 と か 舗 装 整備 し て い け ば ど ん だん で す か と い う 話 が多 々 あ る わ け で す んで 、 今 の お 話 を 聞 けば 、 こ れ も そ の 補

助事業か何かでできるというふうに考えてもいいんですね。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

も し 町 単 の 場 合 は です ね 、 例 え ば 既 存 の路 盤 が し っ か り し てい る と こ ろ で 、 か つ財 政 的 に 厳 し い と いう こ と で 予 算 を

余 り か け な い で や ると い う こ と で あ れ ば、 昔 は そ の ま ま の 路盤 に ち ょ っ と な ら して い た だ い て 、 舗 装を か け る と い う 方

法 も ご ざ い ま す 。 それ か ら 、 あ と で す ね、 も し 補 助 事 業 等 を使 っ て 、 あ る 程 度 広域 的 に と い う か 広 い範 囲 で や る 場 合 は

で す ね 、 や っ ぱ り ある 程 度 基 準 に 合 っ た、 そ の 今 現 在 あ る 細い 樹 園 地 の 農 道 等 につ き ま し て も で す ね、 結 構 路 盤 と か 弱

い 部 分 も あ り ま す ので 、 そ う い う 部 分 につ い て は や っ ぱ り 路盤 工 ま で 必 要 か な と。 あ る 程 度 、 前 に 整備 さ れ た 部 分 に つ

い て は 、 か な り し っか り し た 路 盤 が あ りま す の で 、 町 単 で 特別 そ の 基 準 云 々 を 設け な く て も い い の であ れ ば 、 そ の 上 に

そ の ま ま 舗 装 を か ける と い う 方 法 も よ ろし い か な と 思 い ま す。 た だ 、 そ れ が 補 助事 業 で で す ね 、 国 とか 県 と か の 補 助 事

業 の 対 象 に な る か とい う の は 、 ち ょ っ とそ れ に つ い て は 詳 細を 県 の 方 と 話 を 聞 いて み な い と 、 ち ょ っと 今 現 在 は 答 弁 し

かねます。よろしくしくお願いします。

○議長（野呂日出男君）
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奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

と い う こ と は 、 町 の単 独 事 業 で あ れ ば 、二 ト ン 車 が 通 れ る 現況 の 道 路 で も 舗 装 はで き る と い う こ と だと 思 う ん で す け

れ ど も 、 じ ゃ あ 例 えば 、 規 格 を ち ょ っ と厳 し く な る ん で す けれ ど も 、 具 体 的 に 拡幅 な ど を 含 む 補 助 事業 名 と か 、 も し 何

種類あるとか、そういうことをもしわかりましたら、教えていただければ。

○議長（野呂日出男君）

農政課長。

○農政課長（三上正裕君）

お答えいたします。

先 ほ ど 、 圃 場 整 備 の関 係 の お 話 し を さ せて い た だ き ま し た けれ ど も 、 事 業 は で すね 、 農 地 整 備 事 業 って お ん な じ 事 業

で ご ざ い ま す 。 そ の中 の 畑 地 帯 担 い 手 支援 型 と い う 事 業 が ござ い ま し て 、 こ れ につ い て は 、 圃 場 整 備は メ ニ ュ ー か ら 二

つ 選 ば な け れ ば な らな い ん で す が 、 こ れに つ い て は 三 つ の メニ ュ ー が あ り ま し てで す ね 、 農 道 整 備 事業 と い う こ と で 、

一 つ で も 選 択 で き ると い う も の で ご ざ いま す 。 補 助 率 で ご ざい ま す が 、 国 が 二 分の 一 、 県 が 四 分 の 一、 あ と は 地 元 、 地

元 と い う の は 、 町 、も し く は 受 益 者 も 入る の か ど う か と い うこ と で 、 地 元 が 四 分の 一 と 。 こ の 点 は 、農 地 と い う か 、 田

ん ぼ か の 圃 場 整 備 と若 干 補 助 率 が 違 い まし て 、 そ う い う 事 業が で す ね 、 現 在 国 の事 業 で 県 営 に な り ます 。 県 が 事 業 主 体

ということになりますけれども、事業がございます。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）
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こ れ は 町 長 に お 尋 ねし た い ん で す け れ ども 、 今 農 政 課 長 さ んの 方 か ら お 話 が あ りま し た 。 例 え ば で すけ れ ど も 、 今 、

そ こ を 通 っ て い る 三三 九 号 、 あ れ 例 え ば板 柳 に 向 か っ て 行 くと 、 右 左 、 か な り 大き な 固 ま り の 樹 園 地帯 が あ る と 思 う ん

で す け れ ど も 、 そ こあ た り 、 順 次 そ の よう な 補 助 事 業 で 進 めて 、 計 画 を 先 ほ ど の答 弁 の 中 で 、 鶴 賀 谷議 員 の 答 弁 の 中で、

十 年 間 と か の お 話 があ り ま し た け れ ど も、 一 つ の 事 業 と し て、 例 え ば 五 年 ぐ ら いで ば ん ば ん と 進 め てい く よ う な お 考 え

はありますでしょうか。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

先 ほ ど の 鶴 賀 谷 議 員に も お 答 え し ま し たけ れ ど も で す ね 、 今、 奈 良 議 員 は 三 三 九号 線 を … … 、 す べ ての 町 内 全 域 の で

す ね 、 樹 園 地 を 含 めた リ ン ゴ 園 を 含 め た農 道 、 そ れ か ら 水 田地 帯 の 農 道 、 す べ てを で す ね 、 網 羅 し た形 で 今 担 当 課 と で

す ね 、 そ の 補 助 事 業に の せ る べ く し て 今鋭 意 努 力 し て い る とこ ろ で ご ざ い ま す 。で す か ら 、 こ れ は 平成 二 十 四 年 度 中 に

策 定 で き る も の か 、あ る い は ま た 平 成 二十 五 年 度 に 若 干 か かる か も し れ ま せ ん 。で す け れ ど も 、 年 次計 画 を 立 て て 、 農

道整備をしていく計画を指示しているところでございます。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

奈良完治君。

○一番（奈良完治君）

そ の 計 画 、 何 と か よろ し く お 願 い し ま す。 と い う の は 、 私 、そ の 予 算 を 見 て く ださ い と お 願 い す る つも り で し た け れ

ど も 、 町 長 さ ん の 方で 計 画 し て 進 め て いく と い う こ と で す ので 、 今 後 、 恐 ら く それ こ そ Ｔ Ｐ Ｐ な ど が始 ま っ て く れ ば 、

当 然 、 農 業 従 事 者 の高 齢 化 、 ま た 後 継 者の 育 成 、 ま た 足 腰 の強 い 農 業 、 い ろ い ろこ れ か ら 出 て く る と思 い ま す 。 世 界 に
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向 け て で す の で 。 何と か 毛 細 血 管 で あ るこ の 樹 園 地 の 農 道 整備 を お 願 い い た し まし て 、 私 の 一 般 質 問を 終 わ ら せ て い た

だきます。ありがとうございました。

○議長（野呂日出男君）

これで一番奈良完治君の一般質問は終了いたしました。

次に、十三番浅利直志君に一般質問を許します。

浅利直志君。

〔十三番 浅利直志君 登壇〕

○十三番（浅利直志君）

ただいま議長より許しを得まして、質問通告に沿いまして一般質問を行います。

日本共産党の浅利直志です。

今 年 は 、 大 震 災 、 そし て 原 発 大 災 害 の 年、 そ し て 、 藤 崎 町 では 、 議 会 解 散 、 町 長出 直 し 選 挙 、 記 録 と記 憶 に 残 る 二 〇

一 一 年 で あ り ま し た。 そ し て 、 今 、 私 を初 め 、 そ し て 議 員 各位 、 町 長 初 め 役 場 職員 全 体 、 地 域 の 住 民か ら 信 頼 の 二 文 字

が 来 年 こ そ は い た だけ る よ う に 、 そ れ ぞれ 全 力 を 尽 く す 責 任を 担 っ て い る と い うこ と を 深 く 自 覚 す る年 の 瀬 で は な い で

しょうか。

それでは、初めに、地域経済の活性化策について、町長に質問いたします。

野 田 内 閣 、 野 田 首 相は 、 事 実 上 の 環 太 平洋 経 済 連 携 協 定 Ｔ ＰＰ へ の 参 加 表 明 を いた し ま し た 。 参 加 協議 だ と も 言 っ て

お り ま す け れ ど も 、こ れ に 対 し て ア メ リカ は 早 速 、 米 国 産 牛肉 の 輸 入 制 限 の 撤 廃や 郵 政 の 民 営 化 、 ある い は ま た 自 動 車

の 安 全 基 準 の 規 制 緩和 な ど を 要 求 し て 来て お り ま す 。 Ｔ Ｐ Ｐへ の 参 加 は 、 す べ ての 関 税 を 撤 廃 す る とい う こ と だ け で は

な く 、 い わ ば ア メ リカ の 基 準 を 日 本 の 国内 に 強 制 的 に 移 植 する よ う な も の で は ない で し ょ う か 。 国 内産 の 農 業 、 そ し て

医 療 や 介 護 、 あ る いは ま た 金 融 、 こ れ らす べ て に つ い て 、 アメ リ カ 型 の 市 場 経 済万 能 型 の 社 会 を 導 入す る も の で は な い
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で し ょ う か 。 環 太 平洋 経 済 連 携 協 定 、 この こ と に 対 す る こ れか ら 農 業 者 や 、 あ るい は ま た 各 産 業 が 深く か か わ っ て く る

大きな問題であります。

そこで町長に質問いたします。

環 太 平 洋 経 済 連 携 協定 （ Ｔ Ｐ Ｐ ） に 参 加し た 場 合 の 農 業 を 初め と す る 地 域 経 済 に与 え る 影 響 に つ い て、 ど の よ う に 把

握しているのかお聞きいたします。

次 に 、 町 長 自 身 、 そも そ も Ｔ Ｐ Ｐ に 参 加す べ き 、 踏 み 出 す べき だ と 思 っ て い ら っし ゃ る の か 、 参 加 すべ き で な い と 考

えているのか、お聞きいたします。

また、具体的には、何をしていくつもりなのでしょうか、質問するものであります。

今 年 は 気 候 変 動 も 激し い 一 年 で あ り ま した 。 米 は 平 年 作 な どと 言 わ れ て い ま す が、 多 く の 農 家 で は 平年 作 以 下 で あ り

ま す 。 ま た 、 特 に リン ゴ 農 家 は 、 三 割 から 五 割 の い わ ゆ る 減収 と い い ま す か 、 減量 と い い ま す か 、 こう い う 事 態 で 経 営

にも大きな影響を与えております。地域経済にも影を落としている現状であります。

そこで、町長に質問いたします。

リ ン ゴ 、 あ る い は また 米 づ く り な ど の 農業 、 農 家 支 援 策 や 営農 資 金 の 利 子 補 給 制度 な ど の 実 施 を 検 討し て い る の か ど

うかお聞きいたします。

ま た 、 地 域 経 済 活 性化 策 の 一 つ と し て 、県 で も 実 施 し て お りま す 県 実 施 の 住 宅 リフ ォ ー ム 助 成 制 度 の実 施 状 況 と そ の

拡充策を藤崎町で検討する用意があるのかどうか、お聞きいたします。

次に、二つ目の柱として、教育問題について質問いたします。

ま ず 、 常 盤 小 学 校 の基 本 設 計 予 算 は 計 上さ れ 、 そ の 検 討 が 進展 し て い る と こ ろ だと 思 わ れ ま す が 、 基本 設 計 上 の 重 点 、

重 要 検 討 項 目 は 何 なの か 、 現 在 の 進 捗 状況 に 照 ら し て 、 明 らか に し て い た だ き たい 。 こ の こ と と 関 連い た し ま し て 、 建

設位置は合意確認されたのか明確にしていただきたい。
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あわせて、太陽光の利用や、学童保育スペースはどのように基本設計に生かされるのかについて質問いたします。

また、さらに教育問題について質問いたします。

常 盤 小 学 校 学 校 通 信は 、 い わ ば 百 七 十 号に も な り 、 父 母 や 私ど も に も 大 い に 参 考と な り 、 ま た 継 続 して き ま し た ス タ

ッ フ の 皆 々 様 方 に は感 謝 申 し 上 げ た い と思 っ て お る と こ ろ であ り ま す 。 特 に 、 常盤 小 学 校 学 校 通 信 「イ チ イ の 木 」 第 百

六 十 七 号 に お き ま して 、 校 長 メ ッ セ ー ジと し て 、 本 文 中 に 、要 約 い た し ま す と 、「 親 の 生 き 方 が 一 番の 教 育 で あ り 、 学

校 教 育 は 二 番 手 に 過ぎ な い 」 と 表 現 さ れて お り ま し た 。 こ れは 常 盤 小 学 校 の 校 長の 教 育 上 の 信 念 な ので し ょ う か 。 あ る

いは教育委員会の基本的考え方なのかお聞きいたします。

三つ目の柱として、道路整備について質問いたします。

私は特に、常盤地下道補修工事についてお聞きいたします。

当 初 一 千 三 百 七 十 五万 円 で 契 約 い た し まし た が 、 二 度 ほ ど の追 加 変 更 契 約 も あ り、 平 成 二 十 二 年 度 には 、 一 千 五 百 万

円 余 に て 実 施 し ま した 。 こ の 地 下 道 補 修工 事 を 今 年 度 さ ら に五 千 万 円 余 を か け て、 ロ ー ド ヒ ー テ ィ ング 工 事 と 舗 装 工 事

をしなければならなくなったその主なる理由と原因は何なのか、改めてお聞きしたいと思います。

こ の こ と と 関 連 い たし ま し て 、 町 と し て今 後 の 対 応 策 と ど のよ う に 冬 工 事 を 、 地下 道 の 冬 工 事 を 進 める の か に つ い て 、

改めて質問するものであります。

以 上 、 通 告 に 沿 い まし て 、 登 壇 の 上 で の一 般 質 問 を す る も ので あ り ま す け れ ど も、 町 長 を 初 め 、 担 当課 長 の 簡 潔 明 瞭

な答弁や回答を要求いたしまして、登壇での一般質問といたします。

○議長（野呂日出男君）

十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁を求めます。

町長平田博幸君。

〔町長 平田博幸君 登壇〕
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○町長（平田博幸君）

浅利議員の一般質問にお答えいたします。

初 め に 、 地 域 経 済 活性 化 策 に つ い て 、 ＴＰ Ｐ に 参 加 し た 場 合の 地 域 経 済 に 与 え る影 響 に つ い て と 、 ＴＰ Ｐ 参 加 に 踏 み

出 す べ き な の か 、 参加 す べ き で な い の か、 具 体 的 に 何 を し ます か に つ い て で あ りま す が 、 関 連 が あ りま す の で 、 一 体 的

にお答えいたします。

Ｔ Ｐ Ｐ 環 太 平 洋 経 済連 携 協 定 は 、 環 太 平洋 の 加 盟 国 の 間 で 取引 さ れ る 工 業 製 品 や農 産 品 等 を 含 む 全 品目 の 関 税 を 撤 廃

す る と と も に 、 金 融サ ー ビ ス や 医 療 サ ービ ス 等 を 自 由 化 す るな ど 、 大 規 模 な 自 由経 済 圏 の 構 築 を 目 標と し て お り 、 現在、

ア メ リ カ や オ ー ス トラ リ ア な ど も 参 加 を表 明 し 、 交 渉 の 会 合が 行 わ れ て い る と ころ で あ り ま す 。 日 本で は 、 今 年 の 十 一

月 十 二 、 十 三 、 ハ ワイ ホ ノ ル ル で 、 野 田総 理 が Ｔ Ｐ Ｐ 交 渉 参加 に 向 け て 、 関 係 各国 と の 協 議 に 入 る こと を 表 明 し て おり、

こ れ か ら 政 府 と 関 係各 国 と の 協 議 が 始 まる も の と 思 わ れ ま す。 し か し な が ら 、 ＴＰ Ｐ は 日 本 の 貿 易 を促 進 し 、 日 本 経 済

の 発 展 に つ な が る もの の 、 地 域 経 済 や 社会 全 体 に 大 き な 影 響を 与 え る と い う 側 面も あ り 、 特 に 農 業 分野 に お い て は 、 ア

メ リ カ な ど か ら 安 価な 農 産 物 が 関 税 な しで 流 入 す る こ と に より 、 日 本 の 農 産 物 の価 格 低 下 や 、 農 家 収入 の 減 少 、 農 業 関

連 産 業 の 雇 用 が 失 われ る な ど 、 大 き な 影響 を 受 け る も の と 考え ら れ ま す 。 藤 崎 町で も 、 リ ン ゴ 、 米 など の 主 要 な 農 産 物

に 影 響 が 大 き く 及 ぶこ と が 懸 念 さ れ る こと か ら 、 昨 年 十 二 月定 例 会 で は 、 Ｔ Ｐ Ｐ交 渉 参 加 阻 止 に 関 する 意 見 書 を 議 員 発

議 で 可 決 し て お り 、ま た 、 先 般 行 わ れ まし た 全 国 町 村 長 大 会に お い て も 、 Ｔ Ｐ Ｐに 関 す る 緊 急 決 議 を行 っ た と こ ろ で あ

り ま す 。 今 後 は 、 政府 が 関 係 各 国 と ど のよ う な 協 議 を 行 う のか に つ い て 、 そ の 動向 を 注 視 す る と と もに 、 具 体 的 な メ リ

ッ ト 、 デ メ リ ッ ト を情 報 公 開 し 、 国 民 的な 議 論 を 行 う べ き であ る と 考 え て お り 、ま た 、 Ｔ Ｐ Ｐ へ の 参加 に つ い て は 、 国

内の世論等を踏まえて、政府が慎重に判断すべきと考えております。

主要産業が農業の我が町の町長としては、断固反対したいものであります。

次 に 、 リ ン ゴ 、 米 づく り な ど の 農 業 支 援策 、 営 農 資 金 の 利 子補 給 制 度 な ど を 検 討し て い る の か に つ いて で あ り ま す が 、
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本 年 産 の リ ン ゴ は 、昨 年 の 高 温 障 害 の 影響 等 に よ り 、 大 幅 な減 収 に な っ た ほ か 、米 に つ き ま し て も 高温 障 害 等 に よ り 、

地 域 ご と に 収 量 、 品質 に ば ら つ き が 出 るな ど 、 今 年 の 農 家 収入 の 減 少 は 容 赦 な くさ れ て い る と こ ろ でご ざ い ま す 。 そ の

た め 、 津 軽 み ら い 、つ が る 弘 前 両 農 協 では 、 今 後 の 再 生 産 に必 要 な 費 用 の 一 部 とし て 、 希 望 農 家 に 対し 、 低 利 で の 融 資

を 行 う と の こ と で あり 、 そ の 利 息 の 一 部を 町 に 対 し て も 助 成し て い た だ き た い 旨、 要 望 書 が 上 が っ てお り ま す 。 町 と い

たしましても、要望どおり助成する方向で検討しております。

次 に 、 県 実 施 の 住 宅リ フ ォ ー ム 助 成 の 実施 状 況 と 拡 充 策 を 検討 し て い る の か に つい て で あ り ま す が 、県 で は 、 平 成 二

十 三 年 度 よ り 、 青 森県 安 全 安 心 住 宅 リ フォ ー ム 促 進 事 業 と して 、 リ フ ォ ー ム 助 成を 実 施 し て お り ま す。 そ の 事 業 内 容は、

県 内 の 一 戸 建 て 、 また は マ ン シ ョ ン 等 の持 ち 家 で 、 リ フ ォ ーム に 要 す る 総 工 費 が五 百 万 円 以 上 で 、 その 中 で 、 補 助 の 対

象 と な る 耐 震 性 能 の向 上 、 省 エ ネ ル ギ ー性 能 の 向 上 、 バ リ アフ リ ー 性 能 の 向 上 等に か か る 工 事 費 が 二十 五 万 円 以 上 の 場

合 、 補 助 対 象 工 事 費の 一 〇 ％ を 助 成 、 補助 限 度 額 を 一 件 当 たり 十 五 万 円 と し て 実施 し て お り ま す が 、平 成 二 十 三 年 度 予

算 で 、 総 事 業 費 一 億二 千 五 百 万 円 、 補 助件 数 九 百 件 に 対 し 、十 二 月 九 日 現 在 、 交付 決 定 件 数 が 全 県 で十 八 件 に と ど ま っ

ている状況にあります。

そ こ で 、 県 で は 、 住民 に 対 す る 制 度 の 周知 と 申 請 等 に 要 す る利 便 性 の た め 、 平 成二 十 四 年 度 よ り 、 市町 村 が 事 業 主 体

と な っ て 実 施 で き るよ う 、 現 在 、 県 内 全市 町 村 と 協 議 に 入 って い る と こ ろ で あ りま す 。 当 町 に お い ても 、 市 町 村 の 財 源

負担がなく、建設業などの関連事業者の産業活性化が期待できるため、実施の方向で検討しているところであります。

次 に 、 教 育 問 題 に つい て 、 常 盤 小 学 校 建設 に 当 た っ て の 基 本設 計 上 の 重 点 検 討 項目 が 何 な の か に つ いて で あ り ま す が 、

児 童 が 学 習 、 生 活 の場 と し て 一 日 の 大 半を 過 ご す だ け で な く、 学 校 開 放 時 や 、 緊急 の 災 害 時 に 、 多 数の 地 域 住 民 が 利 用

す る こ と も 考 慮 し 、安 全 安 心 な 構 造 と する こ と が 第 一 で あ りま す 。 ま た 、 災 害 時に は 、 避 難 場 所 と なる こ と か ら 、 自 家

発電設備等を設置し、防衛拠点として災害機能を備えた施設を計画したいと考えているところであります。

次 に 、 建 設 位 置 、 太陽 光 利 用 、 学 童 保 育ス ペ ー ス は ど の よ うに 基 本 設 計 に 生 か され る か に つ い て で あり ま す が 、 ま ず
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は 、 建 設 位 置 に つ いて は 、 現 在 の 校 舎 で勉 強 さ せ な が ら 、 校舎 の 建 設 を 予 定 し てい る こ と か ら 、 野 球グ ラ ウ ン ド 付 近 に

校 舎 を 、 常 盤 山 付 近に 屋 内 運 動 場 を 計 画し て い る と こ ろ で あり ま す 。 太 陽 光 利 用に つ い て は 、 コ ス トの 面 も 含 め て 今 後

検 討 し て ま い り た いと 考 え て お り ま す 。学 童 保 育 ス ペ ー ス につ い て は 、 保 育 児 童数 を 考 慮 し 、 ス ペ ース の 確 保 に 努 め て

まいりたいと考えております。

次 に 、 「 親 の 生 き 方が 一 番 の 教 育 で あ り、 学 校 教 育 は 二 番 手に 過 ぎ な い 」 は 、 教育 委 員 会 の 基 本 的 な考 え な の か に つ

い て で あ り ま す が 、こ れ に つ い て は 、 教育 委 員 会 と し て の 考え で は あ り ま せ ん 。学 校 で は 、 学 校 通 信の 中 で 、 学 校 行 事

や 児 童 の 様 子 な ど を保 護 者 の 皆 さ ん に お知 ら せ し て い る も ので あ り ま す 。 そ の 記事 の 中 に 書 か れ て いた も の で 、 近 年 、

学 校 に す べ て 任 せ っ切 り で 、 家 庭 で の しつ け な ど の 教 育 が でき て い な い よ う な 傾向 が 見 受 け ら れ る こと か ら 、 家 庭 教 育

の 大 事 さ を 訴 え た かっ た と 私 は 思 っ て おり ま す 。 今 後 は 、 教育 委 員 会 と し て 、 学校 、 家 庭 、 地 域 と の連 携 を 図 り な がら、

児童の育成を指導してまいりたいと考えております。

次 に 、 道 路 整 備 に つい て 、 昨 年 度 一 千 五百 万 円 余 り で 実 施 した 常 盤 地 下 道 補 修 工事 を 今 年 度 さ ら に 五千 万 円 余 り の ロ

ー ド ヒ ー テ ィ ン グ 改修 舗 装 工 事 を す る 理由 と 原 因 に つ い て であ り ま す が 、 初 め に、 こ の よ う な 事 態 とな っ た こ と に つ き

ま し て 、 地 域 住 民 及び 道 路 利 用 者 の 皆 様に ご 心 配 並 び に ご 迷惑 を お か け し た こ とに 、 ま ず も っ て 心 から お わ び 申 し 上 げ

ます。

改 修 工 事 に 至 っ た 原因 と し て は 、 昨 年 の補 修 工 事 以 前 は 、 コン ク リ ー ト 舗 装 で 、滑 り ど め 対 策 と し て、 滑 り ど め の 溝

を 設 置 し て お り ま した が 、 路 面 の 磨 り 減り に よ り 溝 が 消 失 し、 と こ ろ ど こ ろ に ひび 割 れ も 見 ら れ 、 局部 的 な 修 繕 が 行 わ

れ て い る 状 況 に あ りま し た 。 ま た 、 コ ンク リ ー ト 舗 装 の 目 地部 分 か ら 湧 き 水 が 見ら れ 、 こ れ に よ っ て、 路 面 凍 結 が 起 こ

り 、 ス リ ッ プ の 原 因と な っ て い る た め 、全 面 的 な 改 修 工 事 を行 っ た も の で あ り ます 。 そ の 際 、 地 下 道の 全 区 間 屋 根 に 覆

わ れ 、 積 雪 の 心 配 がな い た め 、 透 水 性 舗装 と い う 凍 結 を 抑 制す る 効 果 の あ る ア スフ ァ ル ト 舗 装 を 採 用し ま し た が 、 国 道

側 の 入 り 口 が 北 西 を向 い て お り 、 一 月 から 二 月 に か け て 気 温の 低 い 日 が 続 き 、 地下 道 の 中 を 冷 た い 風が 吹 き 抜 け 、 タ イ
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ヤ に 付 着 し た 雪 な どに よ り 、 凍 結 を 起 し、 地 下 道 の 底 の Ｓ 字付 近 で ス リ ッ プ 事 故の 発 生 を 引 き 起 こ した も の で あ り ます。

今 後 、 さ ら な る ス リッ プ 事 故 の 発 生 や 重大 な 事 故 を 防 止 す るた め 、 こ れ ら の 原 因を 分 析 し 、 改 善 策 を検 討 し た と こ ろ 、

安全で確実な方法として、電熱線方式のロードヒーティングによる改修工事が最善の方法となったものであります。

次 に 、 今 後 の 対 応 策と 冬 工 事 を 進 め る のか に つ い て で あ り ます が 、 今 年 度 で 改 修工 事 を 進 め 、 早 期 にス リ ッ プ 事 故 の

原 因 改 善 に 当 た る 所存 で あ り ま す 。 一 月上 旬 の 工 事 発 注 で 、年 度 内 完 成 を 予 定 して お り ま す が 、 年 末年 始 の 通 行 の 安 全

性 を 考 慮 し 、 十 二 月二 十 八 日 の 正 午 か ら通 行 ど め に し 、 そ のま ま 落 札 業 者 に 現 場を 引 き 渡 し し 、 工 事着 工 と な る よ う 準

備 を 進 め て お り ま す。 地 域 住 民 及 び 道 路利 用 者 に 対 し ま し ては 、 十 二 月 の お 知 らせ 号 に 工 事 に よ る 通行 ど め の 掲 載 を す

る ほ か 、 地 下 道 の 出入 口 に 、 通 行 ど め の予 告 看 板 を 設 置 す るな ど 、 道 路 利 用 者 に対 す る 事 前 の 周 知 を図 っ て ま い り た い

と考えておりますので、ご理解のほどをよろしくお願いいたします。

以上、浅利議員の一般質問に対する登壇での答弁といたします。

○議長（野呂日出男君）

十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁が終わりました。

これより十三番浅利直志君に再質問を許します。

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

大分丁寧にですね、時間を費やして回答をいただきまして、ありがとうございます。

初めにですね、ＴＰＰ環太平洋経済連携協定といいますか、ＴＰＰについてお聞きいたします。

い ろ い ろ 町 長 、 し ゃべ っ て い た ん で す けれ ど も 、 町 長 、 最 後に 「 リ ン ゴ と 米 づ くり の 基 幹 産 業 と し ての 町 で あ り ま す

の で 、 断 固 反 対 し たい も の で す 」 と 、 お答 え し て い た ん で すけ れ ど も 、 こ れ は 全国 町 村 会 で も で す ね、 反 対 の 決 議 を 上

げ て 、 地 域 経 済 や 農業 に で す ね 、 あ る いは 雇 用 に 大 き な 影 響を 与 え る と い う こ とで 決 議 も し て い ま すよ ね 。 町 村 会 で 主
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に反対している理由というのはどの辺にあったんですか。それをまずお聞きいたします。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

さ き の 十 一 月 三 十 日、 Ｎ Ｈ Ｋ ホ ー ル で 行わ れ た 全 国 の 町 村 大会 で は で す ね 、 こ のＴ Ｐ Ｐ に 協 定 し て 、太 平 洋 の 自 由 経

済 に 突 入 す る と 、 まず は 農 業 分 野 が 廃 れる だ ろ う と い う よ うな 一 致 し た 考 え 方 があ り ま し た 。 そ し てま た 、 医 療 も で す

ね 、 医 療 の 技 術 面 のこ と や ら 、 機 器 面 のこ と に 関 し て も 自 由化 さ れ る と 、 あ る 程度 、 我 が 国 国 民 の ため に 、 保 険 制 度 と

か 、 国 保 と か 、 そ うい う の も 危 惧 さ れ ると い う こ と で で す ね、 い ろ い ろ そ う い う心 配 が あ っ て で す ね、 全 会 一 致 で 協 議

されたＴＰＰに参加してほしくないという協議をしたところでございます。

た だ 、 一 方 で は 、 貿易 国 で ご ざ い ま す 、我 が 国 は 。 そ の 一 方で は 、 経 済 界 か ら です ね 、 早 く 参 加 し ろと い う お 尻 も た

た か れ て い る の が 現状 で ご ざ い ま す の で、 私 と し て は 、 現 状で 主 産 、 基 幹 産 業 が農 業 で あ る 町 長 と して は 、 軽 々 に こ れ

に参入するべきでないという考え方には変わりはございません。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

協 議 す る ん だ と い うふ う な こ と を で す ね、 野 田 総 理 と い い ます か 、 言 っ て い る んで す け れ ど も 、 実 質的 に は 参 加 の 方

に で す ね 、 一 歩 も 二歩 も 踏 み 込 ん だ と いう の が で す ね 、 実 態で は な い か な と 思 って お る ん で す け れ ども 、 そ こ で 、 具 体

的 に で す ね 、 リ ン ゴに つ い て は 、 い わ ゆる 果 汁 で 入 っ て く るこ と だ と か 、 そ の 状況 で も あ る ん で す けれ ど も 、 い ず れ に

し て も 米 の 生 産 な どに つ い て は で す ね 、大 き な 影 響 が あ る んだ ろ う と 思 い ま す けれ ど も 、 こ の 辺 の お米 の 生 産 と い う こ



- 53 -

と に つ い て 見 れ ば です ね 、 ど う い う こ とが で す ね 、 想 定 さ れる の か と 。 経 済 的 なで す ね 、 米 の 生 産 量だ と か 、 そ の 辺 に

ついてはどういうふうな試算なり持っていらっしゃるんでしょうか。その点についてお聞きいたします。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

こ れ は あ く ま で 農 水省 で 策 定 し た も の を参 考 に し な が ら 、 町の 農 政 課 で シ ミ ュ レー シ ョ ン を 立 て た デー タ で ご ざ い ま

す 。 今 、 稲 作 、 米 がで す ね 、 我 が 町 で は約 十 四 億 円 の 売 り 上げ 、 こ れ に 対 し ま して 生 産 量 減 少 率 と いう の が 九 〇 ％ 減 っ

ち ゃ う だ ろ う と 、 この Ｔ Ｐ Ｐ に 影 響 さ れて 。 よ っ て 、 生 産 の減 少 額 は 十 二 ・ 六 億円 も マ イ ナ ス に な ると 。 た っ た 一 割 ぐ

ら い の 売 り 上 げ し か残 ら な い と い う は じき 出 し を し て お り ます 。 ま た 、 リ ン ゴ につ い て は で す ね 、 今の 現 状 で 二 十 四 ・

七 億 円 の 売 り 上 げ が あ っ て で す ね 、 こ れ に 関 し て は 約 総 売 り 上 げ の 九 ％ 減 に な る だ ろ う と 。 よ っ て 、 生 産 の 減 少 額 が

二 ・ 二 億 円 と い う こと で 二 十 二 ・ 五 億 円ぐ ら い の 総 売 り 上 げに な る だ ろ う と い うは じ き を し て お り ます 。 こ れ は あ く ま

でも参考の数字でございますので、ご理解いただきたいと思っております。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

減 少 額 、 米 に つ い ては 九 〇 ％ 減 も 想 定 され 得 る と 。 リ ン ゴ につ い て は 一 〇 ％ ぐ らい か な と い う よ う なこ と な ん で す け

れ ど も 、 い ず れ に しま し て も で す ね 、 この 震 災 と い わ ゆ る 大津 波 災 害 、 こ の 中 でど う い う ふ う に し て日 本 を 建 て 直 し て

い く の か と い う の がで す ね 、 東 北 の 自 治体 、 あ る い は 日 本 のこ れ か ら の 針 路 を 決め る で す ね 、 大 事 なこ と な ん だ と 思 い

ま す 。 ど う い う こ とで こ れ か ら 日 本 が です ね 、 再 生 し て い くの か と い う こ と に とっ て も で す ね 、 今 、震 災 復 興 、 そ し て

原 発 災 害 か ら で す ね、 野 田 首 相 の 収 束 とい う 言 葉 は と て も 納得 で き る も の じ ゃ ない で す け れ ど も 、 収束 に 向 か っ て 、 ど
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う 歩 ん で い く の か とい う の が で す ね 、 最も 日 本 に と っ て は 大事 な こ と だ と 思 っ てお り ま す の で 、 確 かに こ れ ま で も 日 本

で は 自 由 化 と い い ます か 、 こ れ は 大 い にと い う か 、 進 め て きて い る わ け で す ん で、 そ の 点 で す ね 、 十分 考 慮 し て で すね、

日本の復興なり、これを進めていかなければならないと思います。

具 体 的 に 何 を な さ るん で す か と い う ふ うな こ と も 聞 い て い るん で す け れ ど も 、 十二 月 の 二 十 四 日 で した か 、 全 県 的 に

Ｊ Ａ さ ん が 中 心 に なっ て で す ね 、 生 協 連な ん か も 含 め て で すね 、 全 県 的 に 反 対 集会 な ど も あ る ん で すけ れ ど も 、 そ う い

うものに町長として参加していくつもりなのかどうか、その点について、最後お聞きしたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

簡単明瞭にお答えします。

一 県 民 と し て 参 加 しま す 。 私 に は 公 的 な立 場 で は 案 内 が 来 てい ま せ ん 。 で す が 、先 般 十 二 月 十 二 日 、Ｊ Ａ つ が る 弘 前

西 澤 組 合 長 、 そ し て同 じ く 十 五 日 、 Ｊ Ａみ ら い 阿 保 組 合 長 、そ し て 中 央 会 の 工 藤会 長 に も こ の 件 に つい て 意 見 を 交 わ さ

せ て い た だ き ま し た。 こ れ は 私 か ら お 願い し て 、 表 敬 訪 問 した 形 で ご ざ い ま す けれ ど も 、 そ の 際 、 工藤 会 長 か ら 、 「 平

田 町 長 も ぜ ひ 顔 を 出し て く だ さ い 」 と 、ご 案 内 来 て い ま せ んの で 、 一 県 民 の 立 場で 反 対 、 阻 止 の 意 向で そ の 会 場 に 足 を

運びますというお約束をさせていただきました。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

利 子 補 給 に つ い て はで す ね 、 平 田 町 長 は議 員 時 代 か ら こ れ につ い て は 、 こ れ ぐ らい は や ら な き ゃ な らな い よ と 。 効 果
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の 点 は 多 少 検 討 の 余地 は あ る け れ ど も 、あ る い は 米 づ く り 農家 の 人 も で す ね 、 含め る と 。 ぜ ひ 米 づ くり 農 家 も 含 め て で

す ね 、 利 子 補 給 、 経営 資 金 の で す ね 、 利子 補 給 、 お 金 は み んな 借 り た く な い ん だと 思 い ま す け れ ど も、 ま ず そ う い う 場

合の利子補給ですね、ぜひやるという方向ですので、積極的に検討を進めていただきたいと思います。

それで、この地域経済活性化策のですね、最後の住宅リフォームについてでございます。

県 の 実 施 、 こ れ は 結局 予 算 の 消 化 規 模 でい く と 、 一 〇 ％ 、 一億 二 千 五 百 万 円 だ かや っ た け れ ど も 、 予算 は 十 八 件 だ け

が 認 め ら れ て 、 そ んな 状 態 だ と 。 こ れ はで す ね 、 結 局 バ リ アフ リ ー だ と か 、 耐 震だ と か 、 そ れ か ら エコ だ と か 、 そ う い

う も の に 四 項 目 だ かに 限 定 し て い る よ うな 制 度 だ か ら 、 中 にも こ う な っ て い る んで す よ 。 五 所 川 原 市な ど で 実 施 し て い

る の は で す ね 、 例 えば も っ と 広 く で す ね、 畳 替 え だ と か 、 クロ ス 替 え だ と か 、 トイ レ を か え る と か 、そ う い う も の も 含

め て で す ね や っ た らも う 、 五 所 川 原 市 は一 千 五 百 万 円 の 予 算を 組 ん だ そ う で す けれ ど も 、 申 請 日 に なっ た ら 、 一 日 で そ

れ が な く な っ た と いう こ と で ご ざ い ま す。 そ う い う こ と も あっ て 、 市 町 村 に 実 施主 体 を 移 し て 、 も うち ょ っ と 取 り 組 み

や す い よ う に す る とい う こ と な ん で し ょう け れ ど も 、 い ず れに し て も 、 県 と し ては 、 県 の 住 宅 リ フ ォー ム を さ ら に 取 り

組 み や す い よ う に する た め に は で す ね 、町 の 独 自 の 持 ち 出 しも 必 要 に な っ て く るの か な と も 思 っ て いる ん で す け れ ども、

その辺の検討ぐあいは、どのように今予算査定の段階でもありますけれども、どのようになっているんでしょうか。

○議長（野呂日出男君）

町長平田博幸君。

○町長（平田博幸君）

現 状 で は 、 平 成 二 十四 年 度 の 事 業 、 そ れこ そ 事 業 は で す ね 、県 か ら ス ラ イ ド し たも の を 受 け 継 い で いく と 。 た だ 、 今

浅 利 議 員 が お っ し ゃっ た よ う に 、 独 自 の補 助 政 策 も 打 ち 出 すべ き だ と い う お 話 しも あ り ま し た け れ ども 、 そ の 件 に つ い

て は 、 平 成 二 十 四 年度 実 施 分 に 関 し て は、 今 の と こ ろ 白 紙 でご ざ い ま す 。 た だ 、今 後 、 そ う い う 要 望が 多 く あ り ま し た

ら、担当課、そして財政課ともども、検討してまいりたいと、そのように考えております。
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以上であります。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

隣 の 秋 田 県 は 、 全 県的 に 実 施 し て 、 対 象も も う ち ょ っ と 広 いと い う こ と で ご ざ いま す ん で 、 ぜ ひ 前 向き に で す ね 、 取

り組んでいただきたいということを要望しておきたいと思います。

次 に 、 教 育 問 題 と いい ま す か 、 常 盤 小 学校 の で す ね 、 基 本 設計 の こ と な ん で す けれ ど も 、 る る 説 明 して お り ま し た で

す 。 そ の 中 で 、 例 えば で す ね 、 建 設 位 置、 場 所 は 、 野 球 場 のと こ ろ 、 そ れ か ら 何か 私 最 近 っ て 、 今 初め て 聞 い た ん で す

け れ ど も 、 常 盤 山 とい う か 、 ス キ ー 場 のと こ ろ も 含 め て で すね 、 検 討 し て い る んだ と 。 へ ば あ の 山 を崩 す の か と い う ふ

う に も 思 っ た ん で すけ れ ど も 、 そ れ は あれ で す か 、 何 か 施 設整 備 の 検 討 委 員 会 なり 、 十 一 月 十 日 で した か 、 や っ た と い

う、その中でもう確認をされたことなんですか、この点についてまずお聞きいたします。

○議長（野呂日出男君）

学務課町。

○学務課長（加福哲三君）

十 一 月 十 日 に 行 わ れた Ｐ Ｔ Ａ 等 の 地 域 の方 々 と の お 話 し の 中で は 、 ま ず 、 ス キ ー山 に つ い て は 、 残 して ほ し い と い う

のは、今の位置でなくてももしそれが移った場合でも、スキー山は残してほしいという要望はありました。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）
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基 本 構 想 と い い ま すか 、 こ れ に も 一 切 触れ ら れ て は い な い んで す け れ ど も 、 こ の際 だ か ら 、 用 地 も 取得 し た ら ど う な

ん だ と い う の も 一 部議 員 の 中 か ら も あ りま す よ ね 。 つ ま り 、山 を 残 し た い と 。 しか し ま た 、 全 体 の 設計 の こ と も あ る ん

で し ょ う け れ ど も 、私 が 聞 き た い の は です ね 、 こ の 五 十 年 に、 ち ょ っ と 今 回 四 十年 切 っ て 、 ま た 改 築し な け れ ば な ら な

い と い う の は で す ね、 私 に 言 わ せ れ ば 、ち ょ っ と 当 時 の 建 築の よ く な い 点 と い うか 、 限 界 も あ っ た のか な と い う ふ う に

思 う ん で す け れ ど も、 も っ と ち ゃ ん と した も の を つ く っ て です ね 、 五 十 年 以 上 もつ よ う に し な い と 、大 変 だ と 思 う ん で

す け れ ど も 。 い ず れに し て も 、 聞 き た いの は で す ね 、 こ の 用地 も 新 た に で す ね 、田 ん ぼ 、 隣 接 し て いま す よ ね 。 田 ん ぼ

安 く な り ま し た 、 随分 。 そ う い う 用 地 の拡 張 も 含 め て で す ね、 検 討 し て い い ん じゃ な い か な と 思 っ てお る ん で す け れ ど

も、その辺については、あれですか、検討の対象になるんですか、ならないんですか、お聞きします。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

ゆ と り の あ る 学 校 整備 、 そ し て ま た グ ラウ ン ド の 整 備 を 求 めて の 浅 利 議 員 の ご 質問 だ と 思 っ て お り ます 。 私 も 半 世 紀

に 一 回 し か 学 校 整 備は で き な い と い う 思い で 、 我 々 の 子 供 が亡 く な る あ た り ま では 、 一 回 つ く れ ば 、で き な い と 思 い ま

す の で 、 そ の 用 地 取得 に 関 し て は で す ね、 今 お っ し ゃ っ た 常盤 山 の ち ょ っ と 西 の方 面 、 ち ょ っ と ク ラン ク み た い な 用 地

が ち ょ っ と が ん ぎ とい う 言 い 方 も ち ょ っと お か し い ん で す けれ ど も 、 そ う い う ふう に な っ て い ま す 。で す か ら 、 そ れ を

真 っ す ぐ に 持 っ て くる よ う な 用 地 取 得 をし て 、 少 し で も ゆ とり の あ る グ ラ ウ ン ド等 を 整 備 し て い た だき た い と い う 旨 は

で す ね 、 も う 学 務 課の 方 に は 指 示 い た して お り ま す 。 こ れ から 学 務 課 で は 、 教 育委 員 会 に そ の 協 議 もし て で す ね 、 来 年

度その方向で入っていくと思いますので、ご理解賜りたいと思います。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）
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浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

そ う い う 問 題 も 絡 みま す と で す ね 、 大 変実 際 は 、 時 間 が か かる の は 事 実 な ん で すね 。 で す か ら 、 来 年何 か 秋 に は 着 工

し た い と か っ て 言 って い る け れ ど も 、 その 辺 、 合 併 特 例 債 の適 用 も 延 長 さ れ る んで あ り ま し ょ う か ら、 何 か そ こ に タ イ

ム ス ケ ジ ュ ー ル に です ね 、 そ の 年 度 中 では い い ん で し ょ う けれ ど も 、 そ こ か ら もう 工 事 を 始 め る ん だと 、 基 礎 工 事 を や

る ん だ と か と い う こと に で す ね 、 余 り とら わ れ な い で で す ね、 ど う し た ら い い もの を つ く れ る の か とい う こ と を で すね、

ぜひ優先して考えていただきたいと思います。

そ れ で 、 ハ ー ド 面 、土 地 の 問 題 と も う 一つ は で す ね 、 太 陽 光や 自 然 エ ネ ル ギ ー の活 用 、 こ れ 積 極 的 に計 画 し ま す っ て 、

基 本 構 想 に は 書 い てあ る ん で す よ ね 。 書い て あ る ん で す よ 。何 だ か さ っ き の 話 を聞 く と 、 コ ス ト 面 を検 討 し て 、 や る の

か や ら な い の も わ から な い よ う な 状 態 にな っ た ん で す け れ ども ね 、 こ の 面 か ら もで す ね 、 例 え ば 校 舎の 一 部 に 太 陽 光 を

利 用 す る と い う 考 え方 と で す ね 、 も う 田ん ぼ の と こ ろ に で すね 、 太 陽 光 パ ネ ル を利 用 し て や っ て い る先 日 、 葛 巻 町 だ か

何 だ か の そ う い う とこ ろ に 太 陽 光 パ ネ ルを 使 っ て 学 校 の 電 気の 四 分 の 一 ぐ ら い は賄 っ て い る ん で す よと 。 全 国 か ら 視 察

に 来 て い ま す よ と いう よ う な 報 道 も さ れて お っ た の で す け れど も 、 い ず れ に し ても 、 そ の 辺 を 含 め てで す ね 、 土 地 や 太

陽 光 の 活 用 、 積 極 的に 先 導 的 な 役 割 を 果た す た め に 、 計 画 しま す と 基 本 構 想 で は言 っ て い る ん で す けれ ど も 、 こ れ は ど

う な っ ち ゃ っ た ん です か 、 こ れ 、 も う 大分 コ ス ト 面 は 、 コ スト ど ん き か か る か ら後 ろ 向 き に な っ て きた ん で す か 。 お 聞

きします。

○議長（野呂日出男君）

学務課長。

○学務課長（加福哲三君）

太 陽 光 パ ネ ル に つ いて は で す ね 、 太 陽 光そ の も の の 電 気 料 とい い ま す か 、 そ れ は非 常 に 大 き い 面 積 が必 要 で あ る と 。
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そ の 太 陽 光 を 利 用 した 場 合 に は で す ね 、動 力 の 電 気 料 は 取 れな い だ ろ う と 。 せ いぜ い こ う い う 照 明 部分 で し か ま ず 今 の

と こ ろ で は 利 用 で きな い だ ろ う と 。 も しそ れ を 動 力 ま で 利 用す る と い う こ と で 蓄電 型 に す る と い う こと に な れ ば 、 非 常

な コ ス ト も か か る とい う こ と か ら 、 コ スト 面 も 含 め て 今 後 検討 し て い き た い と 、計 画 を し て い き た いと い う ふ う に 町 長

答弁はなっております。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

そ れ は 蓄 熱 型 ま で いけ ば 何 ぼ か か る と いう こ と 、 ど う い う 試算 を し た ん で す か 。そ れ を い つ ご ろ ま でに 結 論 を 出 す ん

ですか。

○議長（野呂日出男君）

学務課長。

○学務課長（加福哲三君）

ま だ 試 算 的 に は は っき り は 出 し て お り ませ ん け れ ど も 、 今 設計 屋 さ ん と 協 議 し てい る 中 で 、 そ う い う計 画 、 設 計 の 実

績等を、その辺の情報を集めながらですね、話を聞いているところでございます。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

い わ ゆ る 太 陽 光 を 利用 し た 取 り 組 み 、 ある い は ま た 学 童 保 育の 点 で も で す ね 、 基本 構 想 に 沿 っ て で すね 、 や れ る も の

は や れ る 、 や れ な いん だ ば 、 ど れ ぐ ら いそ れ の 金 が か か る から や れ な い ん だ か とい う 、 そ れ を 明 確 にし て で す ね 、 何 か
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話 を 聞 く と 、 ほ と んど ま だ 一 般 の 人 を 交え た で す ね 、 協 議 とい う の は 十 分 さ れ てい な い の で は な い かな と 思 い ま す ので、

協議を早めてですね、しっかりやっていただきたいと思います。

次に、学校通信のことでございます。

何 か 答 弁 を 聞 き ま すと で す ね 、 こ れ に つい て は で す ね 、 何 て答 弁 し ま し た で し たっ け 、 こ れ 、 校 長 がで す ね 、 メ ッ セ

ー ジ と し て 毎 回 寄 稿し て い る ん で す ね 。そ の 努 力 な り 、 ス タッ フ の 努 力 は 大 い に評 価 し て 、 今 後 も 議員 に 何 か 言 わ れ た

か ら っ て 、 い こ じ にな ら な い で で す ね 、私 が 評 価 す る も の でも な い の で で す ね 、た だ 、 大 変 気 に な ると い う か 、 こ の間、

何度もこういうことに遭遇いたしました。

一 つ は 、 学 校 を で すね 、 議 会 の 否 決 に なっ た と き は で す ね 、否 決 に な っ て 、 学 校予 算 も な い よ う な 状態 で 、 建 設 の 見

通 し も 立 た な い か らっ て 、 Ｐ Ｔ Ａ の 関 係者 の 皆 さ ん 集 ま っ てく だ さ い と い う 文 章を 配 っ て で す ね 、 そう し て や る と い う

よ う な こ と が で す ね起 き た り で す ね 、 そう い う 点 で 何 か 思 い込 み が 激 し い 方 だ なと い う ふ う に 、 私 は思 っ て お り ま す の

で……。

と こ ろ で 、 親 の 生 き方 が で す ね 、 一 番 の教 育 で あ る と 。 学 校教 育 は 二 番 手 に 過 ぎな い と い う の は で すね 、 何 か 先 ほ ど

は い ろ い ろ 言 っ た とい う か 、 親 が 無 関 心で 、 だ か ら も っ と 関心 を 持 っ て ほ し い から こ う い う 言 い 方 をし た ん だ と 言 っ て

お り ま す け れ ど も 、し か し 、 本 来 で す ね、 学 校 と で す ね 、 それ か ら 「 親 の 生 き 方」 と い う 言 い 方 が 正確 か ど う か 知 り ま

せ ん 。 「 親 の 後 姿 を見 て 子 は 育 つ 」 と かと い う 言 い 方 を し てお り ま す け れ ど も 、い ず れ に し て も 比 べる こ と が で き な い

も の を 比 べ て で す ね、 そ れ ぞ れ の 役 割 があ る も の を で す ね 、比 べ て 、 「 親 が 一 番だ 、 生 き 方 が 一 番 だ」 と 、 学 校 の 先 生

た ち の 仕 事 は 二 番 目だ と 言 っ て い る と 同じ で あ り ま す か ら 、誤 解 を 与 え て い る んで す よ 。 誤 解 を 与 えて い る も の は 率 直

に お わ び を す る べ きじ ゃ な い で す か 。 そう い う 率 直 さ が こ の人 足 り な い ん で す よ。 で す か ら 、 誤 解 を与 え て い る ん で す

ということを認めるんですか認めないんですか。そのことをお聞きいたします。

○議長（野呂日出男君）
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教育委員長。

○教育委員長（鈴木政治君）

た だ い ま の で す ね 、学 校 教 育 は 二 番 手 とい う 表 現 で す が 、 当然 、 学 校 で は 学 校 教育 の 大 事 さ 、 自 分 たち が や っ て い る

と こ ろ で す か ら 、 最重 要 性 を 認 識 し て 、日 々 教 育 活 動 に 取 り組 ん で い る わ け で あり ま す 。 で も 、 家 庭教 育 の 大 事 さ を 強

く 訴 え た い と い う 願い か ら 、 こ の よ う な表 現 に な っ て し ま った と 。 こ う 理 解 し てお り ま す 。 こ の こ とに つ い て は 、 文 章

が ず っ と あ っ た 中 のそ こ に は 強 く 出 て いる わ け で す が 、 当 然、 書 い た 方 も 、 学 校教 育 よ り も 家 庭 教 育が 大 事 だ な ど と は

思 っ て い な い ん で す。 そ し て 、 学 校 教 育の 大 切 さ を 認 識 し て、 日 々 取 り 組 ん で いる わ け で す の で 、 今の こ の 何 と い い ま

すか、その辺は、話をした中でもですね、十分認識しております。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

ちょっと質問が中だけというか、中の結論というか、一番初めの「教育は学校を超える大きなもの、そして学校や教師

に 多 く の こ と を 期 待し た り 、 求 め よ う とす る 傾 向 が あ る よ うに 思 い ま す 」 と い う、 こ の 前 段 は い い わけ で す よ 。 い い わ

け だ け れ ど も 、 そ の途 中 か ら 展 開 し て いっ て 、 「 親 の 生 き 方が 一 番 目 で 、 学 校 の授 業 を 初 め と し た 取り 組 み は 二 番 手 に

過 ぎ な い と い う よ うに 思 い ま す 」 と い うと こ ろ ま で 展 開 し てい る か ら 、 誤 解 を 生じ る ん で す 。 で す から 、 教 育 者 た る 者

で す ね 、 誤 解 を 生 じな い よ う に 、 そ し て、 私 は む し ろ 長 年 やっ た 教 育 活 動 の 信 念と し て 、 家 庭 の 教 育が 一 番 だ と い う ふ

う に 言 う の か な と 思っ て い ま し た け れ ども 、 そ れ は 誤 解 な んだ と い う よ う な こ とな ん で し ょ う か ら 、い ず れ に し ま し て

も で す ね 、 現 場 は 校長 と 現 場 の 教 員 と そし て 子 供 た ち 、 こ れが 主 役 で あ り ま す 。先 生 に 対 し て は 、 じゃ あ こ れ は 方 便 で

言 っ た ん だ よ と 。 こう い う よ う な で す ね、 二 重 基 準 の よ う な疑 い を で す ね 、 持 たれ る よ う な で す ね 、こ と は で す ね 、 厳
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に 慎 む べ き だ し 、 率直 に 誤 解 を 与 え た なら 与 え た と い う ふ うに お わ び を す べ き なの が で す ね 、 教 育 者と し て の 当 た り 前

の 立 場 で は な い か なと 思 っ て お り ま す ので 、 こ れ は 私 の 独 断と 私 見 で す の で 、 大し た 気 に す る 必 要 はな い と 思 い ま す け

れ ど も 、 そ の 点 を です ね 、 し っ か り 、 校長 を 評 価 す る の は 教育 委 員 会 と い う か 、県 教 育 委 員 会 で あ りま し ょ う か ら 。 た

だ し 、 誤 解 を 与 え ない よ う に で す ね 、 この 間 、 私 は 二 度 、 三度 こ う い う こ の 方 とは で す ね 、 こ う い う誤 解 を 生 む よ う な

発 言 で で す ね 、 遭 遇し て い る わ け で あ りま す の で 、 二 回 、 三回 で と ど ま っ て い れば い い で す け れ ど も、 そ の 掛 け る 二 倍

も 三 倍 も あ っ た ら です ね 、 現 場 の 教 員 や、 あ る い は ま た さ まざ ま な 関 係 者 に も です ね 、 よ く な い 影 響、 連 携 を 強 め て い

く 上 で 、 よ く な い こと が あ り 得 る と 思 いま す の で 、 私 の で すね 、 こ れ は 意 見 で すの で 、 信 念 に 基 づ いて き ち ん と 用 語 を

き ち ん と 使 っ て 、 教育 に 携 わ っ て い た だき た い と い う こ と を要 望 し て で す ね 、 最後 の 道 路 整 備 の 問 題に つ い て お 聞 き い

たします。

先ほどかなりるるですね、説明していただきました。結論はですね、今後のロについて主にですね、ロというか、イ、

ロですね、関連していますね。

今後のことについて、冬工事、屋根かかっているからやるんですというんですけれども、何か先ほど、初めは水を利用

し て ヒ ー テ ィ ン グ をや る ん だ と 。 し か しそ れ が ど う も う ま くな い と い う よ う な こと な ん で す け れ ど もね 。 こ れ は い わ ゆ

る 電 気 で で す ね 、 ヒー テ ィ ン グ を や れ ば、 ど れ ぐ ら い こ れ 毎年 維 持 費 と い う の がか か っ て い く ん で すか 。 今 回 は 五 千 万

円 と い う ふ う な こ とな ん で す け れ ど も 、毎 年 ど れ ぐ ら い の コス ト を 、 ラ ン ニ ン グコ ス ト と い い ま す か、 ど う な ん で すか、

その辺については、どういう見積もりをなさっているんですか。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

お答えします。
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現在、設計上の推定でございますが、四カ月間稼働したとしまして、九十六万円ほどかかる予定でございます。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

その約百万円近くということになるんでありましょう。私はまず第一番目に問題にしたいのはですね、この今まで設計

上 に 問 題 が あ っ た んだ と 。 そ の 地 域 、 あそ こ の 西 風 が 入 っ てく る 通 り 抜 け る そ こに 透 水 性 の 舗 装 と いう の が 合 わ な か っ

た ん だ と い う ふ う なこ と 。 こ れ を 予 算 が限 ら れ て い た か も しれ な い け れ ど も 、 キタ コ ン さ ん が 、 設 計し た わ け で す よ 。

と こ ろ が で す ね 、 今度 は ま た 補 修 工 事 、ま だ 五 千 万 円 余 の 補修 工 事 を や る 基 本 設計 で す ね 。 こ れ ま たキ タ コ ン さ ん が や

っ て い る ん で す よ 。こ れ ち ょ っ と 設 計 では 、 こ れ は 入 札 で やっ た み た い で す け れど も 、 何 か や け ぶ とり の よ う な 状 態 じ

ゃ な い で す か 、 こ のキ タ コ ン さ ん と い うの は 。 名 前 を 出 し て失 礼 だ と 思 っ て 言 って い る ん で す け れ ども 、 や け ぶ と り の

よ う な 状 態 じ ゃ な いで す か 。 設 計 が 十 分そ の 環 境 に 合 わ な くて 、 滑 る よ う な 状 態が 起 き た ん だ と い うふ う に 言 っ て い る

の に 、 ま た キ タ コ ンさ ん に 設 計 に 加 入 させ る と 、 指 名 に で すね 、 加 入 さ せ る と いう 。 一 体 こ れ は ど こで 業 者 を 指 名 し た

んですか。だれが。その点についてお聞きいたします。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

業 者 選 定 の 最 初 の 案と い う も の は 建 設 課の 方 で 設 定 し て お りま す 。 確 か に ご 指 摘の と お り 、 最 初 の 設計 も キ タ コ ン さ

ん で あ り ま し た が 、や は り そ の 事 情 と いう か 、 そ の 内 容 に つい て は 当 然 一 番 精 通し て い る と い う こ とも あ り ま し て 、 ま

た、指名の参加ということについて入れたということでございます。

○議長（野呂日出男君）
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浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

い ず れ に し て も で すね 、 こ れ は 前 町 長 の時 代 に や っ た こ と です の で 、 職 員 も 前 町長 の で す ね 、 指 示 には 従 わ ざ る を 得

な い と い う か 、 そ の辺 は 多 目 に 、 多 少 見る と こ ろ は あ り ま すけ れ ど も 、 い ず れ にし て も 、 そ の 設 計 その も の が 悪 か っ た

の か で す ね 、 悪 い とい う ふ う に 言 っ て いる け れ ど も 、 し か し、 速 度 を で す ね 、 落と し て 行 か な い と 、あ そ こ の ト ン ネ ル

は う な ぎ の 寝 床 状 態の カ ー ブ に な っ て いま す の で 、 だ め な んで す よ 。 そ う い う きち ん と 減 速 の 指 示 をす る 。 三 十 キ ロ じ

ゃ な い と こ こ は 行 けま せ ん よ と か 、 そ うい う 安 全 対 策 を も っと 前 か ら で す ね 、 きち ん と や る の が で すね 、 舗 装 工 事 よ り

も 前 に 必 要 だ っ た んじ ゃ な い で す か 。 私は そ う 思 い ま す け れど も 、 今 回 は 工 事 をや る た め に と め ち ゃう と い う こ と で す

け れ ど も 、 も っ と 速度 制 限 な り 、 そ こ を行 く 場 合 の で す ね 、そ う い う 安 全 対 策 をで す ね 、 や る べ き だっ た ん じ ゃ な い で

すか。この点が一つです。

も う 一 つ は で す ね 、こ の 工 事 、 当 初 一 千三 百 七 十 五 万 円 ほ どで 契 約 し ま し た 。 とこ ろ が で す ね 、 こ れは 私 、 さ ら に 追

加 と い う こ と で で すね 、 約 百 六 十 万 円 ぐら い 追 加 し て い る んで す よ 、 二 回 に わ たっ て 。 こ れ は 施 工 業者 が 吉 村 建 設 と い

う ふ う に な っ て お りま す ん で す け れ ど も、 二 番 草 と い う の もあ り ま す け れ ど も 、三 番 草 ま で と っ て いる の と 同 じ じ ゃ な

い で す か 、 こ れ で は。 そ う い う 工 事 の 問題 点 を 私 は 感 じ た んで す け れ ど も で す ね、 な ぜ 二 回 も で す ね、 一 千 三 百 五 十 万

円 か ら 始 ま っ て 、 百五 十 万 円 も 追 加 し なけ れ ば な ら な か っ たの か 、 ま ず 、 そ の 二点 に つ い て で す ね 、お 聞 き い た し ます。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

今、まず一点目のお話でございます。

就 任 し て す ぐ 建 設 課と の レ ク チ ャ ー で はで す ね 、 こ の 工 事 の実 施 に つ い て 、 概 要と 現 状 と 、 そ れ か ら過 去 の 工 事 の こ
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と に つ い て レ ク チ ャー を 受 け ま し た 。 ただ 、 こ の ま ま に し てい る と 、 人 身 事 故 に及 ぶ よ う な 事 故 が あっ て は な ら な い と

い う 思 い で で す ね 、と に か く 冬 期 間 閉 鎖し て で も 、 安 全 な 地下 道 通 行 の た め の 工事 を し な さ い と い う指 示 を ま ず 出 さ せ

て い た だ き ま し た 。そ れ か ら 、 過 去 の 設計 と か に つ い て は 、施 工 と か に つ い て はで す ね 、 担 当 課 で まず 甘 い 考 え 方 を し

て い た と 思 っ て い ます 、 私 は 。 で す か ら、 そ れ を ま ず す な わち 陳 謝 し て 、 二 年 続け て 補 強 工 事 を や らな け れ ば な ら な い

現 状 を で す ね 、 こ れか ら ま た 住 民 の 人 にも 説 明 し な が ら 、 理解 を 図 り つ つ 、 工 事は 進 め て い き た い と、 そ う 思 っ て お り

ます。

二つ目の詳細については、建設課長から答弁させます。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

変 更 工 事 に つ き ま して は 、 当 然 、 当 初 設計 の と お り で い け ば一 番 よ ろ し い わ け です が 、 現 場 条 件 等 、よ り よ い も の と

い う こ と で 変 更 し たも の で ご ざ い ま し て、 二 番 草 と か 、 そ うい う 意 味 の も の で はご ざ い ま せ ん の で 、ご 了 解 を お 願 い い

たしたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

二番草でなくても一番草でもいいんですけれども、いずれにしてもですね、二回も変更してですね、やるというような

ことはですね、正常でないわけですから、追加するなり、変更するなら一回でですねやるべきものだと思います。

最後にですね、このロードヒーティングですけれども、西側の方も東側の方もこれ両方やるんでしょうか。全長何メー

トルやるというようなですね、工事なんでしょうか。
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その点と、もう一つ、上からいわゆる解けた雪がですね、上の方も老朽化しているからむってきてずっと下まで行くと

い う よ う な こ と の 改善 策 は 考 え て い ら っし ゃ る の で し ょ う か。 こ の 点 に つ い て お聞 き し て 道 路 整 備 につ い て の 質 問 を 終

りたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

ロ ー ド ヒ ー テ ィ ン グの 施 工 に つ い て で ござ い ま す が 、 ど ち らの 方 の 入 り 口 か ら も下 り 方 面 に 向 か っ て施 工 す る 予 定 で

ご ざ い ま す 。 で す から 、 上 り に つ い て は今 回 ロ ー ド ヒ ー テ ィン グ の 対 象 と は な って い な い ん で す が 、カ ー ブ 区 間 に つ い

てはできる限り距離を伸ばして、支障のないようにしたいと思っております。

あ と 、 目 地 部 分 の 漏水 に つ い て は 、 昨 年度 の 工 事 で も 大 分 補修 い た し ま し た が 、さ ら に あ る 場 合 は 今後 ま た 改 修 し て

いきたいと思っております。

○議長（野呂日出男君）

浅利直志君。

○十三番（浅利直志君）

いや、終わろうとしたんですけれども、西側の方から風が行くんですよね。西側のその入り口部分といいますか、そこ

はロードヒーティングやるんですか、やらないんですか、その点についてだけお聞きして終りたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

その部分はやります。
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以上です。

○議長（野呂日出男君）

これで十三番浅利直志君の一般質問は終了いたしました。

暫時休憩いたします。休憩時間は十分といたします。再開は二十分といたします。時間厳守願います。

休 憩 午後二時 十分

再 開 午後二時二十分

○議長（野呂日出男君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、五番奈良岡文英君に一般質問を許します。

奈良岡文英君。

〔五番 奈良岡文英君 登壇〕

○五番（奈良岡文英君）

野 呂 議 長 の 許 し を 得ま し た の で 、 発 言 させ て い た だ き ま す 。本 年 最 後 の 発 言 者 とい う こ と で 、 皆 さ んお 疲 れ の と こ ろ 、

よろしくお願いいたします。議席番号五番の奈良岡文英であります。

今 年 も い つ の 間 に か年 の 瀬 も 迫 り 、 残 すと こ ろ 十 日 余 り と なり ま し た 。 今 年 は 八月 以 来 、 町 政 が 混 乱、 停 滞 し て き ま

し た が 、 平 田 町 長 誕生 以 来 、 混 乱 に 終 止符 を 打 ち 、 新 し い 平田 町 政 が 動 き 出 し 、新 し い ま ち づ く り に前 進 し て い る と こ

ろ だ と 思 い ま す 。 町長 初 め 、 参 与 の 皆 さん に は 、 何 か と 忙 しい 師 走 で あ り ま す ので 、 体 調 管 理 に は 十分 気 を つ け て 、 町

民のために町政運営に当たっていただきたいと思います。

平 田 町 長 に お か れ まし て は 、 就 任 以 来 、ち ょ う ど 一 カ 月 、 混乱 と 停 滞 の 三 カ 月 間遅 れ た 町 政 を 正 常 な状 態 に 取 り 戻 す
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た め に 、 精 力 的 に 町政 運 営 に 励 ん で い るこ と と 思 い ま す が 、来 年 度 の 予 算 編 成 や、 混 乱 の 一 因 と な った 藤 崎 小 の グ ラ ウ

ン ド 、 プ ー ル 、 常 盤小 の 改 築 問 題 、 入 札問 題 な ど 、 懸 案 事 項が 山 積 し て お り ま す。 今 は 一 日 た り と も休 ん で い る 猶 予 は

な い と 思 い ま す 。 町民 が 主 役 の 活 力 あ るま ち づ く り を 目 指 して 、 多 く の 町 民 が 、町 民 派 無 所 属 で 、 一党 一 派 に 偏 ら な い

町民の目線で、町民の声に耳を傾ける透明性の高い町政運営に期待するはずであると思います。

それでは、通告した内容に沿い、質問させていただきます。

主に平田町長の政治姿勢について伺います。

まず第一点目の子供の医療費無料化制度について伺います。

こ の 制 度 は 、 平 田 町長 が 選 挙 戦 で 訴 え てき た 一 つ で あ り ま すけ れ ど も 、 少 子 高 齢化 が 進 ん だ 現 代 社 会に お い て 、 子 育

て 支 援 、 少 子 化 対 策と し て 、 子 供 の 医 療費 無 料 化 政 策 が 各 地で 進 め ら れ て お り ます が 、 少 子 化 の 背 景の 一 つ に は 、 長 引

く 不 況 や 、 雇 用 の 不安 定 化 な ど で 、 子 供を 持 つ 若 い 世 代 の 家計 が 厳 し く な っ て いる こ と が 挙 げ ら れ ます 。 子 育 て 世 代 に

と っ て 子 供 の 医 療 費は 大 き な 負 担 と な って い る こ と で あ り ます 。 ま た 、 全 国 的 に見 れ ば 、 多 く の 自 治体 で 少 子 化 に 歯 ど

めをかけるために、子供の医療費の無料化制度などの、また、その拡充に取り組んでおります。

そこで、平田町長に伺います。

選 挙 公 約 の 一 つ に この 子 供 の 医 療 費 の 無料 化 を 実 現 す る と して お り ま す が 、 こ の制 度 の 趣 旨 と 概 要 、そ の 効 果 に つ い

て伺います。

ま た 、 同 時 に 、 さ らに 徹 底 し た 行 財 政 改革 を 進 め る と 、 選 挙中 に 訴 え て お り ま した が 、 こ の 制 度 を 実施 し た 分 の 財 政

負 担 を 将 来 的 に そ のツ ケ を 子 供 た ち が 負担 す る こ と に は な らな い の か 、 子 供 医 療費 の 無 料 化 を 行 っ た場 合 の 財 源 を ど の

ようにするのか伺います。

次 に 、 「 対 話 と 納 得を ス ロ ー ガ ン 」 の 一つ に 掲 げ る 町 長 は 、こ の 制 度 を 導 入 す るに 当 た り 、 多 額 の 財政 負 担 を 伴 う こ

と が 予 想 さ れ ま す 。将 来 、 町 の 財 政 を 圧迫 し て い か な い の か、 子 供 を 持 つ 家 庭 だけ で な く 、 全 町 民 が納 得 し た 上 で 、 こ
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の 制 度 が 導 入 さ れ るこ と が 望 ま し い 姿 だと 考 え ま す が 、 町 民へ の 周 知 、 説 明 対 策は ど の よ う に 考 え てい る の か 、 伺 い ま

す。

次に、第二点目の農業の振興について伺います。

我 が 町 の 農 業 は 、 リン ゴ と 米 を 中 心 と した 町 の 基 幹 産 業 で あり ま す 。 日 本 全 国 の産 地 化 競 争 に 勝 ち 抜い て 、 生 き 残 っ

て 、 安 定 し た 農 業 を継 続 し て い く た め には 、 地 域 の 歴 史 、 伝統 的 な 文 化 、 風 土 など の 特 色 を 生 か し た農 産 物 の 生 産 、 ま

た消費者のニーズに適した安全安心な農産物の生産に努めていかなければならないところであります。

第一に、農産物の「ふじさきブランド化」について伺います。

我 が 町 の 農 産 物 を 全国 的 に 広 め 、 認 知 して も ら い 、 ブ ラ ン ド形 成 す る と い う こ とは 、 農 業 経 営 を 安 定化 さ せ 、 農 業 の

担 い 手 を 確 保 し 、 地域 の 活 性 化 に つ な がっ て い く こ と で あ りま す 。 行 政 の 果 た す役 割 と し て 、 広 告 、宣 伝 活 動 、 地 産 地

消 の 推 進 、 消 費 者 との 交 流 、 生 産 者 へ の支 援 な ど を 考 え ら れま す が 、 町 と し て 藤崎 ブ ラ ン ド に ど の よう な 取 り 組 み 、 支

援していくのか伺います。

次に、二つの農協と関係機関との連携について伺います。

我 が 町 に は 、 つ が る弘 前 農 協 と 津 軽 み らい 農 協 の 県 内 で も 屈指 の 大 き な 二 つ の 農協 が あ り 、 そ れ ぞ れ、 独 自 の 農 協 事

業 を 展 開 し て い ま すが 、 藤 崎 地 区 、 常 盤地 区 の 合 併 前 の 旧 町村 を 境 に 組 合 員 が 、両 農 協 に 分 か れ て 加入 し て お り ま す 。

藤 崎 町 と し て 農 政 を展 開 し て 、 農 家 同 士の 融 和 、 融 合 、 一 体感 を 醸 成 し 、 町 の 農業 振 興 を 図 っ て い くた め に は 、 二 つ の

農 協 と の 連 携 は 必 要不 可 欠 な こ と で あ り、 指 導 機 関 や 、 関 係機 関 と の 連 携 を 図 って い く 必 要 が あ る と思 い ま す が 、 こ の

点について、町長の考え方を伺います。

次に、担い手、農業後継者の育成について伺います。

我 が 町 に は 、 リ ン ゴと 米 を 中 心 と し た 二千 六 百 町 歩 の 農 地 があ り ま す 。 私 た ち は、 先 人 た ち か ら 受 け継 い だ こ の 美 し

い 農 地 を 、 次 の 世 代に 荒 廃 さ せ る こ と なく 、 引 き 継 い で い かな け れ ば な ら な り ませ ん 。 農 業 を 志 す 若者 が 生 き 生 き と 農
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業 生 産 に 取 り 組 む こと で 、 町 に 活 気 が 出て き て 、 地 域 の 活 性化 に つ な が っ て い きま す 。 町 長 も 若 き ころ か ら 農 業 に 携 わ

り 、 こ の こ と は 十 分、 み ず か ら の 経 験 で承 知 し て い る こ と かと 思 い ま す が 、 農 業の 担 い 手 、 後 継 者 の育 成 に つ い て 、 ど

のようにお考えか伺います。

最後に、常盤地下道の再舗装工事について伺います。

平 成 二 十 二 年 度 に 、国 の 地 域 活 性 化 、 きめ 細 か な 臨 時 交 付 金事 業 を 活 用 し て 、 約一 千 五 百 万 円 を か けて 補 修 工 事 を し 、

十 二 月 か ら 供 用 開 始を し て い ま す が 、 冬期 間 の ス リ ッ プ 事 故が 多 発 し て 、 そ の 安全 性 が 問 題 化 し ま した 。 そ し て 今 年 の

九 月 に な っ て 、 約 五千 百 万 円 ほ ど の 予 算を 専 決 処 分 し て 、 再舗 装 工 事 を す る こ とに な り ま し た が 、 わず か 二 年 の 間 に 貴

重 な 財 源 、 合 わ せ て六 千 六 百 万 円 も か けて 、 二 度 も 舗 装 工 事を や り 直 す 事 態 に なっ た こ と を 町 民 に 対し て ど の よ う に 説

明 し 、 理 解 し て も らう の か 。 透 明 性 の 高い 、 開 か れ た 町 政 を進 め る 上 で 、 ど の よう に 説 明 責 任 を 果 たし て い く の か 、 町

長に伺うものであります。

以 上 で 冒 頭 の 質 問 を終 わ り ま す が 、 答 弁に つ い て は 、 親 切 丁寧 な 、 わ か り や す い答 弁 を お 願 い し て 、壇 上 か ら の 質 問

を終わりにいたします。

○議長（野呂日出男君）

五番奈良岡文英君の一般質問に対する答弁を求めます。

町長平田博幸君。

〔町長 平田博幸君 登壇〕

○町長（平田博幸君）

平成二十三年の最後の質問者、奈良岡議員の一般質問にお答えいたします。

初 め に 、 町 長 の 政 治姿 勢 に つ い て 、 子 供の 医 療 費 無 料 化 制 度に つ い て 、 制 度 の 趣旨 、 概 要 と そ の 効 果は 何 か と 、 財 源

を ど の よ う に 確 保 する の か 、 そ し て 町 民へ の 周 知 、 説 明 、 対策 は ど う な る の か につ い て で あ り ま す が、 関 連 が あ り ま す
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ので、一体的にお答えいたします。

制 度 の 趣 旨 に つ き まし て は 、 次 代 を 担 う乳 幼 児 等 の 健 全 育 成と 、 安 心 し て 子 供 を産 み 育 て る こ と が でき る 環 境 づ く り

を推進するものであります。

概 要 と そ の 効 果 に つき ま し て は 、 新 年 度に 向 け 、 ゼ ロ 歳 児 から 、 小 学 校 終 了 前 まで の 児 童 の 通 院 及 び入 院 に 係 る 医 療

費 の 自 己 負 担 分 を 完全 無 料 化 と す る 考 えで お り ま す 。 無 料 化と す る こ と で 、 保 護者 に 対 す る 経 済 的 負担 の 軽 減 が 図 ら れ

る も の と 思 っ て お りま す 。 財 源 に つ き まし て は 、 乳 幼 児 医 療費 の 自 己 負 担 分 は 、県 の 補 助 金 が ご ざ いま す の で 、 一 部 一

般 財 源 と な り 、 小 学生 の 医 療 費 の 自 己 負担 分 に つ き ま し て は、 全 額 一 般 財 源 と なる も の で あ り ま す 。町 民 へ の 周 知 等 に

つ き ま し て は 、 新 年度 に お い て 、 受 給 者証 の 申 請 の 仕 方 や 医療 費 の 自 己 負 担 分 に係 る 申 請 は 、 原 則 必要 な く 、 病 院 で 受

給 者 証 を 提 示 す る こと で 、 原 則 窓 口 負 担が な く な り 、 現 物 給付 と な る こ と な ど 、広 報 紙 等 で 周 知 し てま い り た い と 考 え

て お り ま す 。 医 療 費の 無 料 化 に 伴 っ て の後 世 代 に 財 源 を 残 さな い よ う 、 借 金 を 残さ な い よ う と い う よう な ご 質 問 も ご ざ

い ま し た け れ ど も 、今 後 、 行 財 政 改 革 にト ッ プ と な っ て 取 り組 ん で い っ て 、 そ の財 源 は 後 世 代 に 残 さな い よ う 、 原 則 考

えております。

次 に 、 農 業 振 興 に つい て 、 藤 崎 ブ ラ ン ド化 に つ い て で あ り ます が 、 当 町 は 、 き れい な 水 と 肥 沃 な 土 壌に 恵 ま れ 、 農 産

物 で は 、 米 を 初 め 、リ ン ゴ 、 ニ ン ニ ク 並び に ア ス パ ラ ガ ス など 、 各 種 野 菜 、 畜 産物 で は 鶏 卵 等 、 農 畜産 物 資 源 が 豊 富 な

町 で あ り ま す 。 米 につ き ま し て は 、 有 機米 、 特 別 栽 培 米 へ の取 り 組 み を 推 進 し てい る と こ ろ で あ り 、常 盤 地 区 の 米 は 厳

しい規格をパスしており、首都圏の生協に全量販売させていただいております。

ま た 、 リ ン ゴ に つ きま し て は 、 ふ じ 発 祥の 地 藤 崎 町 を 唱 え てか ら 二 十 年 近 く と なり ま す が 、 町 の 土 壌が 肥 大 過 ぎ て 、

熟 度 の 進 み が 遅 い こと を 逆 手 に と り 、 長期 保 存 、 販 売 の た めの 有 袋 ふ じ と し て 、元 祖 ふ じ の ブ ラ ン ドで 仲 買 業 者 を 対 象

に 販 売 を 行 っ た と ころ 、 長 期 貯 蔵 で も 変質 が 少 な い こ と か ら、 地 元 市 場 に お い ては 他 産 地 の も の に 比べ 、 五 百 円 程 度 高

値で取引されているところであります。
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ま た 、 ニ ン ニ ク に つき ま し て は 、 Ｊ Ａ 津軽 み ら い 常 盤 に ん にく 部 会 が 中 心 と な り、 約 九 十 ヘ ク タ ー ルの 生 産 を 行 っ て

お り ま す が 、 常 盤 にん に く の 商 標 で 販 売し て お り 、 自 他 と もに 認 め る 品 質 日 本 一の ニ ン ニ ク と し て 、ブ ラ ン ド が 確 立 さ

れております。

こ の よ う に 一 部 主 要品 目 に つ き ま し て は、 既 に ブ ラ ン ド 化 が図 ら れ て い る と こ ろで あ り 、 町 と い た しま し て も 、 今 後

よ り 一 層 の 推 進 を して い く と と も に 、 新品 目 の ブ ラ ン ド 化 の推 進 や 、 必 要 な 支 援を 引 き 続 き 行 っ て いき た い と 考 え て お

ります。

次 に 、 両 Ｊ Ａ や 農 協関 係 機 関 と の 連 携 につ い て で あ り ま す が、 当 町 は 旧 藤 崎 町 、旧 常 盤 村 の 地 域 で それ ぞ れ 農 協 が 違

う 二 農 協 体 制 と な って お り 、 農 業 行 政 を進 め る 上 で 、 障 害 とな る 場 合 が あ る こ とは 事 実 で あ り ま す 。当 面 は こ の 体 制 が

続 く も の と 思 わ れ ます が 、 こ の こ と で 、農 家 の 皆 さ ん に 支 障を 来 た す こ と が な いよ う 、 引 き 続 き 連 携を 密 に し 、 調 整 を

図っていきたいと考えております。

次 に 、 担 い 手 、 農 業後 継 者 の 育 成 に つ いて で あ り ま す が 、 町で は 、 町 担 い 手 育 成総 合 支 援 協 議 会 が 中心 と な り 、 町 農

業 の 担 い 手 と な る 認定 農 業 者 等 の 育 成 、確 保 を 図 る た め 、 関係 機 関 と の 連 携 に よる 農 地 の 利 用 集 積 の支 援 や 、 各 種 制 度

資 金 の 融 通 、 各 種 栽培 施 設 や 、 農 業 機 械の 導 入 等 に 対 す る 助成 な ど 、 担 い 手 支 援対 策 を 推 進 し て い ると こ ろ で あ り ます。

ま た 、 人 材 育 成 の ため の 若 者 、 後 継 者 に対 す る 養 成 委 託 や 、農 地 の 基 盤 整 備 、 機械 施 設 等 の 整 備 に 対す る 町 単 独 補 助

並 び に 、 国 、 県 補 助へ の か さ 上 げ な ど 、後 継 者 が 育 つ 基 盤 整備 づ く り の 推 進 に 努め て い る と こ ろ で あり ま す 。 今 後 も 関

係機関との連携を密にし、支援を継続してまいりたいと考えております。

次 に 、 常 盤 地 下 道 の再 舗 装 工 事 に つ い て、 町 民 に 対 し て ど のよ う な 説 明 責 任 を 果た す の か に つ い て であ り ま す が 、 昨

年 、 改 修 工 事 を 行 った に も か か わ ら ず 、一 月 、 二 月 の 厳 冬 期に ス リ ッ プ 事 故 が 発生 し た こ と に よ り 、さ ら な る 事 故 の 発

生 及 び 重 大 な 事 故 の発 生 を 防 ぐ た め 、 再度 改 修 工 事 を 行 わ なけ れ ば な ら な く な った こ と に 対 し 、 そ の批 判 を 真 摯 に 受 け

と め 、 地 域 住 民 及 び道 路 利 用 者 に 対 し 、ご 不 便 と 、 ご 迷 惑 をお か け す る こ と に 深く お わ び 申 し 上 げ るも の で ご ざ い ます。
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今 後 は こ の よ う な こと が 二 度 と 起 こ ら ない よ う 、 事 前 の 調 査、 計 画 を 綿 密 に 行 い、 工 事 発 注 に 関 し ては 、 関 係 各 課 に 万

全 の 体 制 で 臨 む よ う、 指 示 し た と こ ろ でご ざ い ま す 。 町 民 に対 し ま し て は 、 町 民と 接 す る 会 合 や 、 いろ い ろ な 機 会 を 見

て、誠心誠意説明を行い、ご理解を賜るよう努めてまいりたいと考えております。

以上、奈良岡議員の一般質問に対する登壇での答弁といたします。

○議長（野呂日出男君）

五番奈良岡文英君の一般質問に対する答弁が終わりました。

五番奈良岡文英君に再質問を許します。

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

詳細な答弁、ありがとうございました。

最 初 に 、 子 供 の 医 療費 の 無 料 化 制 度 に つい て 再 質 問 さ せ て いた だ き ま す け れ ど も、 た し か 町 長 は 、 選挙 中 、 中 学 校 ま

で と い う ふ う な 言 い方 を し て お り ま し たけ れ ど も 、 今 現 在 、中 学 校 ま で 医 療 費 を無 料 化 し て い く と いう 、 将 来 的 に あ る

のかどうか伺います。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

ただいまの質問にお答えいたします。

平 成 二 十 四 年 度 は 、小 学 校 ま で を 無 料 化に し て 、 そ の 後 は 担当 課 、 住 民 課 、 あ るい は 財 政 課 と 協 議 しな が ら 、 中 学 校

も近い将来には無料化するように検討していきたいと、そのような考え方でいます。

以上であります。
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○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

で は 、 次 に 、 六 月 ごろ か ら 実 施 に な る だろ う と い う こ と で よろ し い か と 思 い ま すけ れ ど も 、 そ れ ま でに ど の よ う な 段

取 り 、 ス ケ ジ ュ ー ル、 あ る い は 住 民 の 方々 は ど う い う ふ う な手 続 を 踏 ん で い け ば、 こ の 制 度 に の っ かる こ と が で き る の

かということをお伺いいたします。

○議長（野呂日出男君）

住民課長。

○住民課長（浅利勇蔵君）

お答えいたします。

ス ケ ジ ュ ー ル で ご ざい ま す け れ ど も 、 今後 三 月 の 定 例 会 に おき ま し て 、 乳 幼 児 の医 療 費 給 付 条 例 の 一部 改 正 を い た し

ま す 。 そ れ か ら 、 仮称 で は ご ざ い ま す けれ ど も 、 子 供 医 療 費給 付 条 例 の 制 定 を いた し ま す 。 そ し て また 、 新 年 度 予 算 に

給 付 費 等 を 計 上 し てま い り ま す 。 そ れ に乳 幼 児 及 び 小 学 生 の医 療 費 の 無 料 化 に 係る 分 の い わ ゆ る シ ステ ム の コ ン ピ ュ ー

タ の 改 修 を 計 上 し て、 新 年 度 か ら 改 修 を始 め た い と 思 っ て おり ま す 。 四 月 、 五 月に 向 け て は 、 い わ ゆる 実 施 に 向 け 、 広

報誌、あるいはホームページ等で周知を図ってまいりたいというふうには思ってございます。

そ れ と 、 対 象 者 の 申請 及 び 受 給 者 証 の 交付 そ の も の は 、 い わゆ る 現 物 給 付 と 償 還扱 い の も の が あ る と思 い ま す の で 、

その点も吟味しながら、対応してまいりたいというふうに考えております。

そ し て 、 六 月 一 日 時点 に お き ま し て は 、六 月 診 療 分 か ら 実 施し て ま い り た い と いう ふ う な ス ケ ジ ュ ール で 考 え て お り

ます。

以上でございます。
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○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

六 月 の 診 療 分 か ら 実施 し た い と い う こ とで す け れ ど も 、 こ の制 度 を 実 施 し た 場 合、 弊 害 と し て 考 え られ る こ と は 、 と

に か く 軽 症 で も 無 料だ か ら 病 院 さ 行 け ばい い だ ろ う と い う ふう な 、 か え っ て 医 療機 関 が そ う い う 患 者で あ ふ れ て 、 本 当

に 急 々 に 医 療 が 必 要な 子 供 た ち が 適 切 な医 療 を 受 け ら れ な いと い う ふ う な こ と も想 定 さ れ る わ け で すけ れ ど も 、 こ れ は

実 施 し た 場 合 、 町 民の 子 供 を 持 つ 親 た ちの 協 力 な し に は で きな い と 思 う ん で す けれ ど も 、 そ う い う 親の 協 力 が な け れば、

か え っ て 医 療 機 関 が混 乱 す る と か 、 そ うい う こ と が 考 え ら れま す け れ ど も 、 そ の点 に つ い て は い か がな 認 識 を お 持 ち で

しょうか。

○議長（野呂日出男君）

住民課長。

○住民課長（浅利勇蔵君）

お答えいたします。

現 在 の 乳 幼 児 医 療 の給 付 事 業 に つ き ま して は 、 受 給 者 負 担 をい た だ い て お り ま すが 、 今 後 無 料 化 と いう こ と で 、 医 療

機 関 が 混 雑 し 、 医 療を 受 け る べ き 人 が 受診 で き な い の で は ない か と い う ご 質 問 では ご ざ い ま す が 、 藤崎 町 や 周 辺 は 、 医

療 機 関 が 比 較 的 多 いこ と も あ り ま し て 、極 端 に 医 療 機 関 が 混乱 し た り 、 医 療 を 受け る べ き 人 が 受 診 でき な い と い う こ と

にはならないものというふうには思ってございます。

以上でございます。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。
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○五番（奈良岡文英君）

医 療 機 関 が 混 乱 し ない と い う 前 提 の も とに 計 画 は 進 め ら れ てい る か と 思 い ま す けれ ど も 、 こ れ は ど うし て も 町 民 の 協

力 な し に は 成 功 し ない 制 度 だ と 思 い ま すけ れ ど も 、 例 え ば 病院 に か か っ た 場 合 、最 低 限 度 の 負 担 額 を設 定 す る と か 、 そ

ういう協議はなされたのか、検討したのか伺いたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

最 低 負 担 の 協 議 は しま せ ん 。 基 本 的 に は選 挙 公 約 、 医 療 費 無料 と い う こ と で 、 私、 町 民 に 訴 え ま し たの で 、 そ の 辺 は

しませんけれども、高所得者の場合は所得制限をしていますので、その件に関しては住民課長から答弁をさせます。

○議長（野呂日出男君）

浅利住民課長。

○住民課長（浅利勇蔵君）

お答えいたします。

当 事 業 に 関 し ま し ては 、 所 得 制 限 を 設 定し て ご ざ い ま す 。 所得 制 限 に つ い て は 、意 外 と 低 い 設 定 の 仕方 と な っ て ご ざ

い ま す 。 い わ ゆ る 扶養 者 一 人 で 大 体 二 百七 十 二 万 二 千 円 程 度と な っ て ご ざ い ま す。 一 人 ふ え る ご と に三 十 八 万 円 プ ラ ス

に な っ て ま い り ま す。 た だ 、 県 内 で も いわ ゆ る 所 得 制 限 で 児童 手 当 の 所 得 制 限 を設 定 し て い る 町 村 もご ざ い ま す の で 、

そ の 辺 は 、 ち な み に七 戸 町 あ た り で は 、設 定 が 一 人 当 た り で五 百 七 十 万 円 の 所 得制 限 と い う 形 を 設 定し て ご ざ い ま す 。

こ れ で い き ま す と 、ほ ぼ 一 〇 〇 ％ に 近 いぐ ら い の 対 象 者 が 出て く る も の と い う ふう に は 思 っ て ご ざ いま す け れ ど も 、 今

現 在 、 藤 崎 町 で は 、一 人 扶 養 で 二 百 七 十二 万 二 千 円 と な っ てお り ま す の で 、 こ の辺 に つ い て は 、 若 干そ ん な に 極 端 に 受

診者がふえるというふうには思ってございません。
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以上でございます。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

で は 、 次 に 、 財 源 につ い て 伺 い ま す け れど も 、 こ の 制 度 を 実施 し た 場 合 に 、 今 、わ か っ て い る 子 供 の数 と か で 照 ら し

合わせた場合、どのぐらいの財政負担が必要なのか伺いたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

浅利住民課長。

○住民課長（浅利勇蔵君）

お答えいたします。

財 政 負 担 で ご ざ い ます け れ ど も 、 前 回 の議 会 の 中 で 一 般 質 問を 受 け ま し て 、 概 算ベ ー ス で 財 源 を 一 応述 べ さ せ て い た

だ き ま し た け れ ど も、 大 体 小 学 校 ま で で、 一 般 財 源 ベ ー ス で一 千 九 百 二 十 万 円 の一 般 財 源 が か か り ます よ と い う こ とで、

一 応 報 告 さ せ て い ただ き ま し た 。 今 回 、新 年 度 予 算 に 一 応 要求 さ せ て い た だ き まし た け れ ど も 、 歳 出ベ ー ス で は 二 千 三

百 九 十 一 万 八 千 円 を要 求 い た し ま し た 。そ の う ち 、 乳 幼 児 で一 千 四 百 七 十 万 円 程度 、 そ し て 小 学 生 で九 百 十 五 万 八 千 円

で ご ざ い ま す 。 そ のう ち 、 歳 入 で 県 の 補助 が ご ざ い ま す の で、 六 百 六 十 万 円 ほ ど歳 入 を 見 込 ん で お りま す 。 そ れ で 、 一

般 財 源 で は 一 千 七 百三 十 万 六 千 円 と い う一 般 財 源 が 出 ま し た。 た だ 、 前 回 の 試 算時 と の ギ ャ ッ プ が ござ い ま す 。 こ れ は

百 八 十 万 円 か ら 百 九十 万 円 程 度 で ご ざ いま す け れ ど も 、 今 回盛 り 込 み ま し た の は、 助 成 が 十 カ 月 分 とい う こ と で ご ざ い

ま す 。 月 当 た り 九 十一 万 五 千 円 と い う こと で 、 二 カ 月 分 で すか ら 、 大 体 百 八 十 万円 と い う こ と に な りま す 。 通 年 ベ ー ス

でいきますと、一千九百二十万円程度になるのではないかというふうに考えております。

以上でございます。
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○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

お よ そ 一 千 九 百 万 円ぐ ら い 持 ち 出 し が 必要 だ ろ う と い う こ とな ん で す け れ ど も 、そ の 一 千 九 百 万 円 が将 来 一 年 目 、 二

年目も含めて将来的に財政負担となっていかないのか、この財政当局の見通しを伺います。

○議長（野呂日出男君）

町長。

○町長（平田博幸君）

財 政 当 局 の 見 通 し とい う こ と で ご ざ い ます が 、 そ の 前 に 、 私の 考 え 方 と し て 、 奈良 岡 議 員 に お 答 え した い と 思 い ま す 。

確 か に 、 約 一 千 九 百二 十 万 円 ほ ど 、 こ の医 療 費 に 伴 っ て で すね 、 無 料 化 に 伴 っ て、 一 般 財 源 か ら 投 入と い う こ と に な

り ま す の で 、 今 年 度早 々 は ち ょ っ と 無 理で す が 、 新 年 度 か らは あ ら ゆ る 行 財 政 改革 の ト ッ プ に 立 っ てで す ね 、 細 部 に わ

た っ て 検 討 し て 、 切り 詰 め る と こ ろ は 切り 詰 め て 、 最 小 限 歳出 を 抑 え る と 。 そ うい う 思 い が で す ね 、先 般 の 決 算 議 会 が

遅 れ ま し た け れ ど も、 町 三 役 の 一 〇 ％ の報 酬 カ ッ ト と か 、 ある い は 年 明 け れ ば 、課 長 の 皆 さ ん に は 大変 恐 縮 な ん で すが、

管理職手当にも減額の方向で、私は協議したいと、そう思っております。

ま た 、 新 年 度 を 迎 えま し た ら で す ね 、 まず は ふ れ あ い ず ー む館 、 あ る い は ま た 文化 セ ン タ ー 等 を で すね 、 で き る な ら

ば 平 成 二 十 四 年 度 中に 受 け 皿 を び し っ と整 備 し て 、 平 成 二 十五 年 度 か ら は 指 定 管理 を し て い た だ い て、 民 間 に 委 託 す る

と 。 そ う い う よ う な努 力 を 続 け て 、 子 供た ち に は 借 金 を 残 さな い よ う に 、 こ の ため の 借 金 を 残 さ な いよ う に 鋭 意 努 力 し

ていきたいと、そう思っております。

ま た 、 役 場 の 職 員 の採 用 に 関 し て も で すね 、 そ う い う 指 定 管理 を に ら み な が ら 、極 力 計 画 よ り 抑 え た形 で の 将 来 の 採

用を考えたいと、そのような形で、今後対処していきたいと、そう思っております。
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以上であります。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

具体的にじゃあとりあえず一千九百万円をどういう形で捻出するのか、財政課長に伺いたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

財政課長。

○財政課長（幸田信雄君）

今 町 長 が お 答 え し たと お り な ん で す け れど も 、 や は り 経 費 を浮 か せ る と い う の は人 件 費 が 一 番 大 き なウ ェ ー ト を 占 め

て お り ま す 。 そ れ でで す ね 、 こ の 間 、 お手 元 の 方 に も 財 政 計画 を 示 し て お り ま すけ れ ど も 、 財 政 計 画を 見 ま し て も で す

ね 、 今 年 よ り も 来 年、 再 来 年 の 方 が で すね 、 人 件 費 が 年 々 大体 三 千 万 円 か ら 四 千万 円 ほ ど 減 っ て き てい ま す 。 そ れ を 大

体財源にしていきたいと考えております。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

こ の 制 度 は 、 私 も 賛成 な ん で す け れ ど も、 多 く の 財 源 が 必 要で あ り ま す し 、 子 供を 持 つ 世 帯 以 外 の 人も 将 来 的 に は 子

供 を 持 つ こ と に な るだ ろ う し 、 町 全 体 の将 来 を 担 う 子 供 た ちの こ と で す か ら 、 何で も か ん で も 財 政 とい う 網 を 全 部 に か

けて、切り詰めるのではなく、伸ばすものは伸ばすという考え方も必要かと思います。

そ し て こ れ は 、 医 療費 無 料 化 で 育 っ た 子供 が 大 人 に な っ て どう し よ う と い っ た とき に 、 町 に 残 ら な いの で あ れ ば 、 何
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も な ら な い の で あ って 、 総 合 的 に 、 例 えば 経 済 、 あ る い は 農業 の 振 興 と か 、 教 育、 福 祉 も 含 め て 、 住み よ い ま ち づ く り

を し て い か な い と 、将 来 に つ な が ら な いわ け で 、 そ の 点 で は、 住 民 に 十 分 説 明 責任 を 果 た し て 、 住 民の 協 力 が な け れ ば

成り立たない制度だと、こう思っております。

そ れ で 、 次 に 、 農 業の 振 興 に つ い て 伺 いま す け れ ど も 、 よ くブ ラ ン ド 化 ブ ラ ン ド化 と 、 口 で は 簡 単 に皆 さ ん 言 い ま す

け れ ど も 、 な か な かそ れ を 実 行 し て 、 形に し て い く と い う のは 、 何 年 も 労 力 も かか る わ け で 、 そ の 辺に つ い て 、 町 長 も

藤 崎 ブ ラ ン ド 化 に つい て と い う こ と を うた っ て お り ま す け れど も 、 リ ン ゴ 、 米 、ニ ン ニ ク 、 い ろ い ろあ り ま す け れ ども、

と り あ え ず 単 品 の ブラ ン ド 化 と い う こ とで な く 、 町 の 農 産 物の 全 部 に 対 し て 、 藤崎 ブ ラ ン ド と い う もの を 構 築 し て い く

という考え方もあるかと思いますけれども、その点について町長はどうお考えですか。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

奈良岡議員の質問にお答えします。

基 幹 産 業 が 農 業 と いう こ と で 、 ま ず は 米に 関 し て は で す ね 、ご 存 じ の と お り 五 者協 定 を 大 分 前 か ら して い ま し て で す

ね 、 東 京 の コ ー プ の方 に 有 機 米 は 全 量 出荷 し て い る と い う こと で ご ざ い ま す 。 また 、 リ ン ゴ に 関 し ても で す ね 、 地 元 の

民 間 の 農 業 団 体 が 元祖 ふ じ の 会 な ど を 設置 し て 、 少 し で も 新鮮 な 、 そ し て ま た 長期 保 存 が で き る と いう よ う な 栽 培 の 取

り 組 み も 現 状 で し てい ま す 。 そ う い う もろ も ろ を あ わ せ て です ね 、 私 は 藤 崎 の 農産 物 の そ の ブ ラ ン ドを で す ね 、 少 し で

も 付 加 価 値 を つ け るた め に 、 ま ず は 先 ほど も 申 し 上 げ ま し たと お り 、 十 二 月 の 十二 日 、 Ｊ Ａ つ が る 弘前 の 西 澤 組 合 長 、

十 五 日 に は Ｊ Ａ 津 軽み ら い の 阿 保 組 合 長、 そ し て ま た 、 昨 日で ご ざ い ま す け れ ども 、 弘 果 の 大 中 社 長さ ん と も 表 敬 訪 問

し な が ら 、 こ の こ とに つ い て 、 若 干 協 議さ せ て い た だ き ま した 。 一 言 で い う と 、ま ず は 栽 培 技 術 の 向上 を 図 っ て 、 良 品

物 の ま ず 農 産 物 を 作製 す る た め に は 、 第一 義 だ ろ う と 、 そ う思 っ て お り ま す 。 その 後 に で す ね 、 流 通面 を 含 め た 藤 崎 ブ
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ラ ン ド を ど う 確 立 して い く か と い う こ とで ご ざ い ま す の で 、そ の 辺 も Ｊ Ａ 、 関 係農 業 団 体 、 一 言 で は、 こ れ を や っ て い

く と い う よ う な こ とは で す ね 、 こ れ か らの 課 題 と し て 、 鋭 意努 力 し て い き た い と、 そ う 思 っ て お り ます の で 、 ご 理 解 い

ただきたいと、そう思っております。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

農 産 物 の ブ ラ ン ド 化と い う の は な か な か簡 単 に で き る も の では な い と 思 い ま す けれ ど も 、 例 え ば 先 ほど も 申 し た よ う

に 、 町 独 自 で 、 藤 崎ブ ラ ン ド の 栽 培 基 準と い い ま す か 、 そ うい う も の を つ く っ て、 町 が 認 証 し た も のに 対 し て 、 藤 崎 ブ

ラ ン ド を 与 え る と いう か 、 町 独 自 の 認 証制 度 、 あ る い は 先 ほど 町 長 が 言 っ て い るよ う に 、 リ ン ゴ の ふじ は 貯 蔵 力 の 高 い

ふ じ だ と 、 そ う い う特 徴 を 生 か し た り 、あ る い は 米 に つ い ては 、 ク リ ー ン ラ イ ス、 ニ ン ニ ク に つ い ては 品 質 日 本 一 と い

う こ と で 、 そ れ ぞ れの 栽 培 基 準 と い う もの が あ る と 思 い ま すけ れ ど も 、 そ れ を 町が 定 め て 、 そ の 基 準に 合 っ た も の に 対

し て 藤 崎 ブ ラ ン ド を町 が 認 証 し て い く とい う ふ う な 、 そ う いう こ と が 行 政 と し て今 や れ る こ と の 一 つで は な い か と 思 い

ますけれども、その辺についてどのようにお考えでしょうか。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

行 政 が 余 り 先 ん じ てそ う い う 認 定 の た めの シ ス テ ム を 構 築 する と い う の は で す ね、 私 は 余 り 好 ま し くな い と 思 っ て お

り ま す 。 で す か ら 、Ｊ Ａ さ ん が 二 つ ご ざい ま し て 、 あ る い は農 業 団 体 が ま ず あ って で す ね 、 そ の 中 に行 政 も 入 っ て 、 い

ろ い ろ 協 議 し て 、 そう い う シ ス テ ム を つく っ て い く の は 、 これ は や ぶ さ か で な いと 思 っ て お り ま す 。で す か ら 、 近 い 将

来 に 向 け て 、 少 し でも 付 加 価 値 を つ け たも の を 高 い 金 額 で 販売 し て 、 農 家 所 得 を向 上 す る た め に で すね 、 ま た 、 議 員 各
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位の皆さんのいろいろなアイデア、意見も参考にしながら、今後対処してまいりたいと、そう思っております。

一 つ の 例 を た と え れば 、 奈 良 岡 議 員 も ご存 じ の と お り 、 今 年か ら 約 百 六 十 町 歩 のリ ン ゴ 農 家 が 病 害 虫の 撲 滅 の た め の

コ ン フ ュ ー ザ Ｒ を 実施 し ま し た 。 そ の 件に 関 し て も で す ね 、た だ 、 病 害 虫 を 減 らす と い う 意 味 じ ゃ なく し て 、 今 後 、 例

え ば 農 薬 の 回 数 を 減ら す と か 、 安 全 安 心な 農 作 物 を つ く る ため に も で す ね 、 や っぱ り 関 係 団 体 と 連 絡を 密 に し て 、 今 後

今 お っ し ゃ っ た よ うな 形 の も の を 構 築 でき れ ば 、 そ れ は そ れに 越 し た こ と は な いと 、 そ う 思 っ て お りま す の で 、 あ ら ゆ

る機関に、関係団体とまた協議させていただきたいと、そういう考え方でいます。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

農 業 に つ い て は 、 町長 も ベ テ ラ ン だ と 思い ま す け れ ど も 、 今は 栽 培 技 術 は も ち ろん の こ と 、 流 通 、 ある い は 販 売 、 あ

る い は 独 自 の も の をつ く っ て い く と い う、 そ う い う ソ フ ト 的な 面 も 必 要 か と 思 いま す 。 そ う い う こ とも 含 め て 、 農 業 、

農政の方を展開していただきたいと思います。

そ し て 、 我 が 町 に は二 つ の 大 き な 農 協 があ る と 。 ち ょ う ど 常盤 と 藤 崎 が 分 か れ て組 合 員 と し て 所 属 して い る と い う 実

態 が あ る わ け な ん です け れ ど も 、 町 長 が両 組 合 長 に 表 敬 訪 問を し た と 。 多 分 そ の中 で 農 協 と 町 と の 連携 と い う こ と も 話

題 に な っ た か と 思 いま す け れ ど も 、 そ の辺 は 両 組 合 長 と ど うい う 感 覚 、 感 触 を 持っ た の か 、 言 え る 、言 え な い 部 分 は な

いかと思いますけれども、何でも公開できると思いますけれども、よろしくお願いいたします。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）
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私 は 決 し て 答 弁 書 では 若 干 担 当 課 が こ のよ う な 答 弁 書 を 書 いて く れ ま し た け れ ども 、 私 は で す ね 、 町村 合 併 の 前 に 、

弘 前 中 心 に 、 Ｊ Ａ つが る 弘 前 が 合 併 し て、 合 併 後 に 常 盤 地 区が 黒 石 、 あ る い は 平賀 、 田 舎 館 、 板 柳 も含 む で す ね 、 Ｊ Ａ

津 軽 み ら い に な っ たと い う こ と で 、 私 は今 の 現 状 を マ イ ナ スと 考 え て い ま せ ん 。そ の 地 域 地 域 特 性 に合 っ た も の の 農 産

物 を で す ね 、 県 内 で一 、 二 番 争 う Ｊ Ａ が二 つ あ る と い う こ とは 、 か え っ て 強 み に変 え た い と い う 思 いで ご ざ い ま す 。 た

だ 、 そ の こ と に 関 して は 、 表 敬 訪 問 の 数十 分 の 間 に な か な か協 議 で き な い の も 実際 そ う い う 場 面 で した 。 で す か ら 、 表

敬 訪 問 を し な が ら 、今 後 い ろ い ろ な 形 で協 議 し て い き た い とい う 旨 の こ と は 伝 えて お き ま し た の で 、機 会 あ る ご と に 、

藤 崎 の 基 幹 産 業 で ある 農 業 振 興 の た め にで す ね 、 二 つ の Ｊ Ａさ ん と は 連 絡 を 密 にし て い き た い と 、 そう い う 思 い で ご ざ

います。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

具 体 的 に 、 両 農 協 と例 え ば 町 の 補 助 事 業を 展 開 、 農 政 の 一 環と し て い ろ い ろ な 補助 事 業 が あ る か と 思い ま す け れ ど も 、

そ れ を 展 開 す る 上 で、 両 農 協 と し て 、 取り 組 み に つ い て 温 度差 が み ん な あ る と 思う ん で す け れ ど も 、そ う い う 温 度 差 を

極 力 な く し て い く こと が 常 盤 と 藤 崎 の 両農 家 の 均 衡 あ る 農 業経 営 の 発 展 に つ な がる か と 思 い ま す け れど も 、 そ の 辺 、 役

場 と し て は 、 い ろ いろ コ ス ト が か か る と思 う ん で す 。 農 協 同士 の 温 度 差 の 違 い とい う 。 そ の 辺 、 ど のよ う に 例 え ば 補 助

事業の受け皿として考えているのか、農協を受け皿として使う場合。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）
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例 え ば 、 今 回 の 先 ほど 浅 利 議 員 も お っ しゃ っ た 利 子 補 給 の 件に 関 し て も で す ね 、お 互 い 二 つ の 地 域 で利 子 補 給 の 〇 ・

五 ％ は 一 致 し て い ます 。 た だ 、 そ の 全 体に 対 し て の 利 子 が この パ ー セ ン ト 、 こ っち は こ の パ ー セ ン トと い う の は 開 き は

ご ざ い ま す 。 こ れ には や っ ぱ り 我 々 行 政と し て は 口 が 出 せ ない だ ろ う と い う よ うな 思 い は あ り ま す 。た だ 、 お ん な じ 藤

崎 町 の 町 民 と し て 、あ る い は 農 業 生 産 者と し て 、 で き る な らば で す ね 、 そ う い う細 か い 制 度 で も 一 致し た も の を 見 出 す

よ う な 努 力 は 町 長 とし て 、 し て い き た いと い う 思 い は ご ざ いま す の で 、 一 長 一 短、 余 り 口 出 し て 、 かえ っ て ひ ん し ゅ く

を買わないようにですね、気をつけながら、その辺は機会を見て、いろいろ協議したいと思っています。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

余 り 踏 み 込 め ば 、 今度 内 政 干 渉 だ と い うこ と に な れ ば だ め なの で 、 一 定 の 線 で 踏み と ど ま る べ き だ と思 い ま す け れ ど

も 、 両 地 区 の 農 家 の均 衡 あ る 発 展 を 願 って い き た い と 、 こ れか ら も 私 も 願 っ て いき た い と 思 い ま す 。町 長 も 多 分 同 じ 考

えだろうと思います。

そ れ で 、 最 後 の 常 盤の 地 下 道 の 補 修 の 問題 に つ い て で す け れど も 、 去 年 の 二 月 でし た か 、 真 冬 の あ たり の 総 務 産 業 の

常 任 委 員 会 で 、 そ のス リ ッ プ 事 故 の こ とが 問 題 に な り ま し たけ れ ど も 、 そ の 後 は地 下 道 の 凍 結 対 策 につ い て 、 去 年 の 冬

はどのような対策をとってきたのか、伺いたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

現 状 で 凍 結 対 策 が でき る と い う の は 融 雪剤 の 散 布 と い う こ とに な る ん で す が 、 ただ 、 融 雪 剤 の 散 布 も効 き 目 が や は り

二 、 三 時 間 程 度 し か効 か な い と い う こ とで 、 勤 務 時 間 中 で あれ ば 、 朝 と か 夕 方 とか 、 散 布 し て お り ます が 、 夜 中 と か も
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何 回 か 警 察 等 か ら 連絡 が あ り ま し て 、 スリ ッ プ し て い る の で散 布 し て ほ し い と いう 連 絡 が ご ざ い ま した 。 そ の 際 は で き

る範囲では対処したつもりでございます。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

その上で、今年度、そうし直すという判断に至ったということでよろしいでしょうか。

○議長（野呂日出男君）

建設課長。

○建設課長（対馬猛清君）

や は り 警 察 等 の 事 故の 件 数 を 調 べ た と ころ 、 六 件 ほ ど あ っ たと い う こ と で 、 そ のほ か に も ス リ ッ プ して 危 な い と い う

ご意見は多数の方から聞いておりますので、今年度の改修という方向になりました。

以上です。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

二 年 間 の う ち に お よそ 六 千 何 ぼ も 使 う と。 来 年 、 再 来 年 、 ずっ と 今 度 は 大 丈 夫 だと い う ふ う な 工 事 をし て ほ し い と 思

い ま す け れ ど も 、 それ に し て も 、 一 年 たた な い う ち に ま た 再舗 装 を す る と い う 事実 は あ る ん で す か ら、 普 通 の 町 民 感 覚

で い け ば 、 な か な か理 解 し が た い と い う部 分 が あ る か と 思 いま す け れ ど も 、 そ れに つ い て 、 町 民 に 対し て 、 ど の よ う に

理 解 し て も ら う の か、 町 長 は 何 度 も こ の点 に つ い て は 、 陳 謝し て お り ま す け れ ども 、 こ の 場 で は 陳 謝し て も 、 多 く の 町
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民 は 間 接 的 に し か 知る こ と が で き な い ので 、 ど う い う 手 法 で、 広 報 、 あ る い は いろ い ろ 媒 介 手 段 は ある か と 思 い ま す け

れども、納得のいく説明が必要かと思いますけれども、その点について町長に伺います。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

就 任 し て 間 も な い とき に で す ね 、 私 は 総務 課 長 に で す ね 、 町内 会 の 皆 さ ん と 年 明け て か ら 懇 談 し た いと い う の を 伝 え

ま し た 。 町 内 会 の 皆さ ん の 理 解 の も と 、来 年 の 二 十 五 日 の 三時 か ら 町 内 会 連 合 会の 会 長 さ ん の 皆 さ んた ち と ま ず 懇 談 す

る 運 び と な っ て お りま す 。 ま ず 、 そ の とき に で す ね 、 こ の 財政 支 出 を 二 年 に わ たっ て や っ た と い う こと を お わ び し な が

ら 、 た だ 、 今 こ う いう よ う な 工 事 を 進 めな い と 、 ま た 、 人 身事 故 を ま ず 、 招 か ざる 、 そ の 事 故 を 起 こし て も だ め だ と い

うことで、説明をしていきたいと。

ま た 、 そ の 月 の 末 には 、 町 政 懇 談 会 を 何カ 所 か や っ て で す ね、 い ろ い ろ ま た こ れば っ か り で な く 、 町政 全 体 の こ と を

で す ね 、 行 政 全 体 のこ と を い ろ い ろ 説 明し な が ら 、 そ の 工 事に つ い て の お わ び と、 現 状 の 説 明 も ま たし て い き た い と い

う考え方でいます。

以上であります。

○議長（野呂日出男君）

奈良岡文英君。

○五番（奈良岡文英君）

こ の 問 題 に つ い て は、 地 下 道 を 通 る 利 用者 だ け で な く 、 町 民全 体 に 対 し て 、 納 税者 に 対 し て 説 明 し てい く 責 任 が あ る

かと思います。

最 後 に 、 町 長 の 政 治姿 勢 に つ い て 、 町 民に 対 し て 広 く 町 民 目線 で 、 み ん な の 声 に耳 を 傾 け て い く と いう 政 治 姿 勢 だ と



- 87 -

思 い ま す け れ ど も 、初 心 忘 れ る べ か ら ずと い う 言 葉 も あ り ます 。 今 後 町 政 運 営 に当 た り 、 そ の 姿 勢 に変 わ り は な い のか、

伺って終わりにしたいと思います。

○議長（野呂日出男君）

平田町長。

○町長（平田博幸君）

平 成 二 十 三 年 の 最 後の 議 会 で 、 奈 良 岡 議員 に お か れ ま し て は、 非 常 に い い 質 疑 をし て い た だ き ま し た。 私 は 、 と に か

く 町 民 が 主 役 の 活 力あ る ま ち づ く り の ため に 、 誠 心 誠 意 、 愚直 に ま い 進 し た い とい う 思 い で ご ざ い ます 。 そ の 中 に も で

す ね 、 や っ ぱ り 選 挙結 果 が で す ね 、 得 票数 の 過 半 数 に 至 っ てい な い と い う こ と が、 私 に 町 民 の 判 断 があ っ た と い う こ と

で 、 ま ず 、 謙 虚 に なっ て 、 常 に 一 万 六 千人 の 目 線 に 立 っ て です ね 、 こ れ か ら 町 政を 進 め て い く た め の基 本 的 な ス タ ン ス

に し て い き た い と 、そ う い う 思 い で ご ざい ま す の で 、 議 員 各位 の 皆 さ ん に お か れま し て は 、 何 で も 気つ い た こ と を 、 ど

こ で も お っ し ゃ っ てい た だ け れ ば と 、 そう 思 っ て お り ま す 。そ し て 、 町 民 に お かれ ま し て も で す ね 、い つ で も 声 を か け

て い た だ く よ う な 、私 だ け で な く し て 、行 政 マ ン 、 す べ て の職 員 に 関 し て で す ね、 常 に 声 を か け て いた だ く よ う に 、 そ

う い う ス タ ン ス で 、職 員 の 皆 さ ん に も 指示 し て い き た い と 、そ う い う 思 い で ご ざい ま す の で 、 よ ろ しく お 願 い い た し た

いと存じます。

○議長（野呂日出男君）

これで、五番奈良岡文英君の一般質問は終了いたしました。

以上で一般質問を終わります。

これをもって本日の日程は終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。

ご苦労さまでした。
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散 会 午後三時十分


